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    プロローグ／Prologue


    



    《黒くろ　笹ざさ》「∇リンクスの狙いどおり、山頂でジャムを全部片づけてしまうとはな」


    　野や鳥ちよう山やまでのエリマキトカゲ型ジャムとの戦闘から数日後、俺と鶴つる舞まいに対し、黒笹雫しずくから連絡が入った。


    《黒　笹》「∇まったく甘い奴らだ。ジャムの発生及びウェニアックによる清掃作業もろとも『実証実験』だと仮定したとき、その成果が我われ々われの存在を脅おびやかすものだったらどうする？」


    　鶴舞が厳しい顔つきで問う。


    《鶴　舞》「∇たとえば、どういうこと」


    《黒　笹》「∇もしリンクスが独力でジャムを退治できるようになれば、ＩＴ都市のバグであるウェニアックは不都合な廃棄物として社会から抹まつ殺さつされるかもしれない」


    《鶴　舞》「∇抹殺なんて非常識よ」


    《黒　笹》「∇……神かみ之の馬ま、貴様はどう思っているんだ」


    　俺は少考して、答えた。


    《神之馬》「∇……たしかに、リンクスは俺たちの存在を隠いん蔽ぺいしたいかもしれないが、抹殺までするか？　ただ電波が知覚できるだけで、誰かに迷惑かけるわけじゃないだろ」


    　雫は嘲あざけるように言う。


    《黒　笹》「∇無害だというのは、現時点での我々側の論理でしかない」


    《神之馬》「∇何が言いたいんだ」


    《黒　笹》「∇まず、ウェニアックになる原因の『電波高感受性症候群ＲＷＳＳ』は、前例がない。その発生が世に知られたとき、無知な大衆は、正体不明のものに対して過剰に恐怖を感じる。そこでリンクスが『ウェニアックは死に至る危険な病』『ウェニアックは害をなす者』だという情報をネットに流せば、大衆は排除を求めるだろう」


    《神之馬》「∇そんな馬鹿なことがあるか」


    《黒　笹》「∇馬鹿がまかりとおるのがこの世界だ。大衆の悪意が牙きばを剥むく未来……頭の片隅にでも置いておくんだな」


    



    　雫は通信を切った。


    「ただの脅おどしよ」


    　鶴舞は否定したが、その口調は弱かった。


    



    　──それから一〇日。


    　街の人々は何も知らないまま、世界は回り続けている。

  


  
    第一章／変身Metamorphose


    



    　白基調のスタイリッシュな水素ステーションから、体長一メートルほどの不ぶ気き味みなウサギが飛び出した。


    　紫と黒の毒々しいまだら模様に彩いろどられたそいつは、いびつに肥大した後ろ脚をバネに跳ちよう躍やくし、信号機ほどの高さにあるステーションの屋根に軽々と着地する。


    「ギィッ、ギィッ！」


    　金属を擦こすったような不快な鳴き声。頭部から突き出た耳は、触角のように異様に長く伸びている。長い前歯は刀のように鋭するどく、腐くさったトマトのようなドロリとした赤い目がぐるぐる回転する。


    「あれが《はぐれウサギ》……」


    　俺はステーションの向かいにある建物の陰かげに身を潜ひそめ、スマフォ片手に様子を窺うかがっていた。まるで街に異世界への扉でも開いてしまったような状況だが、もちろん違う。


    　ウサギの正体は、特異体質ウエニアツクである俺たちにしか知覚できない電波の怪異『ジャム』。ここ未来計画特区『蜂はち原はらピースシティ』の都市機能が完全ＩＴ化された弊へい害がいだ。


    「元ネタはかわいいのに、まるで悪魔か化け物だな……」


    　ため息交じりにボヤいた。


    《はぐれウサギ》は人気沸騰中のＭＭＯＲＰＧに登場した新モンスター。ゲーム内のデザインはまったくグロくなくて愛らしいのだが、「はぐれウサギを倒すと超激レアアイテムのお守り《幸福のラビット・フット》を落とす」なんて情報が飛び交ったせいで通信量が激増し、電波が衝突しまくった結果、現実世界にジャムとして『はぐれウサギ型ジャム』が生まれてしまったというわけだ。


    「さて、やるか……」


    　ヤツはこっちに気づいてないし、先制攻撃可能。幸い周囲に人影もない。


    　ウェアラブルデバイス『イオ』から視界に投影される半透明スクリーン越しに、ウサギ型ジャムを確認する。


    「ギギギイッ！」


    　ウサギ型ジャムは俺の攻撃意思を読んだかのように、醜みにくい身体からだをぶるぶると震ふるわせた。直後、まだら模様が渦を描き始め、紫色の斑点が両耳へ集合していく。


    　ヤベッ、くるか!?


    　背中がゾワッとして、動物的本能が危険を知らせる。


    「ギギィ！」


    　鳴き声をあげ、紫に染まった両耳をブン回して波状の紫光を撒まき散らす。


    「うわ！」


    　だが、狙いも定めず乱射された紫光は、俺にはひとつも降りかからず、空の彼方かなたに飛び去った。


    「脅おどかすなよ……」


    　軽く舌打ちし、ビビった自分に苦笑する。


    　ウサギ型ジャムはエネルギーを放出して落ち着いたのか、耳をだらんと垂たらして彫像のように動かない。


    「チャンス……！」


    　スマフォの表面に指を滑らせ、正方形の枠でウサギ型ジャムをターゲット認識、


    【ロックオン】


    　続いて、イオのサブウィンドウに表示された四九個の魔宝石に意識を向ける。配置をひと目見て瞬時にコンボの可否を判断し、スライドさせてつなぎ合わせ──。


    　決めるっ！


    ／緑→赤→青→紫／4-chain／32／


    　仮想現実にコンボ数がボッと浮かぶ。魔宝石が消滅する心ここ地ち良い効果音とともに魔法使いの少年が杖つえを振って詠えい唱しようする。


    　シュバッとスマフォの先端からソフトボールサイズの光球が四つ撃うち出され、うなりをあげてウサギ型ジャムに襲おそいかかる。


    「ギッ!?」


    　ジャムは両耳をピンと立てたが、


    「遅おせえよ」


    　腐くさったトマトの目を潰し、立派な前歯を破壊。耳はぐにゃりと力をなくし、体表のまだら模様がどろどろにボヤけて、


    　ヴヴッ……


    　絶命のノイズを放ち、霧雨のような塵ちりとなって宙に消えた。


    【二〇〇円チャージ】


    　報酬がポップアップ。


    「よしっ……」


    　控えめにガッツポーズを取る。一匹、清掃完了。


    



    　俺はジャムを片づける掃除屋スイーパーであり、狙撃手スナイパー。


    　掃除道具武器は超攻撃型アプリ『パズル・オブ・メイジパズメイ』。


    



    　──なんてちょっとカッコつけてみたが、悲しいかな、実際は俺のことなんて一般市民にはまったく知られていないどころか、陰かげのヒーローにすらなれてない。スマフォ片手に動き回っているのを見られ、盗撮犯や危ない人だと誤解されないように気をつけるレベルだ。


    　電波を知覚できない人々にはジャムは見えないし、存在も知られていない。何もないところで古いデバイス片手に虚こ空くうを睨にらんだり、攻撃から身を守ったりすれば、怪しさ満点だ。


    　それなのにジャムを退治するわけは、小銭欲しさにリスクを犯しているわけじゃない。ジャムを放置して万が一危険なことが起きたらマズいという、わずかばかりの正義感からだ。この街のすべてをイオにリンクさせる、巨大ＩＴ企業の『リンクス・コム社』は今のところジャムやそれを感知できる俺たちウェニアックのことなど公的には知らぬふりだが、俺たちの手で未然に防げるものは防いだほうがいい。ジャムの毒電波が一般人にも影響を及ぼすのは『エリマキ型ジャムの電子ドラッグ事件』で間違いないとわかったし。


    　エリマキ型ジャムの事件といえば、あれ以来、山で倒したエリマキ型ほどの強大なヤツは出てきてない。だいたいが小さくて丸っこい雑ざ魚こで、さっきの《はぐれウサギ》みたいに攻撃するとやり返してくるのは珍しい。


    　まあ、そんなこんなで、リンクスに素直に従したがってジャムをたおして数百円のシケたバイトをやってるわけだ。もちろん、俺を特異体質にした原因であるリンクスはムカつくけど、「反リンクス！」なんて声を上げたらＩＤ監視などの制裁を受けそうだし、世間からは「意識が高くて社会運動に目覚めてしまった痛い子」として白い目で見られそうだから、黙だまっておとなしくしている。


    　ようするに、現況が悪化しないように努め、なるべく穏おだやかに暮らしたいというのが本音だ。


    　とはいえ、リンクスの本心はよくわからない。


    　さっき倒した『はぐれウサギ・ジャム』だって、ゲームの運営はリンクスなのだから、出現を防ごうと思えば防げる気はするんだけど。


    　つーか、ゲーム内の『超激レアお守り』欲しさにジャムが発生するなんて、こないだの電子ペットのエリマキトカゲの一件といい、みんなレアもの好きすぎだろ？　最近はインフレ化して『超激レア』や『星五個』クラスじゃないとゴミ扱いなのだとか。このままいくと戦闘力のように限界突破インフレが進み、五年後には星一〇〇兆個まで行きそうだ。


    　なんてどうでもいいことを考えてると、イオが無機質な通知音を発した。


    【モニタートーク着信＠鶴つる舞まい舞まい羽は】


    　鶴舞は別のところで退治してるはずだから、おそらく戦況の確認ってとこだろう。


    　フィンガージェスチャーで、トーク画面に切り替える。


    　イオのサブウィンドウに鶴舞が映った。もし俺がウェニアックじゃなければ、朱す雀ざく高で一、二を争うこの美少女と話すことは永遠になかっただろう。まあ、それが良かったことかどうかは、正直ビミョーなところだが。


    《鶴　舞》「∇そっちはどう？　私は二匹倒したけど」


    《神かみ之の馬ま》「∇とりあえず一匹。意外と見つからないもんだな」


    《鶴つる　舞まい》「∇あまり大量に出現されても困るけど」


    《神之馬》「∇でも、苦労して倒しても報酬二〇〇円ってなぁ。時給換算で割りに合わないだろ。どうせならジャムも激レアのウサギの足ラビツト・フツトでも落としてくれりゃ、ヤル気になるのに」


    《鶴　舞》「∇キミにウサギは似合わないわ。そうね……豚とん足そくでも身につけてれば？　ニワトリの足でもいいかもしれない。遭難したとき非常食にもなるわよ？」


    　まったくもって口が悪い。以前「私はウェニアックであることを隠すうちにコミュ障になってしまった」とか言ってたけど、性格がひん曲がってるのは生まれつきなんじゃないかと最近思えてきた。『乱暴と毒どく舌ぜつ』が特技の黒舞まい羽はが日常デフォルト。心優しい白舞羽なんて、それこそレアキャラレベルの幻まぼろしだ。


    《鶴　舞》「∇あっ!?」


    　鶴舞がふいに目を丸くした。何が起きたかは俺のモニターじゃ確認できない。


    《神之馬》「∇ジャムでも出たか？」


    《鶴　舞》「∇違う……」


    　そう言うと鶴舞は画面の外を向き、


    《鶴　舞》「∇ちょっと香か流なれ！　どうしているの!?　担当地区はここじゃないでしょ！」


    　画面外から「復帰初戦はいっしょがいいです～！」という甘えた声が聞こえてきた。


    《神之馬》「∇相変わらず愛されてるな」


    《鶴　舞》「∇キミとの密談を疑われる前に、切るわ」


    　即座に通話が切られた。今ごろ鶴舞は香流に抱きつかれていることだろう。


    　そういえばギルフィもどこかでウサギ狩りをしているはずだが、あいつに関わると非常に面倒くさいので、俺から連絡を取ったりはしない。《はぐれウサギ》が話題になったとき「ウサギ……バニーガール……バニー狩り……追い剥はぎ……ヌフッ……」と卑ひ猥わいな妄もう想そうをしていた。おかしなことして警察に通報されてなければいいが。いや、むしろ一度捕まって心を入れ替えるべきか。


    　視聴覚準備室の連中とは基本的にドライな関係だ。学内で偶然顔を合わせても軽くアイコンタクトする程度だし、特別な用がなければ視聴覚準備室に集まることもない。


    



    　この『ジャム退治のバイト』を正式に始めて、二週間が経った。


    　業務内容は、基地局や無線鉄塔を中心に街を巡回して、ジャムを見つけたら清掃すること。やってることは研修中と同じで、時間の拘こう束そくはなくノルマもない。ロボットに取って代わられたコンビニのおでん番とは違い、俺にしかできないという意味で、やり甲が斐いは感じている。


    　ところで、さっきはリンクスに対して恩着せがましく「従したがってる」なんて言ったけど、このバイトのお陰かげで少しだけ「救われた」とも思ってる。


    　未来へ続く道が見つからず、暗くら闇やみで迷子になって悶もん々もんとしてた日々に、強制的にだが終止符を打てたのだから。


    　俺はときどき思う。もしウェニアックに覚かく醒せいしてなかったら、どうなっていたかと。


    　たぶんつまらないバイトを繰り返して、


    　『より良い幸福』なんてキャッチコピーに踊らされて、


    　世界に疑問を持たない人たちと同じ道を歩んで、


    　平和だが平坦な日々に埋もれ、


    　健康な身体からだをカロリーコントロールで維持しながらも、


    　心が腐くさって死んでいったかもしれない、と。


    　そんな日々を送る中でもっとも変化した点は、イオでゲームをやらなくなったことだ。一か月前の俺なら、ゲーム内でウサギを追っかけ回していただろう。


    　俺のゲーム用アバターである『ゴッド・アロー』は引退宣言もなくログインしなくなった。


    「……そういえば、三年くらい前にも、突然いなくなった天才ゲーマーがいたな」


    　ふと、年齢性別が不詳のアバター『千人殺しのランスロット』を思い出した。


    　そいつは冷酷無比な最悪最凶プレイヤーキラーＰＫとして恐れられ、『千人殺し』の異名がつくほどに忌いみ嫌きらわれていた。


    　じつは俺も被害者のひとりだ。


    　逃げても執しつ拗ように追いかけられ、真綿で首を絞めるかのごとく、時間をかけてじっくりとなぶり殺しにされた。悔くやしくてリベンジするため、その後世界ランカーに入れるほど腕を磨いたのだが、再戦する前に突とつ如じよいなくなってしまった。


    　消えた理由は違反行為を繰り返したことでアカウントを強制削除されたという説が濃厚だったが、リアルマネートレードＲＭＴで荒あら稼かせぎしすぎたせいで警察に捕まったとか、死んだとか、人間じゃなくて殺さつ戮りくプログラムだったなんていうウワサもあった。


    　ともかく、俺が世界クラスのゲーマーにまで上り詰めることができたのは、『ランスロット』のお陰かげだったといっても過言ではない。


    



    　──ヴ……ヴヴッ──


    



    　思いにふけっていると、背後でジャムの発生音がした。


    「えっ？」


    　慌あわてて振り向くと、路地の奥にウサギ型ジャムが二匹いた。どす黒く充血した赤い目玉が、俺を凝視している。


    「はぐれなのに群れてんなよっ……！」


    　ウサギ型ジャムは「ギィギィ！」と前歯で地面を擦こすり、後ろ脚を何度も地面に打ちつける。


    　この動き、威い嚇かくしてんのか？　仲間がやられて怒ってんのか？　どちらにせよイヤな感じだ。路地で挟はさみ撃うちされたら厄やつ介かいなことになる。


    　まず一匹片づけ、表通りへ逃げるか。


    　そう判断した瞬間、反射的に指が動いて近いヤツをロックオン、そのままコンボをつなぐ。


    ／赤→紫→黄→黄／4-chain／30／


    　放った光球の行方は確認せず、クリーンヒットしてくれることを願いながら路地を駆け出た。直後、耳に届いたのは、


    　ヴヴッ──というジャムの絶命音。


    【二〇〇円チャージ】


    　報酬ポップアップで撃破を確認する。


    　よしっ、もう一匹は!?


    　と振り向いたが、いない。


    「どこいった……!?」


    「ギィ！」


    　上!?


    　大ジャンプしていたウサギ型ジャムが空から降ってきて、水素ステーションに入っていく車のボンネットに着地した。


    「うわっ……マジか……」


    　車の運転手はジャムがいることに気づかず、のんびり徐行して水素充填器デイスペンサーに横づけする。


    　運転手が無反応なのも当然だ。ジャムが見えてないんだから。


    「でもあの牙きばで噛かまれたら、どうなるかわからないんだぜ……」


    　もし、キラービー事件のナイフ殺傷がジャムが人間の精神に与えた影響だというなら、あの運転手がいきなり車で暴走を始めてもおかしくない。


    　もちろん、確証はない。あくまで真相は闇やみの中だ。でも。


    　ウサギ型ジャムはボンネットで耳を振り回している。威嚇か挑発かわからないが、気持ち悪くて不愉快だ。人前であまりスマフォを使いたくないんだが、ここはしかたない。


    　こっそりとロックオンを──


    「ギィッ！」


    　できない。ジャムはものすごい瞬発力で屋根より高くジャンプしていた。


    　早はええよ！


    　ようやくロックオンの枠で捉とらえたそのとき、ヤツは耳をバタつかせた。


    「！」


    　耳の先端から飛び出た紫色の毒電波が、雨のように降り注ぐ。


    　くそっ！


    　道の端へ駆けながら守りの態勢をとる。毒の雨を受けた後頭部や背中に、細い針で刺されたような痛みが走る。目への直撃はヤバそうだから、なるべく当たらないようにうつむく。身体からだ中じゆうがチクチクするけど、これくらいどうってことない。


    　数秒後、雨の痛みが止やんだ。


    　顔を上げてジャムを捜す。


    　するとヤツは、車から降りた運転手の真横にちょこんと座っていた。運転手は上機嫌に口笛吹いて水素を充じゆう填てんする。


    　まったく、化け物が隣にいるとも知らないで。


    　ロックオンしようと、スマフォを構える。


    「ギギィ！」


    　ジャムは俺の気配を敏感に察し、目にも留まらぬ速さで跳ね上がった。


    「ハハッ！」


    　同じ手は食わねえっつーの。滞空しているあいだは自由に動けず、スピードも鈍にぶる。そこを狙ってロックオンし、速攻コンボへつなぐ。


    ／黄→赤→青→緑→赤／5-chain／40／


    　『パズメイ』の魔法少年が杖つえを振るう。放たれた光球は、空中で耳を震ふるわすウサギ型ジャムへ放物線を描いて飛びかかり、毒電波の乱射準備を始めたところへドドドッと直撃。


    　ヴ、ヴヴ……


    　ウサギは電波をジュワジュワと漏もらしながら形を崩くずし、粉ふん塵じんとなって風に吹かれて消えた。


    「ふぅ……」


    　撃破し、ホッと一息つく。アドレナリンが切れたのか、ダメージを受けた箇所がキツい日焼けをしたようにチリチリと痛みだす。


    　一方、運転手は平和な顔で、車に乗り込んで去っていった。


    「これだもんなぁ……」


    　虚むなしい。まあ、普通の人にはジャムは見えないんだからしょうがないんだけど。


    「──ん？」


    　ジャムとは異質の視線に気づいた。そーっと振り返ると、犬の散歩をしているオバさんが不思議そうに首を傾かしげている。


    　やべっ。まさか、戦ってるの見られてたのか？


    　犬がギャンギャンと吠ほえだした。やめてくれ。動物の勘かんが何か察知したと思われそうだが、俺はもともと動物に敵視されやすいだけだ。


    　適当に誤ご魔ま化かそう。


    　俺はオバさんに向かって、イオを指差しながら「いやぁ、なんかイオの調子が悪くて～」みたいな困った表情を作った。オバさんは「ああ～」と頷うなずくと、吠えまくる犬を引きずって去っていく。


    「はぁ……」


    　ため息を吐つくと幸せが逃げるというが、そんなこと言ったら俺の幸福指数は残量ゼロどころかマイナスだ。


    　マジで幸福のお守りラビツト・フツトがほしい……。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　周囲が、七色のオーロラに包まれた。


    「なんだ、これ……？」


    　電波の光か？　でも、こんな濃のう霧むのような量は見たことない。光の層で視界が遮さえぎられ、自分がどこにいるのかも把は握あくできない。


    　頭が鉛なまりを詰められたように重い。全身の皮ひ膚ふがチリチリ熱い。光に触れると、シュワァと微炭酸が弾はじけるような音がする。


    「おかしいだろ……」


    　イオがけたたましい警告音を発した。


    【警告！：測定不能。早急に総合病院にて受診してください】


    　ちょ、待て。こんな警告初めてなんだけど。


    　……ん？


    　耳の中がもぞもぞする。小さな虫が這はってるような感じ。むず痒がゆい。その痒みが耳から頬ほお、さらに顎あごへと広がっていく。


    　蕁じん麻ま疹しんでも出たのか？


    　イオの手鏡アプリを起動し、顔を確認する。


    「!?」


    　目を疑った。


    　顔の皮膚が、腐くさったようにただれて、ぐじゅぐじゅしている。


    「は……？」


    　ジャムにまとわりつかれてる!?


    　手を見ると、黒い粒子にまとわりつかれて肌が炭のように黒く変色していた。


    「ウソ……だろ……」


    　なんでこんなことになってんだよ!?


    　え、俺、さっきまで何やってたっけ？


    　……たぶん、イオで……何か……


    　わかった！　アプリの不調だな!?　慌あわててトイレに駆けこむ。


    　手鏡のアプリではなく本物の鏡に映った顔の輪りん郭かくが、歪ゆがんでボロボロと崩くずれていく。


    「ちょ。待て！　イオ、トラブルチェック!!」


    　俺の音声指示に呼応するように、


    　ビイイイィィィィィィ！


    【警告！：生体認証エラー：不正アクセス】


    「は？」


    　エラーって、俺だと認識しない!?


    【機能を停止します】


    「待でヨ。俺だッで──」


    　え!?　声まで変になって……


    「──キャッ！」


    　短い悲鳴が背後から聞こえた。


    　振り向くと、顔を強こわ張ばらせた美み合あがいる。


    「[image: ]あ……」


    「いたわよ！」


    　気づいたら、周りをマスクをした人たちに囲まれていた。こないだ助けた運転手も、犬の散歩をしてたオバさんもいる。


    「あれがウェニアック!?」「気持ち悪い！」「近づかないで！　伝う染つる！」


    　ひどい言葉が次々飛んでくる。


    　俺が何したっていうんだよ!?


    　人垣をかき分けて、リンクスのロゴ入り防護服を来た連中や、銃を持った警察が俺に近づいてくる。


    　何するつもりだ!?


    　するとリンクスの連中が、消毒薬のようなものを噴ふきかけてきた。


    「──うああぁあああ！！！！」


    



    　自分の悲鳴が耳をつんざいた。


    「……ん!?」


    　ここ、俺の部屋？　ベッド？　心臓が爆発しそうなほど波打っている。


    「……」


    　窓から差し込む薄明かりが壁のポスターを照らしている。周囲を覆おおっていた七色の光はどこにも見当たらない。


    　夢？


    　照明を点つけ、身体からだ中じゆうを見回す。手は、普通の肌色だ。虫が這はうような痒かゆみもない。


    　枕まくら元もとに置いてあったイオを身につけると、


    【認証完了・神かみ之の馬ま奏そう矢や】


    　エラーは出ない。


    　ノイズまみれだった声は、


    「あ、あ、あ……」


    　普通に聞こえる。


    　なら、顔は──。


    　ぐちゃぐちゃになってた顔はどうなった。怖いけど、確認しないわけにもいかない。


    　目を閉じて、手鏡アプリを音声で起動する。


    「イオ／手鏡……」


    　祈るような気持ちで、そっと薄目を開ける。


    「──」


    　鏡に映っていたのは、見慣れた自分だった。目は充血し、額ひたいに脂あぶら汗あせが滲にじんでいる。ひどい寝ね癖ぐせ。昨夜気づいた頬ほおのニキビ。いつもの俺だ。


    「……なんとも、ないよな……」


    　無事を確認して、安あん堵どのため息が漏もれる。


    　コンコン。部屋のドアがノックされ、ドキッとする。


    「奏矢？　叫び声したけど、大丈夫？」


    　母さんの声が聞こえる。返事をするのが怖い。


    「ねえ、奏矢？　起きてるの？」


    　無言でいたら怪しまれる。


    「な、なんでもないっ！」


    　声がうわずった。


    「怖い夢でも見たの？」


    「ま、まあ、そんなとこ……」


    「ゲームもほどほどにね。二度寝して、寝坊しないように。今日は体育祭でしょ」


    　母さんは疑う様子もなく、去っていった。


    　悪夢の衝撃が大きくて、まだ胸がぞわぞわしている。闇やみに飲み込まれるあの感覚……思い出しただけで身が震ふるえる。


    　もし俺たちの正体がバレたら？


    　不ぶ気き味みな化け物になったのは夢だからだろ？　ただ電波を知覚できるだけなのに銃とかありえないし、そもそも伝う染つらないし、それに、むしろ人助けしてるんだから……。


    「あっ……」はっと息を呑んだ。


    『無知な大衆は、正体不明のものに対して過剰に恐怖を感じる』


    　雫しずくの言葉が思い浮かぶ。


    　差別、隔離、排除、抹まつ殺さつ。


    　俺には無関係だと思っていたエグい言葉が、浮かんでは消える。


    「だからって、何ができるって言うんだよ……」


    　そういう目に遭わないために、俺はリンクスのシステムに適合し、ジャムを退治してるはずだった。なのに……。


    



    　登校する時間になるまで考えても、答えは出なかった。結局のところ、ジャムを倒す以外に選択肢はない。


    　俺は悩みなどないような顔で家族に「おはよう」と挨あい拶さつし、美み合あに「悪夢でお漏もらししてない？」とからかわれ、いつもどおり蜂はち原はら特製パンを食べ、学校へ向かう。


    　五月さつき晴ばれの下、昨日と同じ街の景色が広がっている。


    　そんななか、ヒュルリと一筋の電波光が流れていく。


    　俺は星に願いをかけるかのように、祈りを捧げる。


    　ふとした拍子に、また光が見えなくなって普通の生活が送れますように、なんて。

  


  
    第二章／電脳偶像Net idol


    



    『ゴールにときめけ！　未来へ輝け！　いざ羽ばたけ朱す雀ざく生！』


    　体育祭のポスターに描かれたキャッチコピーだ。希望にあふれていて、見てるだけでムズムズする。


    　そんなわけで、今日は体育祭。数ある学校行事の中でも最高に盛り上がるイベントだ。まあ、俺の気分は変な夢のせいで盛り下がっているが。


    　参加種目は「綱引き」。あえて地味なのを選んだわけじゃなくて、リレーなどの花形種目が運動部のカースト上位組に奪われていった結果、収まるところに収まっただけだ。はっきり言って綱なんて引っ張ってる場合じゃないが、ひとり一種目が原則なので、やむを得ない。


    　そして出番が近づき、同じ綱引きメンバーの算さん太たとグラウンド内の対戦場へ向かっていた。


    「さーて、ここでクエスチョン」


    　算太がローテンションで出題してきた。


    「このタイミングでなんだよ？」


    「オレが綱引きに参加するの、何回目でしょうか？」


    「二年連続二回目だろ？　つーか俺も常連だし」


    　ウェニアックに覚かく醒せいしたからといって、身体能力が上がるような特典はなかった。ジャム退治で歩きまわってるお陰かげで多少体力がついた気がするが、その程度だ。


    　一方、勉強能力は、むしろ悪化してる。つい先日あった中間テストなんて目を覆おおいたくなる結果だった。これはべつに覚醒の副作用で脳細胞が死滅したわけじゃない。悩みが激増したせいで勉強に集中できなかっただけだ。成績を上げるには好奇心指数ＣＱと熱意指数ＰＱの『知ろうとする気持ち』の評価が大事らしいが、俺の知りたいウェニアックのことなんてどこのサイトにもテキストにも書いてないんだからしょうがない。


    　兎とにも角かくにも、ふんだり蹴けったりだ。


    



    　綱引きの対戦クラスに、見知った顔が頭ひとつ飛び出していた。ギルフィだ。背が高いから目立つ。


    　あいつとクラスメートのあいだに微妙に距離があるのは、日頃の行いのせいだろう。性格に難がありすぎるからぼっちで当然だ。


    　ギルフィは俺を見つけると、口角をクイッと上げてイヤらしい目つきをした。


    　げっ、気づかれた。


    　いかがわしいオーラを算さん太たが感じ取ってしまったらしく、


    「ギルフィだっけ、あいつ？　お前見てニコニコしてないか？」


    「気のせいだろ」


    　いろいろな意味で、知り合いだと思われたくない。


    【メッセージが届きました　＠ＦＲＯＭ　甚じ目もく耳じギルフィ】


    　こんなときに送ってくんなよっ！　あのニヤつき具合からして絶対に嫌いやがらせだ。もう引っかからねえぞ。こないだ夜中に【助けてくれ！　死ぬ！】なんて件名で送ってきたから慌あわてて開いたら、血まみれグロ画像だった。そりゃ件名は正しいけどさ。


    　──ピーッとホイッスルが響いた。スタンバイの合図だ。


    　しゃがんで綱を握る。すごくゴワゴワした手触りだ。手のひらの皮がめくれないように気をつけよう。去年みたいに怪け我がして包帯巻くことになったらスマフォの操作に支障が出る。


    　ってなんだか、妙なプロ意識に目覚めてしまった。


    　先生が「よ～い！」と声を張り上げ、開始のホイッスルを吹いた。


    　そのとたん、ググッと綱が引っ張られ、手のひらに食い込む。


    　うぉぉ、痛いてえしっ！


    「オーエス！　オーエス！」


    　威勢のいい掛け声が上がるが、俺は手を守るために適当に力を抜く。


    　ところでオーエスって何？　意味不明なんだけど。コンピュータのＯＳと関係ないよな？　こっそり音声検索してみる。


    



    ［オーエス］：／定説はない／フランス語で、水夫が帆を上げるときの掛け声「オーイス（Oh, hisse）」に由来するとも言われている：


    



    　ふ～ん。


    　なんてどうでもいいことを調べてるうちに、あっさり負けた。うちのクラスはヤル気のない人間が多いらしい。一戦で終わってくれたお陰かげで手は守られたが。


    　ギルフィを見たら、右手を押さえて涙目で痛がっていた。天てん罰ばつだ。


    



    　さて。俺の体育祭はこれで終了。祭どころか体育の授業より短時間で終わった。しかし帰宅は許されないので、外周のスタンドに腰掛けて応援するフリをしながら算さん太たと駄だ弁べる。「綱引きって、昔オリンピックの種目だったらしいぜ」「ウソだろ？　（検索して）……あ、マジだ」などなど、身にならない会話が右から左へと流れていく。そんな中で算太が何気なく聞いてきた。


    「お前、新しいバイト見つかったの？」


    「えっ……？　いや、まだ」


    　ジャム退治をしているのは秘密だから、表向きは秘書アプリの「ヤマネコのリン君」に探させていることにしていた。


    「だったら、今度オレといっしょに面接行かない？」


    　行く気はないが、話を合わせる。


    「なんのバイト？」


    「通販倉庫内の軽作業。絶対つまんないだろうけど」


    「うーん……遠慮しとくわ。とくに今欲しいものもないし」


    　すると算太が疑いの目で、


    「……へぇ～」


    「なんだよ？」


    「まさか彼女できた？」


    　斜め上の質問が飛んできた。


    「は？　できてねえし。なんで？」


    「授業終わると、ササッと帰るだろ？」


    　うぉっ？　彼女という指摘は的外れだが、行動を監視されていたとは。咄とつ嗟さにその場しのぎのウソを考える。


    「……ゲームにハマってんだよ。はぐれウサギが話題の」


    　あまり突っ込まないでくれと祈る。


    「はぐれウサギ……？　……ああ、あれか。幸運の足ラビツト・フツトだっけ。オレはやってないけど、お前ホントにゲーム好きだよな。たまにはゲーム以外のことにも目を向けてみれば？　この前話したネットアイドルのエミちゃんの番組が俺の人生を変えたみたいに……」


    「仮想現実こそ俺のホームだよ」


    　心にもないことが口から出てしまう。


    「隠し事なしだぞ？」


    　算さん太たは改めてツッコんできた。


    「だから彼女はいないって」


    「いや……最近、ほかにも変だからさ」


    　ドキッとした。


    　なんかバレるようなことしたっけ。してねえよな。動揺を悟られないように、尋たずね返す。


    「変って？」


    「話してる最中に、目を逸そらしたりするし」


    　しまった！　無意識のうちに電波光を目で追ってたのかもしれない。


    「マジで？　俺、全然気づかなかったわ。わりーわりー」


    　ウソを重ねてしまう。


    「まあ、いいんだけどさ」


    　算太はそう言うと立ち上がり、


    「女子の応援してくる。仲良くなるには細かいアピールが大事だからな」


    　いつもなら俺を誘うのに、ひとりで去っていった。


    　ほっと胸を撫なで下ろす。上う手まく隠しているつもりだったが、微妙な変化に気づくとは。さすが幼稚園以来の幼なじみであり、唯一無二の親友だ。


    　俺はふと思った。


    　バレそうになったら、いっそ打ち明けるのもありなのか？


    　もしかしたら、相談に乗ってくれるかもしれない。進路から恋愛の悩みまで、お互い包み隠さず話してきたし。


    　そんなことを、グラウンドを駆けまわるヤツらを眺ながめながらアレコレ考えた。


    　そして脳内シミュレーションを重ねて弾き出した結論は、


    『言わない』


    　仮に「俺、電波が知覚できるんだ」なんて言ったとしたら、「お前、電波系……？」ってドン引きされるだろうし、俺がマジな顔になればなるほど、病院での検査を勧すすめられるだろう。どうせわかってもらえないだろうし、余計な心配かけさせるだけなら、秘密のままでいい。


    　しかし、算太はもとより、家族はどうしたらいいんだろうか。今は両親が気づいている様子はないが、ひとつ屋根の下で暮らしている生涯切れない関係なのだから、いつかバレそうだし、マジで病院送りになりそうだから、下へ手たなことは言えない。


    



    　家族は、妹の美み合あ、父さんと母さんがいる。


    　俺が生まれる前は東京で暮らしていたそうだが、二〇一五年の『蜂はち原はら初回居住者募集』に応募し、書類選考と面接の末、狭き門をくぐり抜けて当選。「より良い幸福」を格安で手に入れるのと引き換えに、イオという計測器をつけられたモルモットとなった。


    　父さんの仕事は、３Ｄプリンタ用金属粉の販売管理事務。生き真ま面じ目めな性格で、終業後はまっすぐ帰宅。飲み歩いたりすることもない。物静かで干渉してこないし、こっちから話しかけないかぎりは話題も生まれないから、ぶっちゃけ算さん太たより俺のこと知らないと思う。


    　母さんは蜂原の模範的な主婦だ。数年前から近くの農園に小さな畑を借りて自家栽培するなど、市が推奨する持続可能サステイナブルな生活を楽しんでいる。家事の大部分は機械が自動でやってくれるため、子育てから解放されると趣味に使う時間が増えるらしい。コミュニティカフェでの料理教室にランチミーティング。カルチャーセンターでは学びたい人と教えたい人が自動的にマッチングされ、ウクレレや社交ダンスを習っている。街の標語である『より良い未来、より良い生活』を満喫する、心豊かなライフスタイルだ。そんな母さんは、俺とは違った意味で、リンクスのシステムに組み込まれてる印象を受ける。楽しそうだからいいんだけど。


    　ようするに両親は典型的な蜂原市民で、この街を愛し、リンクスに忠誠を誓い、輝かしいステイタスを感じている。


    　だから、俺が特異体質になった原因が都市環境のせいだと知ったら、どういう反応が返ってくるだろうか？


    　症状を理解したら、リンクスに対して「子供を傷つけた！」と拳こぶしを突き上げてくれるかもしれない。でも、それはつまり巨大企業や国家機関を敵に回すわけで、この街から強制退去させられるだろうし、もっと恐ろしい制裁があるかもしれない。もしかしたら『口止め料』という名目で大金が支払われるかもしれないが、根本的な解決にはならないし、やっぱり有名な学者が治療法を発見するのを期待するしかないけど、何年かかるんだよっていう──。


    



    　ワーッ！　とグラウンドから歓声が上がった。


    　見ると、リレーのゴールテープが切られ、勝利チームがウェーイウェーイと陽気にハイタッチをしていた。


    「はぁー……能天気でいいよな……」


    　あぁ、またひとつ幸せが逃げた。


    　しかし俺とグラウンドのあいだに見えない壁があるみたいだ。向こうの世界が明るくてまぶしい。いや実際、俺の周りだけ日陰になっている。太陽ふざけんな、こっちも照らせよ。誰だよ太陽は万人を平等に照らすつったのは。


    「みんなウェニアックになっちまえよ……」


    　あっ。


    　無意識に呪じゆ詛そを吐いた自分に気づく。心が荒すさんでるわ、よくないな。


    　でも、みんなの輝かしい青春エネルギーを目まの当あたりにすると、俺は瀕ひん死し寸前だよ。もともと高校生活が充実してたわけじゃないけど（だからバイトとゲームばかりしていたんだが）、ウェニアックなんて面倒ごとまでついてこなくてもいいだろ。マジ、よりによってなんで俺なんだよって思う。リレーの選手になるようなカースト上位組の万能マンが覚かく醒せいしてハンデを背負えば、なんにもない俺とバランスとれるのに。ハンデやコンプレックスを個性にしましょうなんて聞くけど、上から目線もいいとこだ。


    　俺がグジグジ落ちる一方、体育祭は熱狂を帯び、障害物競走がもうすぐ始まる。


    　跳び箱や平均台やピンポン球運びなんて、俺の人生に置かれた障害に比べたら、道に転がった小石みたいなもんだ。


    　さて、教室に戻って早弁ぼっち飯でもキメるか。


    　と、腰を上げようとしたとき、鶴つる舞まいがスタートラインに向かうのが見えた。


    　あいつ出場するのか。そういや飛んだり跳ねたり、運動神経抜群だしな。そしてなにより、鶴舞が集団に混じって綱引きするような姿は想像できない。個人競技がお似合いだ。
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    　せっかくなので、鶴舞の勇姿を拝んでから教室に帰ることにする。もしド派手にコケたり惨敗したらネタとして使えるしな。


    



    　だが俺の邪悪な願いは、あっさりと裏切られた。


    　鶴つる舞まいは跳び箱を楽々クリアし、地面に敷かれた網をすり抜けるようにくぐり、全速力でピンポン球を運び、平均台を普通の路上のように駆け、後続に大差をつけてトップを突っ走っている。


    　障害が障害になってねえ。女忍者かよ。


    　すると、俺の横を通りすぎていく男子の集団から「鶴舞ってかわいいよな～」と下げ卑びた声が聞こえた。耳を傾けると、


    「あの子、いつも一人でいるよな？」「近寄りがたい美少女っぷり」「荒野に咲いた一輪の花」「彼氏いるのかな？」「お前彼女いんじゃん」


    　どうやら孤高のクールビューティーという幻想に取り憑つかれているようだ。鶴舞はコミュ障で口が悪くて暴力的だという真相を教えてやりたいところだが、俺が忠告しても「お前誰？」という微妙な空気が生まれるだけなので、触れずにおく。


    　男子の一団が去ると、


    「──感じ悪いよね、鶴舞って」


    　俺の後ろにいた女子たちが刺とげ々とげしい声で毒を吐いた。男子のバカな会話にイラついているようだが、穏おだやかじゃない。


    　俺は振り向かず、そっと聞き耳を立てる。


    「ちょっとかわいいからって調子乗ってる」「去年同じクラスだったんだけど、性格悪いから相手しない方がいいよ」「あたしらのこと見下してるよね」「べつにかわいくないし」


    　うわぁ、うわぁ……。


    　完全に嫉しつ妬とですよね？


    　顔を見てやりたいところだが同じく「あんた誰？」と睨にらまれるのは間違いないので、道に転がった小石のようにジッとしている。


    　しかし鶴舞のヤツ、誰かれ構わず冷たい態度を取ってたら誤解されてもしょうがないよな。俺だって、あいつから「他者との距離感がわからなくなった」って聞かされるまでは単純にムカついてただけだったし（今でも黒舞まい羽はにムカつくのは変わらないが）。でも、鶴舞がウェニアックじゃなかった頃って、普通に笑って話せる友達とかいたんだろうか。俺は今のあいつしか知らないから、よくわからないが。


    　鶴舞は断トツの一位でゴールしたが、駆け寄ってハイタッチを交わしてくれるようなクラスメイトはいない。本人も喜びを表に出さず、涼しい顔でグラウンドを去っていく。


    「──あの顔、勝って当然みたいな。マジウザい」


    　後ろでは女子の悪口大会が続いている。


    　あー気分悪い。


    　だからって、ここでいきなり俺が「あのお、鶴つる舞まいはそんな子じゃないんですけど」とフォロー入れるのは意味不明すぎだ。「誰だよ？」「キモい」「死ね」と罵ののしられるのは想像に難かたくない。


    　鶴舞には申し訳ないが、帰ろう。


    　去り際に、女子どもの顔をチラッと見てやった。


    　うん、いかにもクラスの中心でふんぞり返ってそうなヤツらだ。体育祭の真っ最中だっつーのに化粧直してるし、しかも超濃い。こういう連中に嫌きらわれるなんて鶴舞も災難だな。もしこいつらに鶴舞がウェニアックだとバレたら、「気持ち悪いー」だとか言って、鬼の首を取ったように人格否定して攻撃してくるだろう。


    　教室へ戻りながら、いつだったかの鶴舞の言葉を思い出す。


    （私は、自分みたいな人間が生きることに、理由をつけたいだけ）


    （自分の体質に気づいてから、他人に壁を作るようになった）


    　きっと、あいつは負けず嫌いで強がってるだけだ。口には出さないけど、「もし友達が刺殺されたキラービー事件が起きなければ」とか「覚かく醒せいしなければ」とか、心のうちではきっと思ってるはずだ。


    　バレエを辞めずに続けてたら賞のひとつも獲ってただろうし、美貌も相まってそこそこ有名になってたんじゃないだろうか。


    　失った未来は大きいよな。


    　それに比べて俺がなくしたものは、平穏な生活だけだ。いや、「だけ」って、それが俺にとっては何よりもデカかったんだが。


    　と、前方から美男美女がやって来るのが見えた。って、女子は生徒会長の乙おと川かわさんだし。隣の高身長イケメンはサッカー部のキャプテンだっけ。ずいぶんと仲よさげだ。乙川さんとは電子ドラッグの一件以来、一言も交わしていない。向こうは俺に気づいたのか、一瞬顔をしかめた。気まずいけど進路変更するのもあれなので、うつむいて歩いて行く。すると、すれ違いざまに会話が聞こえた。


    「──レン君って優しいしカッコいいし、最高の彼氏だね」


    「え？　なんだよいきなり」


    　乙川さんにアピられた。無視してくれりゃいいのに、なんでわざわざ神経逆なですんだよ。レン君に恨うらみはないけど、彼みたいな人こそウェニアックになるべきだ。何やっても絵になるし、上う手まい解決策を見み出いだしそうだし、ヒーローになれるだろ。神様も人選を間違えたな。


    　憂ゆう鬱うつな気分のままグラウンドの隅まで来たとき、香か流なれがペットボトル片手にせっせと走るのが見えた。目で追うと、彼女はポツンとひとりで佇たたずんでいる鶴舞に駆け寄って笑顔で声をかけ、ペットボトルを渡す。


    　鶴舞は微ほほ笑えみを浮かべ、受け取る。


    　キャップを開けたら、ブシューッと炭酸が飛び出し、香か流なれがあたふたする。大丈夫だよと鶴つる舞まいが苦笑して手を振る。


    　そんな一幕を見ていたら、ちょっとだけ心が安らいだ。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    〔今夜も天あつ晴ぱれ！　みんなの心を明るく照らします！　太陽のプリンセス、晴はる日ひエミです！〕


    



    　エミちゃんの弾はじけるようなスマイルが、ポップでカラフルな仮想空間に映し出された。画面端のタイムラインに視聴者のコメントがすごい勢いで流れる。今日は、最近急激にアクセスを増やしているという白びやつ虎こ高校在学中のネットアイドル・晴日エミの生放送『サニーデイ・スマイル』の、月に一度の配信日だ。


    　俺は自室でヘッドマウントディスプレイを装着して視聴する。まさに彼女の部屋にいるような没入感で手を伸ばせば届きそうだが、もちろん直接触れることはできない。


    　エミちゃんは小首を傾かしげて、目の下にあるハートの電子メイクを指差す。ハートは彼女のイオの脳波センサーに反応し、ポワポワと桃色に光っている。


    〔映ってる～？　声聞こえる～？〕


    　くるくるとにぎやかに変化する表情は、整った美少女というよりも子犬のような愛あい嬌きようがある。ゆるくカールした栗色の髪の毛が、俺の鼻先をくすぐるように揺れる。彼女が着ているＴシャツにプリントされたトレードマーク『ニコニコ太陽』そのままに、見ているだけで晴れやかな気持ちになれる。　


    　そんな彼女は去年の五月、一六歳になったのを機にネット配信を開始したらしい（蜂はち原はらでは一六歳の誕生日に動画配信の権利が解禁される）。俺はちょっと前に算さん太たから教えられて知ったのだが、実はひそかにハマっている。同郷の子がアイドルを目指してるのは気になったし、割りと好みだったから。


    　今日の視聴者数は五〇〇人弱。前回の放送で行われたアンケートによると、ファンの七割は蜂原の住人らしい。たぶん俺みたいに口コミで知った人が多いんだろう。


    〔じゃあ、始めま～すっ。今日は、エミの誕生日すぺちゃ……あっ、噛かんじゃった！　てへっ。スペシャルで～す！〕


    　わざと噛んだ？　あざとい。だが、それがいい。


    　ちなみに俺の部屋に貼ってある彼女のポスターは、プレゼントに当選して画像データを送ってもらったもので、世界にひとつしかない貴重品だ。アニメキャラのコスプレをして「私がプレゼント☀」なんて手描きコメントも入っているのだが、やや着衣が乱れていて、これまたあざとい。


    〔はい拍手～！〕


    　エミちゃんに合わせて俺も手を叩たたく。向こうに聞こえるわけじゃないが、気分だ。この行為って、他人から見たらものすごく間抜けな図なんだよな。以前、部屋のカギをかけ忘れたとき美み合あに見られてしまい、しばらくイジられた。


    『サニーデイ・スマイル』の主な放送内容はといえば、


    ・他た愛わいもないおしゃべり


    ・新作スイーツの試食


    ・一緒にご飯を食べる


    ・歌や踊り


    　など、健全なものばかり。というのも、一八歳未満の彼女は蜂はち原はらに住んでいる以上、過激な動画は配信できないからだ。規約違反をしようものならアカウントは即刻停止されてしまう。蜂原のネットワーク外の人気ネットアイドルの中には過激さをウリにしている子もいるらしいが、忌いまわしき一八禁フィルタの規制があるので見たことはない。


    〔誕生日のお祝いに、ケーキを用意しましたっ！　じゃーん！〕


    　エミちゃんは画面外からイチゴのショートケーキを持ってきた。


    　あー、しまった。俺もケーキ買っときゃよかった。誕生日って前回予告されてたのに、いろいろありすぎて忘れてた。


    「いろいろか……」


    　前回の放送時は、俺はまだウェニアックに覚かく醒せいしてなかった。たった一か月で人生が激変してしまったことを改めて思い知らされる。


    　晴れていた心に暗い曇が立ち込め、急に現実に引き戻された。


    〔一七歳の目標は、もっと多くの人にエミを見てもらうことで～すっ！　目標視聴者数は一万人！　……あ～、いま無理って思ったでしょ～!?〕


    　頬ほおをプクッと膨ふくらますエミちゃん。鼻につく甘ったるいしゃべりは、いつもなら癒いやされるのに、今日はチクチクと胸を刺してくる。


    　エミちゃんがケーキにロウソクを立て、火をつける。


    〔一七本も立てられないから、一本ね？　それじゃあ、みんなで、ハッピーバースデーを歌ってくれるとうれしいなぁ？〕


    　はにかんだ笑顔で彼女が俺を見つめる。


    〔せーの！　ハッピーバースデー～♪〕


    　彼女は目の前に見えているのに、歌声はすごく遠くから聞こえてくる。この感じは、体育祭のとき、楽しそうなヤツらに対して覚えた隔へだたりと同じ。


    　疎そ外がい感かん。


    　ちょっとオンチな彼女の歌声をＢＧＭに、俺はロウソクに灯ともった火のゆらめきをボーっと眺ながめていた。


    〔ありがと～っ！〕


    　歌い終えたエミちゃんは、ペコリと頭を下げ、


    〔ではでは～、火を消す前にもうひとつ。気が早いって思われちゃいそうだけど、高校卒業後の目標も言っちゃいま～す！　そ・れ・は……東京の大きな会場で、みんなに生でライブを見てもらうことっ！　パチパチ～！　だから、これからはオリジナル曲を歌っていこうと思いま～す！　それで、みんなからオリジナル曲を募集するつもりなんだけど……詳細はケーキを食べてからっ！　は～い！　それじゃあ、火を消しま～す！〕


    　胸いっぱいに息を吸うエミちゃん。


    　すると、


    〔あれっ？〕


    　彼女は視線を画面外に逸そらし、不思議そうに首を傾かしげた。


    〔今、何か光った気がしたけど……〕


    　彼女は目をくりくりさせ、部屋を見回す。


    〔……気のせいだったみたい。ごめんね～〕


    　ん、さっき「光った」って言ったか？


    〔じゃあ、気を取り直して、もう一回！〕


    　エミちゃんは息を吸い込もうとして、顔が凍りついた。


    〔キャア！〕


    　悲鳴を上げて飛び退のき、腰を抜かして尻しり餅もちをつく。


    　パ、パンツが……


    　スカートがめくれ上がり、パンチラどころか純白のパンツがモロだが、本人はそれどころじゃないようで、恐ろしいものを見てしまったように口に手を当てている。


    「ちょ、これ、まさか……!?」


    　画面端のタイムラインに【白!!】【うおおおお！？！】【ｑうぇｒちゅいおｐ＠「】【どうしたの!?】などコメントが濁だく流りゆうのように溢あふれる。


    〔く、黒いのが……変なのが……！〕


    　ウェニアックに覚かく醒せいして、ジャムを見てる!?


    〔痛っ！　なに、チクってした!?〕


    　エミちゃんは慌あわててＴシャツを捲まくり上げ、胸のあたりをさする。


    　電子メイクに動揺が伝わり、激しく明滅する。


    〔やだ、やだっ！〕


    　彼女は突然Ｔシャツを脱ぎ捨てた。


    　ひぇ!?


    　純白のブラに包まれた小ぶりな胸が──


    　ってそれどころじゃねえ！


    〔いや、やだ！　どっかいってぇ！〕


    　エミちゃんは泣きそうな顔でＴシャツをぶんぶん振り回している。


    【サービス回!?】【うおおおおおおおおおお】【ｚくぁぇｃれｔｆｙ】【キャプった】【（。∀。）o彡おっぱい！　おっぱい！】【これヤバくね？】


    　俺以外の視聴者は理解できていないようで、驚きよう愕がくのコメントが次々に投下される。


    　──プツリ。


    　いきなり放送が強制終了した。


    　俺は一瞬呆ぼう然ぜんとして、


    「……マジかよ!?」


    　慌あわててヘッドマウントディスプレイを外し、イオで【晴はる日ひエミ】を検索。放送を見ていたらしき人たちの声が続々とヒットする。


    【演技？】【白＆白】【垢アカバンされた？】【『光った』って言ってた】【動画うｐ】


    　さっそく祭りになっている。これはイヤな予兆だ。
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    　朱す雀ざく高のウェニアック専用の視聴覚準備室クローズドＳＮＳに放送事故の概要を投稿すると、すぐに鶴つる舞まいから返信があった。


    【明日の放課後、視聴覚準備室に集合】


    　あんな風に錯乱して下着姿になっちゃったら、世間的にも単なる放送事故じゃ済まされないよな。はぁ。今夜は眠らずに情報収集だな……。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　翌朝。教室の雑談に耳を傾けると、エミちゃんの話題で持ち切りだった。放送直後、すぐに『露出系純白アイドル☀晴はる日ひエミちゃんが話題に』という悪意に満ちたまとめが作られ、一晩で拡散されてしまったのだ。今までネットアイドルに興味を持っていなかったグループまで「売名行為だろ？」「あの子、白びやつ虎こ高なの？」「動画観たけど、頭おかしいでしょ？」などと話しており、完全にイロモノ地下アイドルとして見られている。


    　また、ネットでは、下着ネタ以外に『晴日エミは何を見て恐怖したか？』について議論されていた。「演技か本気か？」というところからスタートし、「顔がマジだったから本気だろう」ということになり、最終的に「キラービーを見た」説が濃厚になった。


    　彼女が〔光った〕〔チクってした〕と言ったことを含め、


    



    『光の波を描いて、闇やみのキラービーは夜を飛ぶ。そいつに刺されたら、呪のろわれて死ぬ』


    



    　この都市伝説に、いろいろと合致したかららしい。幸い、ジャムやウェニアックという単語やそれらしき覚かく醒せいにまつわる情報は見当たらなかった。


    　肝心のエミちゃん本人はといえば、明け方『サニーデイ・スマイル』の配信ページに、


    【お騒がせしました。ちょっと疲れてたみたいなので、休みます。　晴日エミ】


    　とコメントが掲載され、一応の無事は確認されたが、何の火消しにもなっていない。今はとにかく彼女のことが心配だが、ＨＰ掲載のアドレスにメールをしても当然返事はない。


    「……ふぁぁ……」


    　しかし眠い。徹夜したせいであくびが止まらん。こんな状況が続いたら、期末試験も絶望的だ。


    「おーい、奏そう矢や」


    　算さん太たが登校するなり声をかけてきた。


    「昨日のエミちゃん観たか？」


    　返答を迷ったが、適当に合わせる。


    「あれなあ……ヤバかったよな」


    「やっぱ、キラービーか？」


    　下着じゃなくて、そっちを突っ込むのかよ。話をエロに持ち込んでごまかしてみる。


    「んなことより、純白だったな。お前、緑の縞しまパンって妄もう想そうしてなかったっけ」


    「エロは置いといて、キラービーのことだけど、お前さ……」


    「ん？」


    　算さん太たは少し間を置いてから、こう言った。


    「コンビニをクビになった日、生首のお化けに襲おそわれたって言ってたよな？」


    「え……」


    　ドキッとした。初めてジャムに遭そう遇ぐうし、ビビったときのことか。


    　算太は真顔で追及してくる。


    「あのときは半信半疑っつーか、冗じよう談だんでキラービーとか話してたけど……幻げん覚かくじゃなくて、マジで遭遇してたんじゃねえの？」


    「あ、あれな……」


    　上う手まいウソも思いつかないが、黙だまってるわけにもいかない。


    「……あれ、たぶん錯さつ覚かくだった。暗いから見間違えたんだよ。ほら、車って正面から見ると顔っぽくね？」


    「は？　……っぽいかな？」


    「それに、キラービーって殺人蜂ばちだろ？　生首とは別モンじゃねえ？」


    「たしかに形は違うけど……」


    　なかなかしつこい。なんとか振り切らないと。


    「俺に聞かれてもわかんねえよ。でも、もしあれがキラービーだったとしたら、呪のろわれなくてよかったわ。それより、エミちゃん大丈夫なのかな。心配じゃねえ？」


    　知らないフリを貫つらぬき、強引に話題を変える。


    　算太は生首の結論に合点がいかない様子だったが、


    「……オレ、誕生日ケーキ用意して祝う気満々だったんだけどなぁ」


    　と残念そうにこぼして、席についた。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　迫りくる睡すい魔まと戦い続け（何度も負けて怒られたが）、授業が終わった。


    　すぐ視聴覚準備室に行きたいところだが、算太に疑われるのも困る。そう思い、イオを操作するフリをして横目で観察していると、つかつかとこっちに向かってきた。


    　俺は少し身構えたが、算太は軽く手を上げると、


    「じゃあな」


    　そよ風のようにスーッと去っていった。


    　拍子抜けする。どのくらい怪しまれているんだろうか。俺がウソ吐つきまくってるのに気づいていて呆あきれたのかもしれないが、今日はひとまずセーフだ。


    



    　実習棟の廊下には、いつもどおり部活動の喧けん騒そうが遠く響いている。来るたびに思うことだが、ここは日常から外れた別世界のようだ。


    　視聴覚準備室のドアを開けると、鶴つる舞まいにギルフィ、香か流なれが揃そろっていた。千ち草くささんの寝袋はもぬけの殻からだ。ひょっとしたらリンクスに呼び出されて、エミちゃんに関する騒動の後始末や対応に追われているのかもしれない。


    　鶴舞は厳しい表情で腕を組んでいる。


    　香流はビーフジャーキーのような食べ物をかじっているが、その顔は真剣だ。


    　ギルフィは薄ら笑いを浮かべている。こいつは通常営業だな。右手に包帯を巻いているが、綱引きで痛めたのが治っていないようだ。


    　鶴舞は俺に座るよう促うながす。


    「私たちは放送を見ていないから、キミが来るのを待っていたの。ネットに転がってる情報からだいたい把は握あくしているけど、詳細を教えて」


    「了解」


    　放送の一部始終を事細かに伝える。話を進めると、鶴舞の顔つきがどんどん険しくなっていく。


    「これまでの放送で、覚かく醒せいの兆ちよう候こうはなかったの？」


    「いや、昨日突然だ。つーか、ギルフィは晴はる日ひエミのこと知らなかったのか？　ネットアイドルとかくわしそうだけど」


    「マジレスすると、健全な清純派に興味はない」


    「ああ、そうか……」


    　この男は卑ひ猥わい王だった。


    「ところでリビドー神かみ之の馬まは、晴日エミが好みなのか？　いったいどういう妄もう想そうをしながら視聴していたんだろうなァ？」


    「妄想してねえよ。それを言うなら、お前のほうがよっぽど危ない放送見てんだろ？」


    　ギルフィの目が獲物を見つけたようにギラリと鋭するどくなった。


    「ククッ。神之馬の考える『危ない』とは、どんなものだ？」


    　っべー。エサを与えてしまった。ギルフィは俺の答えを待っている。これは何を言ってもエロに結びつけられ、鶴舞が激げつ昂こうするパターンだ。面倒臭えし、無視したほうがいいな。


    　するとよりによってギルフィは鶴舞に話を振る。


    「舞まい羽はタリ。神之馬は答えられないレベルの過激な妄想をしているらしいぞ？」


    「卑猥王は黙だまってなさい」


    　意外とまともに相手をしてやっているが鶴つる舞まいはヤツを甘く見ていた。


    「卑ひ猥わい？　そうかァ、舞まい羽はタリは『危ない』＝『卑猥』の脳内ピンク映画祭なんだなァ」


    　ほらみろ。鶴舞はぐぬぬと歯は噛がみする。


    「──うぐおぁあぁ!!」


    　いきなりギルフィが右手を押さえて絶叫した。よく見ると、包帯の上を数匹の光る虫がわさわさと蠢うごめいている。


    　そして香か流なれがスマフォを得意げにかかげ、鶴舞にキメポーズ。


    「舞羽先輩！　わたしが悪を懲こらしめましたからっ」


    「ありがとう。次は背中に流し込んであげて。じゃあ話を進めるわよ」


    　額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべて苦しむギルフィを放置して、エミちゃんの件に移る。


    「で、どうするんだ？」


    　俺が問うと、鶴舞は即答する。


    「これから晴はる日ひさんに会いに行く。直接話をしたい」


    「え？　どこで会うんだ？　連絡先わかるの？」


    　少しの間。


    「……とりあえず、学校に行ってみる」


    　また勢いだけの見切り発車かよ。


    「昨夜あんなことがあったばかりだぞ？　学校休んでるんじゃないか？」


    「そのとおりだ……」


    　俺の問いに答えたのは涙目のギルフィだった。


    「なんでお前が知ってるんだ？」


    「白びやつ虎こ高の学内ＳＮＳに書いてあった」


    　さらりと返されたが、各校のＳＮＳはクローズドで学外者は閲覧できないはずだ。それを問いただすとギルフィはどーんと胸を張り、


    「ガードをこじあけヌルりと侵入すること……それが快感ッ！」


    　勝ち誇るなよ。どうせ違法スレスレだろうが。


    「ねえギルフィ。もしかして、晴日さんの住所もわかったりするの？」


    　鶴舞が個人情報保護的にアウトな質問をした。するとギルフィはイケメン面づらで諭さとす。


    「舞羽タリ、それは許されることではない。ボクは善悪のマナーはわきまえている」


    　マナーもへったくれもねえだろ。素直にわからなかったって言えよ。


    　ともかく、ギルフィが白虎のＳＮＳから入手した情報によると、憶おく測そくは飛び交っているものの「晴日エミはキラービーに刺されて呪のろわれ、おかしくなって脱いだ」ということになっているそうだ。それから、これは知りたくなかったことだが、エミちゃんに対して「キャラ作りすぎ」「メンヘラ」「アイドルｗ無理ｗｗ」などの暴言もあったらしい。当然だろう。応援してる俺でさえあざといと感じるくらいだから、ここまで大きな騒ぎになればアンチが生まれるのはしょうがないが、でも傷口に塩を塗りたくる真ま似ねはやめろよって思う。


    　鶴つる舞まいは席を立ち、さっそくどこかへ向かおうとする。


    「私は学校の周りで聞き込みをするわ。なんとかコンタクトを取りたいから」


    「なあ、ちょっと待て」


    　俺は気がかりなことがあり、鶴舞を呼び止める。


    「西区は雫しずくのテリトリーだろ？　もうとっくにあいつらが接触してるかもよ？」


    　鶴舞は頷うなずき、


    「おそらくそうでしょうね。心が弱っているところにつけこみ、白びやつ虎この思想を植えつけているはず」


    「だったら、今更会っても手遅れじゃないか？」


    「選択肢がないのは危険よ。違う考え方があることを伝えないと」


    　俺が何を言おうと、鶴舞の意思はきっと変わらない。エミちゃんに救いの手を差し伸べるためなら、世界の果てでも行くだろう。


    「ところで、神かみ之の馬ま君は来るの？」


    「俺は……」


    　正直言えば、あの攻撃的なヤバイ女・雫が絡むことにはなるべく関わりたくないし、わざわざ首を突っ込むような行動も取りたくない。でも、エミちゃんは深く傷ついてるだろうし、同じウェニアックとして見て見ぬふりってのも──。


    「わたしが行きます！」


    　席を蹴けるように香か流なれが立ち上がり、挑戦的な目を俺に向けた。鶴舞をめぐる正妻争いのアピールか？


    「ボクはパスだ。金にならないし、黄金の右手を痛めてしまったからな」


    　ギルフィはさらさら行く気がないようだが、たぶん野や鳥ちよう山やまで雫にズタボロにやられたのも尾を引いているんだろう。それをつついてやると、


    「あれはあれでいいプレイだった。Ｍに目覚めかけたぞ」


    　ギルフィは口角をクイッと上げ、親指を立てた。


    　ド変態か。


    　ということは、俺が同行しなければ鶴舞と香流の二人組ってことだが、それはつまり……。


    『毒どく舌ぜつコミュ障と百ゆ合りの虫姫』


    　ヒドい。


    　エミちゃんを説得できないどころか、むしろ誤解を招くことになりそうだ。誰かが隣でフォローしないとヤバいだろう。


    　それに、もしかしたら、エミちゃんとはウェニアック同士、仲良くなれるかもしれない。いろいろ失敗した生徒会長とのデートと違って気を遣う必要もないし、互いに悩みを相談したりしてわかりあえるはずだ。「じつはいつも放送見てまして、応援してました！」「え～」なんつって──。


    　待て。


    　これは人助けだぞ？


    「俺も行くよ」


    「来なくていいです」


    　香か流なれに秒殺された。


    「……どうせデートの邪じや魔まだとか思ってんだろ？」


    「そうです」


    　愛情を素直に表現できるのはいいことだが、お前に拒否権はないぞ？


    「香流。神かみ之の馬ま君も連れて行きましょう」


    　鶴つる舞まいが助け舟を出してくれたが、


    「どうせ愛いとしのアイドル目当てでしょうけど」


    　なぜバレた？


    　ギルフィが俺の下半身に声をかける。


    「下心が丸見えなんだよ、リビドー神之馬」


    「どこに向かって話してやがる！」


    　ギルフィは下半身を凝視したまま、微ほほ笑えむ。


    「舞まい羽はタリ～、ボクはいったい何に話しかけているんだろう？」


    　鶴舞は顔を引きつらせ、つっけんどんに言う。


    「知らないわよ」


    「え？　知らない？　見てのとおりベルトのバックルだが？」


    「え？」


    　ギルフィは顔を上げると、目を見開いて驚きよう愕がくの表情を作った。


    「ま、まさか……舞羽タリは、いやらしいナニを!?　ナニだと──」


    　刹せつ那な、


    「フゴォッ！」


    　ギルフィの鼻の穴に金属製の細長いモノが突っ込まれた。その出どころは、鶴舞の手にした──ポータブルラジオのアンテナ。部室にある千ち草くささんの蒐しゆう集しゆう物ぶつ、古いガジェットだ。


    　鼻の中からアンテナにツツッーと赤い液体が伝う。


    「は、はなぢが……」


    　香流が拍手して歓声をあげる。


    「秘技『赤に染まる周波数フレクエンシー』！　クリティカルヒットォ！」


    　鶴つる舞まいはラジオを机にドンと置いた。


    「アンテナが穢けがれたわ。消毒しておきなさいよ」


    　相変わらず滅め茶ちや苦く茶ちやだ。


    　ふぅ。エミちゃんはこいつらと違って、きっとノーマルだろうな。まあ、俺が知ってるのは『ネットアイドルの晴はる日ひエミ』であって、高校生としての彼女は知らないが。


    　それだけに余計心配なんだよな。衆人環視の中で覚かく醒せいしてしまった上に、露出系純白アイドルなんて騒がれ炎上したら……。


    　もしも俺だったら、仮想現実に逃げ込んで、一生部屋の外に出ないかもしれない。

  


  
    第三章／蜂原市西区West End


    



    　白びやつ虎こ高のひとつ手前でバスを降りた。


    　校門前を避さけたのは、降車直後に『白虎ヌーヴェルヴァーグ』の団員と鉢合わせになるのを警戒してのことだ。


    　治安が悪いと噂うわさの西区に来るのは生まれて初めてだが、南区と変わらない普通の住宅街だ。悪いウワサを聞く繁はん華か街がいや工場団地の空気は違うのかもしれないが。


    　俺と鶴舞に緊張感が漂ただよう一方、香か流なれがくちゃくちゃとビーフジャーキーを噛かんでいる。


    「香流……そのビーフジャーキー、まだ食べ終わらないの？」


    　鶴舞が指摘したとおり、香流はバスの中でもずっと口に入れていた。


    「これ自作したんですけど、予想以上に歯ごたえがありまして……ちなみに、ビーフではないですよ」


    「ポーク？」


    　ニッコリ微ほほ笑えむ香流。


    「いいえ、チュパカブラ・ジャーキーです」


    「チュパカブラ……？」


    　イオで検索すると、


    



    ［チュパカブラ］：未確認動物／主に南米で目撃される／家畜の血を吸う／人間も襲おそう：


    



    　検索画像には、鋭するどい牙きばを持ち、大きな赤い目をした毛むくじゃらの二本足モンスターが表示された。


    「えっ……!?」


    　香か流なれが慌あわてて手をパタパタ振って否定する。


    「もちろん本物じゃないですよ！　ヤギやカエルや、数種類の肉の合成です！」


    「いや、そういう問題じゃなくて……」


    　この子は大丈夫かな？


    「舞まい羽は先輩、食べますか？　第二弾は雪男ジャーキーの予定です」


    「いらないわ。食あたり起こす前に中止にしなさい」


    「えぇぇ……」


    「香流、エミちゃんの前で絶対バカなこと言うなよ？」


    　二人から責められた香流はしょんぼりして、


    「……わかりました。これ食べて終わりにします……」


    　モゴモゴ噛かんで、哀かなしみとともに飲み込んだ。


    「……じゃあ、学校に向かいましょう」


    



    　進むにつれて、帰宅する白びやつ虎この生徒が増えていく。今は一六時半で、ちょうど下校時刻にあたる。すると、


    「──皆さん、イオを外してください！」


    　訴えるような叫びが街角緑地から聞こえてきた。


    　見ると、花柄のエスニックな服を着た長髪＆ヒゲ面づらの男が演説している。その足元には『ＮＰＯ　空と水と大地』という幕。


    　鶴つる舞まいが呆あきれて言う。


    「最近よく話を聞くノーシャル市民団体ね」


    『ＮＯ＋ＳＯＣＩＡＬ』でノーシャル。人やモノすべてがネットでつながることを拒絶する人々を指す言葉だが、実際に演説を見るのは初めてだ。


    「イオを投げ捨て、目を覚ますのです！　ラブ＆ピース！」


    　ヒゲ男はダブルピースをした。


    　すっげえ怪しい。ああいうのヒッピーっていうんだっけ。


    



    ［ヒッピー］：一九六〇年代後半、アメリカの若者から生まれたムーブメント／文明以前の自然への回帰を主張／愛と平和を訴え、戦争に反対した／カウンターカルチャー：


    



    　数年前までは大昔の廃すたれた文化という扱いだったけど、ファッションや思想がリバイバルしているようだ。その波に乗るように『空と水と大地』の団員も最近は増加しているという。


    「皆さんはイオで洗脳されているのです！　国やリンクスはイオの隠し機能を使い、善良な市民を操作するつもりなのです！」


    　こんなふうにリンクス批判を繰り返すから、当然『要注意団体』指定だし、学校の先生からも「勧誘されても耳を貸さないように」って注意されている。通りすがりの白びやつ虎こ生も苦笑交じりだ。俺は鶴つる舞まいに言う。


    「でもあの人たちって、どうして蜂はち原はらから出て行かないんだ？　文句があるなら離れりゃいいのに」


    「当事者であり続けることがプロ市民として重要らしいわ」


    　そりゃ、意識の高いことで。


    　鶴舞はヒゲ男を見やり、小声で言う。


    「でも洗脳って、若じやつ干かん的まとを射いてるわよね」


    　よりよい生活を謳うたいながら、本当のことを隠しているという意味ではそうかもしれない。俺も香か流なれも頷うなずく。


    「胡う散さん臭くさすぎるけど、リンクス批判には違いないし、陰かげながら応援したい気持ちにもなるな」


    　ヒゲ男は俺たちの視線に気づいたのか、こちらに向けて両手を大きく広げ、会心のダブルピースを繰り出す。


    「持続可能サステイナブルな社会を目指して野菜を育てるのはけっこうですが、それは趣味にすぎないのです！　より良い未来を迎えるためには、機械から心を解き放たねばなりません！　皆さん、マザーアースは、機械によって傷つけられているのです！　水は悲鳴をあげ、空は苦しんでいます！　人間はラブとピースを見失っているのです！」


    　おいおい、トンデモ方向に飛躍し始めたぞ？


    　ヒゲ男はハァハァと過呼吸状態になって、


    「さあ……大きく息を吸ってください！　感じるでしょう、洗脳粒子を！　リンクスは洗脳粒子を空気中に排出し、イオの隠し機能を使って化学合成しているのです！」


    　もはや意味不明だ。


    　鶴舞が肩をすくめる。


    「あれでも応援したい？」


    「いや……前言撤てつ回かい」


    　香流がポソッと言う。


    「わたしたちとは別の電波を受信してるようですね……」


    「それとも、まさかジャムの影響でおかしくなってんじゃないよな？」


    　ヒゲ男がひときわ大きな声で叫ぶ。


    「さぁ、白びやつ虎こ高校の皆さん、目を覚ましてください！　晴はる日ひエミさんがおかしくなったのは、イオのせいです！　間違いありません！」


    「はぁ!?」


    　イラッときた。だから白虎高の近くで演説してんのか。


    「関わらないほうがいいわ。文句つけたってエキサイトするだけよ」


    　鶴つる舞まいは苦にが々にがしく言うと高校へ向けて歩き出し、香か流なれもついていく。


    「くそっ……」


    　俺はヒゲ男をひと睨にらみし、鶴舞のあとを追った。


    　もし、この団体にウェニアックのことがバレたら最悪だ。『文明が生み出した悪魔！』として糾きゆう弾だんしてくるか、『哀あわれな子供たち！』として演説のネタにされるか──。


    　どちらにせよ、勘かん弁べん願いたい。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　白虎高の正門前に立つと、グラウンドで運動部が練習しているのが見えた。校舎の造りは朱す雀ざくとまったく同じだが、基調になっている色が白と朱色で違う。


    　市内の各校は普通に交流があるので、朱雀の生徒がここにいてもおかしくはない。男子がちらちらと俺たちを見てくるのは、鶴舞の容姿に目を引かれているだけだろう。香流は当然その視線に気づいていて「舞まい羽は先輩の純潔が目で犯おかされる」だの「あいつらに虫を放ちたい」だの忌いま忌いましそうにつぶやく。


    　一方、鶴舞はそういう視線には慣れっこらしく気にも留めないようだ。


    「すれ違いざまに、『晴日エミ』という声が何度も聞こえてきたわね……」


    　エミちゃんのことを憂うれう鶴舞。


    「で、こっからどうするんだ？」


    　とりあえず来たものの、コンタクトを取る方法など何のあてもない。完全なノープランだ。


    　鶴舞は唸うなって顎あごに手を当てる。


    「職員室で晴日さんの住所を聞いたって、教えてくれるわけないわよね」


    　香流が挙手した。


    「暇ひまそうな女の子を捕まえて、話を聞いてみるのはどうですか？」


    「私、そういうの苦手なんだけど……」


    　鶴舞は俺をジッと見つめ、


    「チャラ男さん、神かみ之の馬ま流ナンパ百訓で攻略できないかしら？」


    「だからそんなのねえし！　何回言ったら──」


    「あっ！」


    　鶴つる舞まいが俺の言葉を遮さえぎり、バス通りの向こうを目で指した。


    「ジャムよ……！」


    　基地局の下、数匹の雑ざ魚こジャムが湧わいている。ジャムは鶴舞の殺気に気づいたのか、チョロチョロと逃げていった。


    　鶴舞が素早くポーチからスマフォを取り出す。


    「退治してくる」


    「あんな小さいのほっとけば？」


    「神之馬君、ここは任せたわ。私が戻ってくるまでに、晴はる日ひさんの居場所を突き止めておいてくれる？」


    「ンな無茶言われても──」


    「イオ／ミュージック／『ハチャトゥリアン／ガイーヌ／剣つるぎの舞まい』」


    　鶴舞は俺を無視して戦闘ＢＧＭをかけると、ジャムを追いかける。


    「わたしも行きますっ！」


    　香か流なれもワタワタと駆けていった。


    「おーい……」


    　俺ひとりポツン。


    　あいつら団体行動苦手すぎるだろ。いきなりコレでは先が思いやられる。


    「居場所突き止めろって、どうすんだよ……」


    　誰かに尋たずねるしかないが、他校の生徒にサラッと声をかけるようなスキルは持ち合わせていない。なにより声をかけたのが白びやつ虎この団員だとしたら地獄だ。


    　うーん。


    　そうだ。迷子になった子猫のようにおどおどキョロキョロしていたら、気の利く女の子が「どうしました？」って話しかけてくれるだろうか？


    　いや、仮にそういう展開になったとしても、ウェニアックという事情を説明せずに「晴日エミの家を知りたいんですけど」なんて言ったら、不審者扱いだろう。


    　結論。鶴舞たちが戻ってきてから三人で声をかけるのが最善策だ。校門前にひとりで突っ立ってるのも怪しいので、ひとまずコンビニに避難しよう。学校の近くに一軒くらいあるだろうと思い、イオで音声検索。


    「イオ／最寄りのコンビニ」


    　拡張現実にルートが表示された。徒歩二分のところにあるようだ。


    　さて行こうか、と足を踏み出そうとしたところ、大柄でイカツイ系の男子生徒がこっちにやってくるのが見えた。


    「ん……？」


    　えーと、あの人、俺を睨にらんでる気がするんだけど。


    　間違いない。一直線に接近してくるし。因いん縁ねんつけられそうだぞ？　俺の悪い予感は当たるんだ。


    　逃げる？　逃げない？　と、選択を迷ってるうちに、


    「おい」


    　野太い声が飛んできた。


    　ほら来た。予想していてもビビって身体からだが硬直するのは我われながら情けない。身長が高くて威圧される。一八〇センチ以上あるか？


    　あれ？


    　近くで見ると、この男子、どこかで見たことあるような？　凛り々りしい太ふと眉まゆに、鷹たかのような鋭するどい眼光。誰だっけ。


    「お前、神かみ之の馬まだよな？」


    　男子は俺の顔を覗のぞき込んだ。


    「……あっ！」


    　思い出した。制服を着てるせいで印象が違ったが、雫しずくの部下だ。右手の甲を見ると、やはり白びやつ虎こヌーヴェルヴァーグの忠誠の証あかしである聖痕がついている。


    　ヤベー、と目を泳がせていると、


    「俺は永なが篠しの。副長を務めている」


    　向こうから名乗ってきた。副長って、雫の次に偉いってことだよな。いきなり強敵出てきたんだけど。


    「お前一人か？」


    「いえ、三人です」


    　つい敬語になってしまう。俺がビクついているせいで、はたから見ればカツアゲされているように思われそうだ。っつーか、これから強ゆ請すられるかもしれない。


    　永篠は俺の顔をまじまじと見つめてくる。


    「うちに何の用だ？」


    「それは……」


    　この状況でウソを吐ついてもすぐにバレるだろう。尋たずねてきた永篠自身も事情は察しているはずだ。ならば、隠すのは得策じゃないよな。


    　俺は晴はる日ひエミを捜しにきたことを正直に告げた。


    「ハハッ。そんなことだろうと思った」


    　永篠は軽く笑ったのち、しかめっ面つらで声を潜ひそめる。


    「晴はる日ひエミは、想像どおりウェニアックだ」


    「……もう、接触したんですか？」


    「当然だ。あんなことになって放置はできないだろう。彼女の友人から連絡先を聞き出し、雫しずくさんが直じき々じきに会った」


    「それで、彼女は？」


    「俺たちのアジトで休んでいる」


    　鶴つる舞まいの心配が的中したか。もっと情報を得たいので、がんばって突っ込む。


    「学校では、すごい騒ぎになってますよね？」


    　永なが篠しのは肩をすくめる。


    「朝から放送事故の話で持ち切りだ。しかし、一般の生徒たちにウェニアックだとはバレていない。くだらない都市伝説を信じて『キラービー』ということになっている」


    　俺は朱す雀ざくも同じ状況だと伝え、もうひとつ確認する。


    「リンクスは、晴日エミに接触しようとしたりしてこないんですか？」


    「今のところ、とくにない。おそらくヤツらも事を荒あら立だてたくないのだろう」


    　ちょっと安心した。口ぶりからしても深刻な状況にはなっていないようだ。


    　しかし、この永篠って男、隠さず答えてくれるな。最初は危ない人間かと思ったが、意外と普通に話せる。


    　ならば、もっと深く尋たずねても怒らないだろう。


    「晴日エミは、あなたたちの仲間になって……忠誠を誓ったんですか？」


    　永篠は首を横に振る。


    「かくまっているが、まだ団員ではない。とはいえ、このあとのイニシエーションで入団するけどな」


    「イニシエーション……」


    　たしか儀式という意味だったはずだが、永篠の言葉からは不穏な空気を感じた。


    「神かみ之の馬ま、お前も入団するか？」


    「いや……俺は、遠慮しときます」


    　永篠がプッと吹き出した。


    「え？」


    「いやな、お前が雫さんに叩たたきのめされ、命いのち乞ごいしてたのを思い出した」


    　くそっ。あの戦闘は初心者相手のイジメだろ。


    「仲間を連れて、さっさと帰れよ」


    　永篠は最後に睨にらみを利かせ、去っていった。


    　情報はいろいろ手に入ったが、状況は芳かんばしくない。エミちゃんはとっくに白びやつ虎この手に落ちているし。無事が確認できただけでもよかったか。


    　で、鶴つる舞まいと香か流なれはどこまで退治に行ったんだよ？　イオで連絡取るか。


    



    《鶴　舞》「∇儀式!?」


    　永なが篠しのから聞いた話をモニタートークで伝えると、鶴舞は慌あわてふためいた。


    《鶴　舞》「∇そんなの絶対に無理やりよ。阻止しないと」


    《神かみ之の馬ま》「∇阻止って……アジトの場所とか知らないだろ？」


    《鶴　舞》「∇知ってる」


    《神之馬》「∇え？」


    《鶴　舞》「∇すぐ戻るから待ってて」


    　鶴舞は通話を切ると、一分かからずやってきた。その後ろから、香流が汗だくでゼェハァゼェハァ息も絶え絶えに到着。どれだけ体力差あるんだよ？


    「私はすぐにアジトへ向かうわ」


    　鶴舞が厳しい顔で言うと、続いて香流が、


    「わ……ハァ……わたしも……ハヒィ……行き……ます……ハァ……」


    　やめとけば？　という言葉が出かかったが、俺の気遣いなど純愛の前に跳ね返されるだけなので、呑み込んだ。


    「で、アジトはどこにあるんだ？　工業団地ってのは以前聞いたけど」


    　俺の問いに鶴舞は即答する。


    「西区の最西端にある植物工場群『夜や叉しやグリーンズ』。その居住区にある、公団社宅の敷地内よ」


    「やたらくわしいな？　アジトって言うくらいだから、秘密じゃないのか？」


    「一度、入れてもらったことがあるから」


    　鶴舞は昨年の夏、雫しずくに勧誘されて見学に行ったのだという。無論、入団する気はなく、様子見だったらしいが。


    「当時は、雫以外の団員は三人しかいなかったのよ」


    　そのうちの一人が永篠とのことだ。一年足らずのあいだに団員が何倍にも増えたのは、ウェニアックの目覚めに加え、雫のカリスマ性が手伝ってのことだろう。


    「遅くならないうちに行きましょう。直通のバスが出ているわ」


    「ちょっと待て。アジトに乗り込んでどうするつもりだ？」


    　鶴舞はサラリと答える。


    「話し合うだけよ」


    「入団を阻止して、エミちゃんを解放しろって頼むのか？　あいつらがそんな交渉に応じるとは思えないんだが……」


    　不愉快そうに口元を歪ゆがめる鶴舞。


    「来なくても構わないわよ。晴はる日ひさんに会ったら、キミのことはちゃんと伝えてあげるから。『熱烈なファンを自称する神かみ之の馬ま奏そう矢やという男子が一緒にいたんだけど、怖くて泣いて逃げ帰った』って」


    「いつ泣いた!?」


    「私はそう伝えたいの」


    　また脅迫してきやがった。


    「舞まい羽は先輩。腰抜けは捨てていきましょう」


    　香か流なれが俺に向けてベーッと舌を出した。


    　──やっぱりこうなるのか。


    「わかった。俺も行くよ」


    「来るの？」


    　涼しい顔で聞き返す鶴つる舞まい。


    「来なくていいですよ」


    　妬ねたむ香流。


    「行くから！　ただし平和的に解決しろよ。平和的にな！」


    　永なが篠しのは普通に話せたし、雫しずくもなんとか──。


    　ならねえだろうな。


    　嫌いやな予感は当たるんだよ。

  


  
    第四章／白虎Nouvelle Vague


    



    　バスを降りると、排気ガスの悪臭が鼻をついた。市外から来る化石燃料車用の駐車場が近いせいだ。


    　目の前には『夜や叉しやグリーンズ』のゲート。無線標識ビーコンが自動的に情報を取得する。


    



    ［夜叉グリーンズ］：蜂はち原はら市夜叉地区にある植物工場団地／完全人工光型／レタスやトマトなど、三〇種類以上の野菜が一日につき約二万株生産・出荷される／コンピュータによる制御で、栽培工程から搬送まで、完全無人化されている／：


    



    　自動運転レーンを無人の配送用トラックが走っている。舗ほ装そうされた道の両脇には、無機質なデザインのタワー型植物工場が整然と立ち並んでいる。外の空気は汚くても工場内はさぞかしクリーンなんだろう。ひどく人工的で冷たい印象を受ける景観だった。


    「まるで、違う都市に来てしまったみたいですね」


    　香か流なれの言葉に、俺も鶴つる舞まいも頷うなずく。熱く演説していた『空と水と大地』のヒッピーからしたら、これこそ許しがたい世界のはずだ。


    　しかし、人の姿がない。それもそのはず、テクノロジーの革新によって工場のクラウド化・無人化が進んだ結果、雇用喪そう失しつをもたらし、この地区一帯から社員がいなくなってしまったらしい。機械間の通信ネットワークで大量の電波が飛び交っているはずだが、事務的なデータのやり取りのためか、知覚できる電波光はない。


    「アジトへ案内するわ」


    　鶴舞はゲートをとおりすぎ、居住区方面へと歩を進める。敵地の中心へ乗り込むのは野や鳥ちよう山やまへ行ったとき以来だが、あれとは別種の緊張感だ。


    「なあ、いきなり白びやつ虎このヤツらが撃うってきたりしないだろうな？」


    　俺が不安を伝えると、


    「私に聞かれても困るわ」


    「そりゃそうだけどさ……」


    「警戒するに越したことはないけれど、スマフォはまだ出さないように。こちらが敵意を見せたら、平和的には解決しないわよ」


    「そうだな……」


    　雫しずくは毎回不意打ちしてくるから、注意を払わねば。特殊部隊の潜入捜査官のような心境だ。一撃で命を奪われる実弾じゃないだけマシだが。


    　しかし、アジトのある居住区は、どんな街なのだろうか。ストリートビューで確認したところ普通だったが、その風景はいつ撮影されたのかわからない。蜂はち原はらで飛び抜けて治安が悪いと評判なので、ゴミが不法投棄されていたり窓ガラスが割られているスラムを想像してしまう。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　予想に反して、普通の団地だった。


    　地上四階建ての画一的な公団社宅。レンガ敷きの歩道に、青々と茂しげる街路樹。落書きはなく、荒れたところは見られない。


    　ただし、通行人は異質だ。


    　カタギでなさそうな人相の悪い男や国籍不明の女とすれ違ったが、彼らはイオを身につけていなかったし、おそらくは招かざる法令違反の人だろう。


    　工場が無人化したとはいえ居住用の建物は取り壊こわされず残っており、しかも持続可能サステイナブルな社会を目指して整備された生活機能が今も生きているため（電気は太陽光で生み出され、湧わき水が循環し浄化されている）、ワケありの人々が勝手に住み着いてしまい、市議会で問題視され始めている。いずれ強制退去があるかもしれないという話だ。


    　この蜂原の暗部に、雫しずくたちは暮らしているらしい。


    「あと三分くらいで着くわ」


    　鶴つる舞まいは勝手知ったる足取りで、アジトに利用されているコミュニティホールを目指し、すたすた歩いていく。


    「去年雫に誘われたときは、どういうやり取りがあったんだ？」


    「ええと、『システムに従したがうな』『我われ々われで新世界を創造しよう』『力のある者は幹部に迎え入れる』などね」　


    　主義主張は一貫して変わってないわけだ。


    「そういえば、香か流なれも雫に勧誘されたのか？」


    「断りました。舞まい羽は先輩に助けてもらって……」


    　香流はそう言って鶴舞を見た。


    「強引な手段だったわ。キミがやられたのと同じように」


    　女子にも容赦なしか。


    　って、まあ、雫自身が女だしな。


    　そうなるとエミちゃんがいよいよ心配になる。彼女のあざとさは雫が毛け嫌ぎらいするタイプに思えるし、天然ドジっ子だから戦闘も苦手なはずだろうしな……。


    



    　コミュニティホールまではトラブルもなく到着した。


    　開放感のあるシンプルで清潔なデザインは、『白びやつ虎このアジト』という不ふ穏おんな響きとは遠く離れている。高校の実習棟くらいの大きさで、館内図によると、会議室や飲食スペース、体育室にシャワールームなどがあるらしい。敷地の奥には無線鉄塔が威圧感を持ってそびえている。


    　俺たち以外に人の姿はない。紫色の夕ゆう闇やみを飛ぶ鳥の鳴き声が、いっそう寂さびしさを引き立たせる。


    「中に入りましょう」


    　鶴つる舞まいに促うながされ用心しながら玄関口まで進むと、自動ドアがスーッと音もなく開いた。ガランとしたロビーに足を踏み入れる。


    　すると、ソファーに腰掛けていた黒いシャツの少年が俺たちを見て眉み間けんにシワを寄せた。


    　小声で鶴舞に確認する。


    「白びやつ虎こか……？」


    　鶴舞は無言で軽く頷うなずいた。


    　黒シャツの少年は警戒心をあらわにしながら、俺たちへ近づいてくる。ふてぶてしい歩き方だが、ヒョロっとしていてどことなく頼りない。


    「その制服、朱す雀ざく高だよな？　何の用だ？」


    　すごみを利かせる少年に応じようと、鶴舞が一歩前に出る。


    「私たちは朱雀のウェニアック。晴はる日ひエミのイニシエーションは終わったの？」


    「まだだが……」


    「晴日さんに話があるの。会わせて」


    「は？」


    　鶴舞の態度には、怯おびえや謙けん遜そんの欠片かけらもない。


    「会わせてと言ったの。もう一度言いましょうか？」


    「いや、それは無理だ。雫しずくさんの許可をとらないと」


    「じゃあ許可をとって。今すぐ」


    「え、その……」


    「許可をとりなさい」


    　少年は困り果て、目をあちこちに泳がせている。こいつ、永なが篠しのに比べると小物臭がする。俺でも勝てそうだ。


    「……そう言われても、雫さん、まだ帰ってきてないし……」


    「わかったわ」


    　鶴舞は軽く受け流すと、くるりと振り向いた。


    「行きましょう」


    　きょとんとなる香か流なれ。


    「帰るんですか？」


    「まさか。晴日さんを捜すのよ。この建物の中にいるはずだから」


    　強引というか無茶苦茶というか。頼もしい反面、心臓に悪い。


    「か、勝手なマネすんじゃねえよ……！」


    　少年が震ふるえる声で反論する。そりゃ目の前で完全無視されたら怒るわな。しかし、力ずくで止めようとする気配はない。三対一では無理だと諦あきらめているようだ。


    　鶴つる舞まいは少年を振り向き、ガツンと鋭するどい視線をぶつける。


    「私たちが何をしようと自由でしょ。それとも、この建物や晴はる日ひさんが白びやつ虎この所有物だとでも言うの？　違うわよね？　あなたは雫しずくに罰ばつをくだされるハメになるかもしれないけど、私たちには関係ないわ」


    　あくまでも強気の鶴舞。だが、しょっぱなから相手に敵意剥むき出しで高圧的な態度を取るって──。


    　平和的に解決する気、ないだろ？


    　あー、頭痛くなってきた。


    「ダ、ダメなものはダメなんだよ！」


    　狼狽うろたえ、がなり立てる少年。


    「理由になってないわ。論理学に対しての熱意指数ＰＱが不足しているわね」


    　鶴舞は無表情で暴言を吐く。香か流なれはスカートの端をギュッと握りしめハラハラと見守っている。俺もハラハラだが鶴舞は我わが道を行く。


    「捜しましょう」


    「お、おいこら！」


    　ワナワナする少年。ちょっと待ってくれよ。こんなうるさくしたら、騒ぎを聞きつけた白虎の連中が寄ってくるんじゃないのか？


    「なあ鶴舞、ここは穏おん便びんに……」


    　──コツコツ。


    　足音がする。


    　ほらみろ、誰か来ちまったじゃねえか。


    　雫ではないことを祈り、俺はおそるおそる横目で──。


    「えっ!?」


    　エミちゃん？


    　くたびれたルームウェアを着たエミちゃんが、疲れきった顔でこちらを見ている。放送時に見せてくれる明るさは影を潜ひそめ、陰いん鬱うつな空気を身に纏まとっている。


    　鶴舞も彼女に気づき、


    「あの子ね？」


    　少年の返事を待たず、つかつかとエミちゃんに歩み寄る。少年は頭を抱かかえ、諦めのため息を漏もらした。雫にバレたらキツいお灸きゆうをすえられるのだろう。


    　鶴つる舞まいが感情を排したようなフラットな調子で挨あい拶さつする。


    「こんにちは」


    　エミちゃんは淀よどんだ表情で鶴舞を一いち瞥べつし、


    「……あなたも、白びやつ虎この人？」


    　鶴舞は首を横に振る。


    「いいえ。私とあそこの二人は、南区朱す雀ざく高のウェニアックよ」


    「朱雀の……」


    　エミちゃんが俺と香か流なれに探るような視線を向けてくる。


    「……」


    　こんなときだというのに、純白の下着がチラついてしまった。サイテーだ。


    　俺は若じやつ干かんの自己嫌悪と気恥ずかしさで目を逸そらしながら「あ、どうも」と会え釈しやくする。香流は硬い微ほほ笑えみを浮かべている。


    　すると鶴舞がエミちゃんに一歩近づき、


    「ちょっといいかしら」


    　と言い終えたときには、すでに彼女の手を握っていた。


    



    　飲食スペースの一角で、エミちゃんを俺たち三人で囲む。カフェテリアは営業していないが浄水機は生きていたので、紙コップに水を汲くんだ。


    　黒シャツの少年は少し離れたところから俺たちを監視している。イオで誰かに連絡を取っているようだが、雫しずくか永なが篠しのあたりに報告しているのだろう。


    　憔しよう悴すいしきっているエミちゃんは、水を一口こくりと飲む。間近で見ると鼻の下が赤く擦こすれている。鼻をかみすぎたのだろうか。唇くちびるは荒れていて、泣き腫はらして充血した目に、大きなクマ。貼りっぱなしの電子メイクは光を失っている。たぶんあまり寝ていないんだろう。


    　俺は放送を見ていたことを彼女に伝え、いったい何があったのか尋たずねた。エミちゃんは少しためらったが、ぽつぽつと話し始める。


    「ロウソクの火を消そうとしたら、何かが光って……バレーボールくらいの大きさの黒いのが現れて……エミのほうに転がってきたの」


    　やっぱりジャムか。


    　ところで、生放送以外でも一人称が『エミ』なんだな。声も鼻にかかって甘ったるい。キャラ作りだと思ってた。いや、今はそんなことどうでもいい。彼女の話に耳を傾ける。


    「それで、撃うたれてびっくりして、あんなことしちゃって……放送が強制終了されちゃって。黒いのは、いつの間にかいなくなってたの……」


    　そしてそのあと、雫がイオでコンタクトを取ってきたらしい。このあたりは永篠から聞いたとおりだ。朝からアジトで情報を教えてもらっていたのだという。


    「それで、あなたは入団する気なの？」


    　鶴つる舞まいの問いに、エミちゃんは若じやつ干かんの迷いを浮かべるが、頷うなずく。


    「そのつもり……」


    「わかっているの？」


    　鶴舞はグイッと身を乗り出し、強い口調で、


    「雫しずくはいずれ、この街のシステムを破壊するつもりよ？　あなたはそれに荷担することになるのよ？　それでいいわけ？」


    「……だって……エミは……」


    　ひと呼吸おいて、かすれた声で答えた。


    「……エミは……ほかに頼れる人も、居場所もないから……」


    　彼女の目が涙で潤うるむ。


    「おい、鶴舞……」


    　俺が咎とがめると鶴舞はアッとなり、「ごめんなさい」とつぶやいた。すると香か流なれが、エミちゃんに優しく話しかける。


    「居場所がないというのは、学校のことですか？」


    　エミちゃんは首を横に振ると、哀かなしげにポツリとこぼす。


    「家にいられないの……」


    　エミちゃんは、両親との諍いさかいをつっかえながら教えてくれた。


    「雫さんから話を聞いて、この街のせいで身体からだがおかしくなったと知って……ママに『引っ越したい』『こんな街大嫌い』と騒いだの。そのときのエミは、髪もぼさぼさで、涙目で焦あせってて、きっとすごい顔だった。最初はママ、黙だまってたんだけど……」


    　そこで彼女は一度言葉を止め、目尻に溜まった涙をぬぐう。


    　俺たちは、黙って次の言葉を待つ。


    　静けさの中、浄水機がコポッという音を立てた。


    「……ふぅ……」


    　エミちゃんは、重いため息を吐つくと、


    「……ママ、エミの番組、こっそり見てたみたいで……『服を脱ぐなんて何考えてるの!?』って激怒されて、『あれは違うの！』って言い合いになって、それでつい……『電波で変なモノが見えた』って言っちゃった……」


    「言ったの!?」


    　大きな声が出てしまった。


    「……でも、まったくわかってもらえなくて……すごい怒ってて……」


    　そりゃ事情が理解できなければ、娘が脱いだ理由もわからなくて怒るだろう。


    　エミちゃんは今にも泣きそうな声で、


    「……それで、『アイドルごっこなんてもう止やめなさい』って叱しかられて、それで、エミが騒いだら、『アンタ、なんて言われてるか知ってるの！』って、ほっぺを叩たたかれた……」


    　ほろりと大粒の涙がこぼれ落ちた。


    「エミ、もう、どうしたらいいのか……わからないよ……」


    　かける言葉が見つからない。どうやって励ましても白々しく響くだけだろう。


    　しかし、電波が知覚できることは、やっぱり家族にすら理解してもらえなかったんだな。母親が激げつ昂こう状態だったというのもあるだろうが、それを差し引いても体験してない人に伝えるのは難しい。実際に電波光を見た俺だって、信じるまでには時間がかかったんだ。うちの家族だったら「ゲームのやりすぎ」って顔をしかめるのかもな。


    　鶴つる舞まいや香か流なれの家はどうなんだろうか。鶴舞の父親はリンクスと関係してるようだから例外だとして──。


    「なあ、香流」


    「なんですか？」


    「お前の家族は、ウェニアックだってこと知ってるのか？」


    　一瞬、戸惑った顔をされたが、


    「言ってないです……怖いから。奏そう矢やさんはどうなんですか？」


    「俺も同じだ……」


    　喉のどがヒリヒリと干ひ上あがるように渇き、コップの水を流し込む。


    　鶴舞はうつむいて唇くちびるを噛かんでいる。


    　俺が鶴舞に父親のことを尋たずねようとしたとき、急に黒シャツの少年が立ち上がった。彼は慌あわてふためいた様子でスマフォを手に取り、玄関のほうへ敬礼のポーズをとる。彼から緊張が伝でん播ぱし、場の空気が一変した。


    　靴音を立ててやってきたのは、


    　黒くろ笹ざさ雫しずくだ。


    　彼女の後ろから、団員が二名ついてきている。そのうちのひとりは、白びやつ虎こ高の制服を着た女子。派手でも地味でもなく、どこにでもいる普通の高校生だ。


    　雫はゆっくりと歩み寄ってくる。キャップを目ま深ぶかに被かぶっており表情がわからない。右手のスマフォから武器のトライデントは出ていないが、数種類のアプリを使いこなすわけだから、いつどんな攻撃が飛んでくるか予測できない。


    　鶴舞が迎え撃うつように身構え、スマフォの入っているポーチに手を当てたが、


    「……」


    　そのまま、取り出さずに手を降ろした。


    　戦う気はないという意思表示か。


    　香流、そしてエミちゃんも腰を上げた。鶴舞の行動に気を取られていた俺は、少し遅れて立ち上がる。


    　雫しずくは不敵な笑えみを浮かべ、


    「舞まい羽は。珍しいところで会うな？　先日我われ々われに対して『南区まで来るな』と警告したように思うが？」


    　軽いジャブだが、鶴つる舞まいはサラッと流す。


    「そう言ったことは認めるわ」


    「まあいい。ようこそ。我らが城へ」


    　雫はうやうやしく振る舞うと、俺と香か流なれには見向きもせずに鶴舞と話す。


    「我々の新しい同志……晴はる日ひエミに何の用だ？」


    　すでに彼女は白びやつ虎この所有物だと強調された。


    「少し話をしていただけよ」


    「朱す雀ざくに引き抜くつもりか？」


    　雫の率直な指摘にも鶴舞は動じず、


    「まずは、本人の意思を尊重すべきよ」


    　そう言ってエミちゃんを見た。


    「え、あの、その……」


    　おろおろする彼女を雫は一いち瞥べつし、
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    「困っているようだが？」


    「あまり責めないであげてください」


    　香か流なれがエミちゃんに寄り添った。


    　雫しずくは呆あきれたように肩をすくめ、俺と香流を見る。


    「金魚のフンが二匹いるようだな」


    　このっ──。


    　思わず声を上げそうになったが、なんとか押しとどめた。ダメだ。くだらない挑発に乗るな。


    　俺は怒りを堪こらえ、雫を見据えて言う。


    「勧誘のために、彼女を傷つけるようなことはしてないだろうな？」


    　ハハッと雫は冷笑した。


    「朱す雀ざくのおままごとには付き合ってられない」


    「なんだと？」


    「我われ々われ『白びやつ虎こヌーヴェルヴァーグ』の思想には、他地区のウェニアックも共鳴している。異を唱え続けているのは、貴様らだけだ」


    　鶴つる舞まいがキッと睨にらむ。


    「実力行使でしょ。武力で制圧しているだけ」


    　だが雫は鶴舞の非難など歯し牙がにもかけず、エミちゃんに呼びかける。


    「晴はる日ひエミ」


    「は、はい……」


    「イニシエーションの前に、我々の行動原理を教える」


    　雫はテーブルに腰を下ろし、尊大な態度で俺たちに言う。


    「貴様らも聞け。己おのれの浅はかさを知るいい機会だ」


    　偉そうにしやがって。


    　俺が鶴舞に目を向けると、首を縦に振った。


    　それを待っていたかのように、雫は話し始める。


    「まず、我々とリンクスの関係性だが、今現在は利害が一致している。ジャムを洗浄してやる対価として金銭を受け取っている」


    　そして雫は俺たちを指差し、続ける。


    「朱雀の連中は、ジャムをただ退治して喜んでいるようだが……私はそれを『おままごと』だと言っている。貴様らは、構築されたシステムの中で踊らされているだけ。リンクスに対する戦略が感じられない。たとえば、野や鳥ちよう山やまに出たエリマキトカゲの巨大ジャムを旧人類オールドタイプを守るために倒してしまうなど、愚ぐの骨こつ頂ちようだ」


    　俺は当時のやり取りを思い出す。


    



    　──雫しずくは巨大ジャムとの戦闘を放ほう棄きし、俺たちに向かって言った。


    （旧人類オールドタイプと自称ユートピアに対する警告。及び、同志の覚かく醒せいを促うながす起爆剤）


    （キラービーのような、おもしろい事件が起きるかもしれないぞ）


    



    　街を危機に陥おとしいれることが戦略だというのか？


    「あなたたちが途中で退却したのは、ウェニアックの存在を誇示することが目的でしょう」


    　鶴つる舞まいが確信を持って指摘した。


    「え？」


    　俺が呆ほうけた声を出すと、雫は頷うなずく。


    「さすが舞まい羽は……と言いたいところだが、そこまで理解しているのに実行しないのは、褒ほめられたものではない」


    　鶴舞は眉み間けんを曇らせる。すると雫はエミちゃんに視線を移し、静かに言い聞かせる。


    「エミ、覚えておけ。我われ々われがジャムを放置するような行動を取れば、それだけでリンクスは焦あせる。なぜなら、ジャムは我々にしか倒せぬのだから」


    　それが戦略か。


    　雫は俺と香か流なれに対し、なじるような口調で言う。


    「わかったか？　貴様らはジャムに勝利しても、真の敵であるリンクスとの戦いに負けた。勘違いするな。ジャムは利用するものだ。まあ、舞羽に頼らねば何もできない金魚のフンなど、倒すだけで精一杯か」


    　悔くやしいが、満身創そう痍いだったのは認めるしかない。香流も言い返せず、口を真一文字に結んでいる。


    　雫は俺たちから目を逸そらすと、エミちゃんと面と向き合う。


    「リンクスにとって我々は毒性の強いウイルスのようなものだ。ジャムを殺してくれる一方、扱いを誤れば自分たちが苦しむ。だから力を誇示してやればいいのだが、調子に乗って歯向かいすぎると、潰されることになる。奴らは自由自在に情報を操作することができるからな。我々を悪魔に仕立てあげ、社会から抹まつ殺さつすることも簡単にできるだろう」


    　エミちゃんは口に手を当て、顔面蒼そう白はくで恐怖した。


    　脳裏にあの悪夢が蘇よみがえり、手のひらに汗がじわりと滲にじむ。


    　雫はテーブルを降りるとエミちゃんの肩をポンと軽く叩たたき、嘆なげくように言う。


    「我々はまだ子供のうえに、圧倒的なマイノリティだ。残念ながら社会的な力はない。だが動かねば腐くさって緩慢に死にゆくのみ。では、そのような状況下で、何ができるか……」


    　雫は、俺たちや団員をひとりずつ撫なで斬きるような目つきで見据え、訴える。


    「我々が今取るべき行動は、リンクスとの利害関係を維持しながら同志を集め、力を蓄えること。この自称ユートピアの中でサバイヴし、時が来たら、ウェニアックであることを公おおやけに宣言する」


    　宣言だと？


    　有無を言わせぬ口調に心がざわつく。


    　雫しずくはさらに続ける。


    「そして、我われ々われのさじ加減ひとつでネット社会が崩壊することを無知無能な旧人類オールドタイプどもに知らしめ、リンクスの権威を失しつ墜ついさせるとともに、情報社会の網に囚とらわれている市民の上に立つ。それはつまり……」


    　雫はスマフォをエミちゃんに向けて掲かかげた。


    「革命だ」


    「……」


    　彼女は完全に呑まれ、言葉を失っている。


    　そして雫は昂たかぶることのない、ひやりとした声で、再び演説を打ぶつ。


    「我々の未来は、今、我々が何を為すかにかかっている。うつむくな、顔を上げろ。新時代を担になうウェニアックに覚かく醒せいしたことに誇りを持て。我々を虐しいたげ搾さく取しゆを目もく論ろむリンクスや国家に屈してはいけない。勝者は我々だ」


    　力ずくで権利をもぎ取るつもりか。


    　誰も声を発さず、静まり返る。黒シャツの少年も、ほかの団員も、すがるような表情で雫を見ている。浄水機だけがコポコポと音を立てている。


    「──雫の思想は理解できる」


    　沈黙を破ったのは、鶴つる舞まいだった。


    「でも、過激な行動を取るのは賛同できない。いつか跳ね返ってきて、自分たちを追い詰めることになる」


    　雫は鼻で笑う。


    「我々を過激だというのなら、街で騒いでいる市民団体のほうがよっぽどだろう。『空と水と大地』だったか？　あの妄もう想そう集団こそ排除すべきだ」


    　鶴舞は少し苛いら立だち、腕組みをする。


    「話を逸そらさないで。とにかく、わざとジャムを見み逃のがして街を襲おそわせようなんて危険すぎる。許されることではないわ」


    「そんな甘いこといつまで言っていられるだろうな？　貴様らのように、リンクスのやり方を無条件で受け入れていることは、魂たましいを差し出しているのと同じ。『ウェニアックは反抗しない』とリンクスが判断すれば、やつらは全力で食い殺しにくる」


    　俺の考えを全否定された気がした。俺はシステムに適合することで身を隠し、現実を生き抜こうとしていた。実社会で抗あらがわないことこそ反抗のつもりだった。


    　だが、それは間違っているのか？　このままジャムを退治していたって、何の解決にもならない？　食われないための戦略が必要なのか？


    「神かみ之の馬ま、どうした？」


    　気づくと、雫しずくが底光りのする目つきで俺を見ていた。


    「貴様も我われ々われとともに活動する気になったか？」


    「……なんでもねえよ」


    　否定したが、雫に説き伏せられそうになっていた自分に驚く。


    　雫はエミちゃんの前に立つと、真顔で問う。


    「エミ。お前は、ひとりで生きていけるか？」


    「ひとりで……」


    「誰も守ってくれない。社会は敵だ」


    　彼女は哀かなしげに目を伏せた。


    「だが安心しろ。ここには互いを支え、励まし合える仲間がいる」


    　雫は表情を緩めると、部下に目をやり、


    「孤独を感じているヤツらばかりだ」


    「……うん……」


    「そして、ここにいれば、アイドルになる夢は叶えられる」


    　エミちゃんは思いも寄らぬ発言に目を丸くする。


    「……え？」


    「たしかに現在は、馬鹿な大衆たちが騒いでいる。だが、いいかエミ。我々が団結して戦っている理由は、失われた未来を取り戻すことだ。蜂はち原はらの反へ吐どが出るような標語──『より良い未来、より良い生活』──これを自みずからの手でもぎ取る。そして、いずれ訪れる新世界で、お前は自由に自己表現をすればいい。白びやつ虎こヌーヴェルヴァーグの女神として皆に崇あがめられ、勝利の歌を高らかに唄うたうんだ」


    　悩める少女に対して真しん摯しに語りかける姿を見ていると、雫は人格者なのではという錯覚を起こす。


    　雫はエミちゃんの右手を取ると、手の甲を指した。


    「ここにつける聖痕なら心配するな。あれは男のみだ。女の身体からだを傷つけはしない」


    　白虎高の制服を着た女子が敬礼ポーズを取りながら、綺麗な手の甲を見せる。女子はエミちゃんに微ほほ笑えみを送る。


    　俺はその光景を見ていて、ふと思った。


    　雫に対して『人格者』は言いすぎだろうが、忠誠を誓った仲間はしっかり面倒を見るのでないかと。そうでなければ団員は集まらないし、統率も取れないはずだ。


    「ねえ雫」


    　黙だまって聞いていた鶴つる舞まいが尖とがった声を浴びせる。


    「なんだ？」


    「口ではいいことを言って、内心よからぬことを考えているんじゃないでしょうね？」


    　話の腰をぶち折った。空気をいっさい読まないところはさすがだ。


    　だが雫しずくは涼しい顔で受け流す。


    「私の考えていることは、ウェニアックにとっては良いことだ」


    　逆を言えば、ほかはどうでもいいってことか。鶴つる舞まいと雫が相あい容いれないのはよくわかる。


    　だが正直なところ、どちらの考えが正解なのかよくわからなくなってきた。俺は南区で覚かく醒せいしたから鶴舞たちと行動をともにしているが、もし西区に生まれていたら、黒シャツたちと同じように雫を頼っていたかもしれない。いや、おそらく救いを求めて団員になっていただろう。


    　雫はエミちゃんを見つめて問いかける。


    「晴はる日ひエミ。お前は、我われ々われの同志になるんだな？」


    「はい……」


    　その返事は無理やりなどではなく、彼女自身の明確な意思を感じた。


    　鶴舞は苦にが々にがしく唇くちびるを噛かみ締しめている。


    「さて……」


    　雫は、団員に向かって指示を出す。


    「これより、晴日エミのイニシエーションを開始する。ふだんなら生いけ贄にえにはジャムを使うが……今日はちょうどいい獲物がいる」


    　そう言うと雫は、俺たちを見て不敵な笑えみを浮かべた。


    「生贄って、まさか！」


    　俺が声を荒らげると、


    「そういうことよ」


    　鶴舞が雫の代わりに答えた。怯おびえた香か流なれが鶴舞に磁石のようにくっつく。


    　雫はスマフォを両手に構え、


    「決闘は三対三だ。ウェニアックを統すべる者はどちらか、新世界の女神の眼前で証明しよう」


    　雫が人格者なんてのは、やはり錯さつ覚かくだった。もはや平和的な解決は望めない。


    　俺はいちおう、鶴舞に尋たずねる。


    「なあ、やるのか……？」


    「こうなってはしかたないわ。晴日さんをみすみす渡すわけにはいかない」


    　鶴舞がスマフォを取り出す。


    「せ、先輩、わたし負けません」


    　香流も手を震ふるわせながら戦闘態勢をとる。


    　ここで勝てばリベンジになるし、エミちゃんも解放される。だが、なんだか心がもやもやしている。勝利の先に何があるのか霧きりがかかっていてよく見えない。エミちゃんを奪うばったとして、俺に何ができるんだろうって。


    　俺の困惑をよそに、戦いの準備は進んでいく。


    　黒シャツの少年が雫しずくに確認する。


    「永なが篠しのさんを呼びますか？」


    「いや。あいつにはジャムをやらせておけ。戦闘メンバーは岳たけ村むら、お前とサクラでいい。女が二人に男が一人……これで同条件だ」


    　制服を着た女子が頷うなずいた。あの子がサクラだろう。黒シャツの岳村も嫌いやがる素そ振ぶりは見せない。指名は絶対というルールでもあるのだろうか。


    「ここは狭くて決闘には不向きだ。そこにある体育室に移動する」　


    　雫の自信に満ちた目つきは、まるで勝利を確信しているようだ。


    　渦中の人物となったエミちゃんは動揺を隠せず、目を白黒させている。覚かく醒せいの反動で体調がすぐれないのか、額ひたいに手を当てて重いため息を吐ついた。


    　つらそうだな。次から次へと巻き起こる事態に、身体からだも気持ちも追いついてないのかもしれない。


    　それが気にかかり、体育室に移動する途中で、彼女に声をかけてみた。


    「あの、体調大丈夫ですか？　めまいとか、気持ち悪くなったりしてない……？」


    　返答は、うつろな目で頷かれただけだった。


    　俺はといえば、いまだに戦闘への迷いは払ふつ拭しよくしきれていないが、とにかく勝つことを目標に集中しよう。勝ってから考えればいい。
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    　バスケットボールのコートが二面ある広さの体育室。


    　ホイッスルを首にかけた審判役の団員が言う。


    「おれたちは、いつもここで模も擬ぎ戦をしている。今日はそのルールに従したがってもらう」


    　ルールは、その団員が説明してくれた。


    ・時間無制限


    ・コートから出てはいけない


    ・膝ひざをついたらＫＯとみなす


    ・二名ＫＯで敗北


    　以上。エミちゃんや参加しない団員は脇で観戦する。


    　完全なるアウェーの中、俺たちは作戦を練る。


    「三対三なんて言ってるが、雫が両手使いってことを考えると、実質四人相手にするようなものだよな？」


    　鶴つる舞まいはストレッチしながら頷うなずく。


    「雫しずくを倒すのは困難よ。ほかの二人を優先的に攻撃すべきね。いい、香か流なれ？　くれぐれも無理はしないようにね」


    「ご心配には及びません」


    　香流は胸の前でスマフォをギュッと握った。意気込みは感じるが心配だ。以前鶴舞が「香流は戦いに向いてない」と言っていたこともあるし、白びやつ虎こ高前のジャム相手ですら疲労困こん憊ぱいだったのを見ると、彼女に多くを望んではいけない気がする。


    　香流は俺の視線を感じたのか、


    「奏そう矢やさん、足を引っ張らないでくださいよっ！」


    　と虚勢を張った。


    「神かみ之の馬ま、どうした？　逃げる相談でもしているのか？」


    　雫が煽あおってくる。


    「逃げねえよっ！」


    「威勢だけはいいな。そろそろやるぞ」


    　雫たちは自コートの奥で三人横並びのフォーメーションをとった。


    　鶴舞がスマフォをタップし、光の剣を出す。


    「私たちも位置につきましょう」


    「鶴舞、バカなマネすんなよ。お前、後先考えず突っ込んでくから」


    「キミこそ、地べたを這はいずりまわって命いのち乞ごいしないようにね」


    　鶴舞は小憎たらしく微ほほ笑えんだ。しかしその笑みは、いつもより硬い。


    　とにかく、やるしかねえ。


    



    　バスケの試合でも始めるかのように、センターラインを挟はさんで雫たちと対たい峙じする。黒シャツの岳たけ村むらは雫が隣にいるのが心強いのか、オドオドした表情は見せない。サクラという女子も同様、自信に満ちている。


    　白虎の団員たちは胸に手を当てて敬礼しており、異様な緊迫感に包まれる。エミちゃんは精気の抜けた顔で座り込んでいる。


    　雫の合図で、審判がホイッスルを口に持っていく。


    　俺の狙いは正面の岳村。恨うらみはないが、全力でいかせてもらう。


    　スマフォに指先をおく。


    　ピ───ッ！


    　開始のホイッスルが鳴り響いた。


    　よし、ロックオンを──、


    　とタップしたときには、すでに相手側のコートから無数の光鳥や光球が飛び出しており、


    「えっ!?」


    　四つのスマフォから放たれる攻撃すべてが烈はげしく香か流なれに襲おそいかかる。


    「キャアァ！」


    　集中攻撃された香流は、避けられず全身に被弾、


    「香流！」


    　鶴つる舞まいが駆け出すが、もう膝ひざをついていた。


    「くうぅ……」


    　痛みにうめき、のたうつ香流。すでにＫＯのはずだが白びやつ虎こは彼女を執しつ拗ように撃うつ。


    「ひ、痛ぁっ……！」


    「大丈夫!?」


    　鶴舞が香流の前に入り、盾たてでガードする。


    「先輩……ご……ごめんなさい……」


    　それでも香流への射撃はやまず、鶴舞は必死にかばう。


    　あいつら何しやがる!?


    「雫しずくっ！」


    「なんだ？」


    「香流は膝ついてんだろうが！」


    　雫は両手のスマフォで香流を撃ち続けながら、


    「『ＫＯされた者を狙うな』というルールはない」


    「はぁ!?」


    　岳たけ村むらもサクラも、ただひたすら香流へ攻撃を続けている。二人とも口を固く結び、感情を押し殺しているように見える。


    「てめえら、どういう──」


    　雫は片手のスマフォを俺に向け、高速の光鳥を撃ち放つ。


    「！」


    　俺は咄とつ嗟さにかわし、崩くずれかけた体勢を立て直す。


    　雫は牙きばを剥むいた毒どく蛇じやのような目つきで、


    「守っているだけでは永遠に勝てない」


    　続けざまに雫の両手から光鳥が解き放たれる。


    「くっ！」


    　慌あわててしゃがむ。うなりをあげて頭上をかすった。


    「神かみ之の馬ま君！」


    　鶴舞が香流をガードしつつ、俺に気を配る。


    「ああ、なんとか……！」


    　つっても、このままじゃ手が出ねえ。雫しずくをロックオンしても攻撃を避けるのに手一杯で、魔宝石を揃そろえる余裕がない。香か流なれは床にうずくまったまま動けず、あれでは鶴つる舞まいが守るしか──


    「あっ……！」


    　まさか、そういう狙いか!?


    　やつらが香流を狙うのは、痛めつけることが目的じゃない。鶴舞を封じるためだ。鶴舞が香流を見捨てないかぎり、攻撃役は俺しかいない。だが俺は雫の猛攻をしのぐことで精一杯。つまり、


    「勝つためなら手段は選ばないっつーことか！」


    「それは敗者の言い訳だ。正せい邪じや善悪は勝者が決める」


    　雫は俺への攻撃を続けながら、観戦しているエミちゃんに呼びかける。


    「エミ、見てのとおりだ。朱す雀ざくなど我われ々われの足元にも及ばぬ寄せ集めの集団。甘い言葉に耳を貸すことはない」


    　俺はエミちゃんの顔を確認する余裕がない。だがこんな有り様では、見ずともわかる。彼女はきっと白びやつ虎この強さに圧倒され、これから自分が巻き込まれる世界の激しさに困惑し、絶句しているだろう。


    「よそ事を考えている余裕があるのか？」


    　雫の攻めが烈はげしさを増し、俺はなんとかギリギリで避よける。光の鳥を避けるのに右往左往し、まるで雫の操あやつり人形であるかのように不格好な踊りを披露する。すぐに終わらさず、なぶり殺してやるという悪意を感じる。次第に身体からだが悲鳴をあげ、息が上がる。動きが鈍にぶり、避けきれなくなる。じわじわと炙あぶられるように全身が熱くなり、痛みが広がっていく。


    　……もう限界だ。


    「斉射」


    　雫の号令で、岳たけ村むらとサクラが俺へ狙いを向けた。四つの光の渦うずが牙きばを剥むき、俺の右腕に噛かみつく。


    「ぐあっ！」


    　肩からねじ切れるような痛みが走り──一瞬意識が飛んだ。


    



    　ピーッ！


    　ホイッスルの音でハッと目が覚める。俺は床に崩くずれ落ち、膝ひざをついていた。


    「神かみ之の馬ま君！」


    　耳鳴りの中、鶴舞の声が届く。


    　俺はゆっくりと身体を起こす。


    「……つっ！」


    　攻撃を食らった右腕が灼やけるように痛む。


    　うっ、うっ、と嗚お咽えつが聞こえ、見ると、香か流なれが床にへたり込んで涙をこぼしていた。


    　完敗か……。


    　息ひとつ乱れていない雫しずくが高圧的な口調で言う。


    「舞まい羽は。甘ったるい考えを改めろ。厳しくあらねばつけ込まれ、利用されるだけだ」


    　鶴つる舞まいはキッと睨にらみつける。


    「人を傷つけるやり方は認めない」


    「その結果、金魚のフンはずいぶんと傷いたんだようだが？　我われ々われは無傷だ」


    　悔くやしそうに拳こぶしを握りしめる鶴舞。


    　雫は半なかば呆あきれたように、


    「貴様らは、いつまでリンクスのモルモットでいるつもりだ？　たかだか数百円の餌えさで満足し、実験結果を差し出し続けるのか？　神かみ之の馬ま、どうなんだ？」


    「それは……」


    　白びやつ虎このやり方はよくないと思うが、それに替わる対応策があるかと問われたら、答えられない。


    「では、ひとつ聞く」


    　少し間を空け、雫は淡々と言い放つ。


    「もしも私が、今すぐウェニアックの存在を公言したらどうする？」


    「はっ!?」


    「『朱す雀ざくの神之馬は毒電波を浴びたせいで異常行動を取る』『神之馬に近づくと空気感染する』というウワサがネットに溢あふれたら、貴様は生き抜けるか？」


    　ぐさりとナイフを心臓に突き立てられた。


    　そんなことされたら、俺は、どうしたら？


    　血が逆流するような恐怖に襲おそわれる。


    　雫は冷酷な目で俺を蔑さげすむ。


    「貴様からは信念を感じない。芯しんのない者など、漂流して死ぬだけだ」


    　そう吐き捨て、団員に指示を出す。


    「生いけ贄にえは捧げられた。エミのイニシエーションを続ける」


    　エミちゃんは心の抜けたような表情で、じっと床を見つめていた。
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    　外へ出ると、すっかり日は落ちていた。


    　工場群が発する小さな光が、寂さびしい星くずのように夜の底に浮かんでいる。道路灯のセンサーが俺たちに反応し、暗い道をほのかに照らしていく。


    　俺たちは結局、エミちゃんの前で醜しゆう態たいを晒さらしただけだった。


    「ごめんなさい……わたしのせいで、負けました……」


    　香か流なれは目を真っ赤に腫はらし、肩を落とす。彼女の背中を励ますようにさする鶴つる舞まいの顔には不安の色が浮かんでいる。


    　雫しずくの『ウェニアックを公言する』という言葉。


    　おそらく脅おどしだろうが、想像しただけで恐ろしい絶望を感じ、喉のどが締めつけられる。


    　俺はこの先どうしたらいいんだ。


    　リンクスに従したがわず、力を誇示して戦うべきなのか？


    　ひょっとしたら、エミちゃんは白びやつ虎こに入団して正解だったのかもしれない。仲間もできるだろうし、雫は夢を叶えられると言っていた。


    　雫が正しいのか？


    　いや。そんなわけない。あんな暴力的なやり方が許されるとは思えない。


    　でも、許されるって、誰が許すんだ？　俺たちは被害者なんだよな。


    　ああくそっ、考えれば考えるほど、こんがらがってしまう。


    　なんでこんなに揺れるんだ。これが「芯しんがない」ってことなのか？


    　わけのわからない憤いきどおりが胸の奥に湧わいて、地面を蹴けり飛ばした。

  


  
    第五章／都市伝説Urban legend


    



    　翌日、視聴覚準備室へ行くと、寝袋から千ち草くささんがむくりと起き上がった。


    「やぁ奏そう矢や……大事な話って何なん？」


    　リンクスがエミちゃんの騒動についてどう考えているのか、千草さんから聞き出せないだろうかと思って呼び出した。


    　千草さんは呑のん気きに大きなあくびをして、


    「ふぁ……いやぁ……最近忙しくて疲れててなぁ……」


    　忙しい理由はエミちゃんの件か？


    　目を覚ましてもらおうと、ストレートに疑問をぶつける。


    「晴はる日ひエミ、わかりますよね？」


    「ん？　はるひ……」


    　寝ぼけまなこで首を傾かしげる。


    　ここで問い詰めねば煙けむに巻かれる。俺は鶴舞の『秘技』を真ま似ねて、ポータブルラジオのアンテナを伸ばし、フェンシングの剣の如ごとく千草さんに突きつける。


    「晴日エミです。面倒くさいやり取りなしで、イエスかノーで答えてください」


    「わ、わかった。それしまって。うち尖とがってるの苦手……」


    「答えてくれたらしまいます。今回の事件のこと、知ってますよね？」


    　アンテナで千ち草くささんの額ひたいをつっつく。


    「イ、イエス。でも、うちが知っとんのは、その子は白びやつ虎この生徒で、騒動を起こした露出系純白アイドルってことだけやで？　あと、変な光とキラービー見たんやんな。光って何？　キラービーって、ほんまなん？」


    　今言ったこと、ネットでウワサされてる情報をまとめただけじゃねえか。


    　あんたはまとめサイトか。


    　俺がイラついていると、スキをつかれてアンテナを握られてしまった。


    「あっ」


    「で、その子がどうしたん？」


    　知らぬ存ぜぬを貫つらぬこうとする千草さん。リンクスからの指示なのか？


    　しょうがないので話を合わせ、教えてやる。


    「見たのはジャムで、生放送中にウェニアックに覚かく醒せいしたんですけど」


    「ええええ!?　ウソやん!?　えっ、ほ、ほんまに？」


    　わざとらしいんだよ！


    　突っ込むのもアホらしいので、アジトでの出来事を全部伝えた。


    「ほおー」


    　感心した千草さんは、　


    「エミって子は奏そう矢やの好みなん？」


    「そんなことどうでもいいでしょ！」


    　千草さんはスルリと寝袋を抜けだすと、おもむろに俺の小指を握る。


    「あっ！」


    「仕返しや」


    　グイッとひねりあげられる。


    「いだだッ！　折れるッ！」


    「好み？　イエス・オア・ノー？」


    「イ、イエス！」


    「ほほぉ。救出に行ったのは下心ありやな。イエス？」


    「イエス！」


    「正直でよろしい」


    　解放された。ふぅ……。


    「って、そんな話をしに来たんじゃなくて！　リンクスは今回の一件について、どう思ってるんですか？」


    「うち、わからへーん」


    　八や重え歯ばを見せてテヘペロ。ムカつく。


    「またそうやって誤ご魔ま化かす……」


    　千ち草くささんはちょこんと椅い子すに腰掛け、飲みかけの茶をすする。


    「うち、下請けの下っ端ぱやし、わからへんのー」


    　だが、まあいい。答えてくれないのは予想していた。


    　今日頼みたかったのは、別のこと──、


    　スマフォの二刀流についてだ。


    　もし俺も両手で扱えれば、雫しずくに対抗できるんじゃないかと思った。いまだに何が正しいのかわからずにいるが、あそこまで徹底的にボコボコにされたのでは俺のプライドが許さない。それにいずれ再戦するかもしれないのだから、そのときまでに準備はしておきたい。


    　鶴つる舞まいは以前二刀流を試し「左が上う手まく扱えないどころか、右の攻撃力が半減してしまった」と言っていたが、挑戦する価値はあるだろう。ゲームに関しては、鶴舞より俺のほうが腕はあるし。


    　それを千草さんに伝えると、目をパチクリさせた。


    「へ？　両手？　『ひとり・ひとつ・一アプリ』って規約があるんやけど」
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    「でも、『例外』はあるんですよね？　雫や白びやつ虎こは好き放題やってるし、そもそも鶴舞だって一度試したわけですし」


    　腕組みして「んー」と唸うなる千ち草くささん。


    　もうひと押し、


    「ちょっとやってダメなら諦あきらめますから。イエスというまで帰りませんよ」


    「……まあええか、試すくらい。粘られるのは無駄なエネルギーを消耗するし、どうせ無理やしな」


    　折れてくれた。


    「でも外に持ち出したらあかんで。二台持ちは修理の保証外や。もし壊こわしたら、多額の料金を請求されて漁船送りやからな」


    　千草さんは段ボール箱を取り出し、俺の前に置く。中にはいくつものスマフォが入っている。昨夜二刀流を思いついたとき、今使っている『パズメイ』を左手でプレイしてみたが、細かい操作が難しくてゲームオーバーになってしまった。だから、左手用はタップするだけの単純明快なものが望ましい。


    「たとえば鶴つる舞まいが使ってるアプリとか、あれ簡単なんですよね？　左手で盾たてが使えたら便利なんですけど」


    「残念やけど、予備機はないんよ」


    「インストールできないんですか？」


    　千草さんは首を横に振る。


    「うちでは無理。リンクス本社の人にやってもらうしかない。けど、頼むのはキツいで。『何のために二台目が必要なんだ？』って疑われても『二刀流したい子がいるので』なんて答えられへん。下請けのつらさ、わかってや」


    「なら、ほかのアプリでもいいですけど」


    「了解～。えーと……」


    　千草さんは一台のスマフォを選び出した。


    「これは、まあ、暇ひまつぶしみたいなもんやな」


    　スマフォ裏面に『ネズミ集め』とタイトルが書かれている。


    「どういうアプリですか？」


    「タイトルそのまんま。とりあえずやってみ」


    　よくわからないが、アプリをスタートさせる。


    　するとディスプレイに無人の厨ちゆう房ぼうが映し出された。空っぽの皿が置いてある。


    【チーズを買ってください】


    　指示されるがまま、お金代わりの『米粒』を支払って『普通のチーズ』と『ネズミ取り』を購入。タップして厨房にセットする。


    　しかし、何も起きない。


    「……これからどうしたらいいんですか？」


    「しばらく放置して、ネズミが寄って来るのを待つ」


    「それで？」


    「厨ちゆう房ぼうがネズミで溢あふれるのを楽しんだり、珍しいヤツが現れたら撮影すんのや。一番レアなのは、著作権的にヤバそうなシルエットのミッ……マウス」


    　ミッ……は置いといて、


    「撮影してどうするんですか？」


    「コレクションを眺ながめて悦えつに入る。どや、簡単やろ」


    「簡単ですけど……えっ、終わり？」


    「終わり。暇ひまつぶしやから。起動してほっとけば、ネズミが来てジャムをかじってくれるはずや」


    「へえ～……」


    　戦闘で使える気がしねえ。


    「ほかのは？」


    「ワガママやなぁ」


    　千ち草くささんは面倒くさそうに、もう一台スマフォを出した。タイトルは『一兆の岩』とある。


    「これは……？」


    「やってみ。直感的に操作できる」


    　アプリを起動すると、デデーンとエアーズロックみたいな巨岩が表示された。


    　その巨岩の上に、


    【一〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇】


    　という数字がある。桁けたを確認すると一兆だが。


    　ニヤニヤしている千草さん。


    「タップしてみ。ほれ」


    　はいはい、わかりましたよ。その微ほほ笑えみはイヤな予感するけど、タップすりゃいいんでしょ。


    　トン。


    【九九九九九九九九九九九九】


    　トン。


    【九九九九九九九九九九九八】


    　数字が一個ずつ減るたびに、砂粒が一粒落ちる。


    「──で？」


    「〇になると何かあるかもしれへん」


    「かも？」


    「達成者おらんから。ビッグバンとか起きたりしてな？」


    　えーと、一秒に一回タップしたとして一兆回達成するには……イオで算出すると、


    【三一七一〇年】


    　なるほど、三万年以上かかるな。って、


    「人類滅ぶわ！」


    「でもこれ、世界中で流は行やったんやで」


    「マジですか？」


    「もっとも、昔のは『百万回』やったけど」


    　いや、たとえ百万だとしても、途方もない時間と労力がかかるぞ？　俺には理解できない。昔の人はそんなに暇ひまだったのか？　指先を痛めたり、腱けん鞘しよう炎えんになるだろ。苦行か？　もしかしたら人間行動の謎なぞを解く鍵かぎがあるかもしれないが、どうでもいい。


    



    　こうして、右手に『パズメイ』を持ちながら左手でいくつか試してみたが、さっぱり上う手まくいかなかった。まず左右の二画面を同時に状況把は握あくするのが困難で、どうしても左手に気を取られてしまう。雫しずくがよく使っている光鳥アプリもあったがロクに扱えず、あいつのすごさを思い知らされただけだ。なんにせよ、現状では右手の攻撃力を半減させてまで左手を使う必要はないように感じた。


    　千ち草くささんが俺を慰なぐさめるように肩をポンと叩たたく。


    「な、無理言うたやん」


    　素直に認めるのも悔くやしいので、ちょっと言い訳する。


    「俺はスマフォを使い始めてまだ一か月ですし、伸びシロがあるはずです」


    「うん、希望を持つのは悪いことやないね。誰にだって可能性はある」


    　千草さんはうんうんと深く頷うなずいたが、


    「でも片づけるで～」


    　無ぶ遠えん慮りよにさっさとスマフォを箱にしまう。


    　と、ピロンとイオが通知音を鳴らした。


    【グループトーク着信＠ＦＲＯＭ　甚じ目もく耳じギルフィ】


    　なんだよ。どうせくだらない猥わい談だんだろ。


    「ギルフィから着信なんですけど」


    　俺が言うと、千草さんもうんざりして、


    「うちにもかかってきてる……」


    　着信拒否したいところだが、後々「あのとき二人で何していたんだ？」などとゲス顔で突っ込まれることが予想されるので、通話を許可してやる。


    　するとモニターにギルフィ、千草さん、そして鶴つる舞まいも映った。


    《ギルフィ》「∇やあ。香か流なれタリからは通話許可が下りないんだが……」


    《鶴つる　舞まい》「∇あなたと話す気分じゃないんでしょうね」


    　香か流なれは戦闘で迷惑をかけたことをひどく気に病んでおり、帰途いくら励ましても哀かなしげに頷うなずくだけだった。ちょっと心配だ。


    《鶴　舞》「∇それで、用件は何かしら？」


    《ギルフィ》「∇舞まい羽はタリが下ネタ大好物であることは重々承知だが……」


    《鶴　舞》「∇切るわよ」


    《瓢ひよう箪たん山やま》「∇うちも忙しいんやけど」


    《ギルフィ》「∇待て！　今日はマジメだ」


    《神かみ之の馬ま》「∇なんだよ？」


    　いつになく真剣な顔を見せるギルフィ。


    《ギルフィ》「∇ネットに、『蜂はち原はら市内で怪しい光を見た』という目撃談がいくつか書き込まれている」


    　怪しい光!?


    　みんなの表情が一変した。


    《神之馬》「∇電波光か!?」


    《ギルフィ》「∇そうかもしれないが、電波だと言っている者はいない。書き込んでいるのは蜂原市内の高校生のようだが、ＵＦＯかキラービーだと考えているようだ。それに合わせて晴はる日ひエミの話題も再燃している」


    　ギルフィの調査によれば、『怪しい光』に関する画像や動画がひとつもアップされないこともあって（電波は映らないから当然だ）、多くの人はデマだと判断して信じていないようだ。


    《鶴　舞》「∇仮に、その光が電波だとしたら……ウェニアックに覚かく醒せいして電波を見た人が発言しているということよね」


    《神之馬》「∇ちょっと待て。ウェニアックに関することは、リンクスが検閲で情報を抑おさえてるんじゃなかったのか？」


    《鶴　舞》「∇検索結果から除外しているというのは私の想像だけど……」


    《神之馬》「∇実際、ヒットしないだろ？」


    《ギルフィ》「∇それは、一般市民が『ウェニアック』や『電波高感受性症候群』という単語を知らないからじゃないか？　載ってなければヒットはゼロだ」


    《神之馬》「∇あっ、そういや、そうか」


    　いちおう納得はしたが、名称を書き込んだ場合にはこっそり削除されている可能性もある。いや、でも、もし書いたらリンクスに特定されて要注意人物としてマークされてしまうか。正体がバレることにもつながるし、俺らにメリットはない。削除されるか試すこともできるが、怖いからやめておこう。


    《鶴　舞》「∇今回の問題は、『光を見た』という具体的な事例があがっていることね。しかも数人から、多くの人の目に触れる形で……」


    《ギルフィ》「∇リンクスとしては迷惑だろうが、オカルトレベルの書き込みをむやみに削除すれば怪しまれる。火消しのコメントが限度だろう」


    　千ち草くささんは頬ほお杖づえをつき、神妙な面おも持もちで俺たちの発言に耳を傾けている。


    　何を考えているんだ？


    《神かみ之の馬ま》「∇千草さん。さっきから無言ですけど……こういう場合、リンクスはどうするんですかね？」


    《瓢ひよう箪たん山やま》「∇わからへ～ん。うちはただの下請けやから」


    　また逃げるのか？


    《神之馬》「∇あのっ！」


    　俺が声を荒らげると、千草さんは困ったように眉まゆをハの字に下げ、つらつらとしゃべる。


    《瓢箪山》「∇同時多発的発生。電波量が臨界点を超えて、ウェニアックの増加速度がリンクスの想定を上回った」


    《神之馬》「∇え？」


    《瓢箪山》「∇……なんてな？　適当に言ってみただけ。じゃあ、そろそろ時間やから。ほな、みなさんごきげんよう。さいなら」


    　そう言って千草さんは通話を切ると「アホなマネしたらあかんよ？」と俺の耳元で囁ささやき、視聴覚準備室を出て行った。


    　あの人はどこまで真実を知っているのだろうか。いや、知っていたとしても、さっきの言葉からすると、手に負えない状態にあるのかもしれない。


    《鶴つる　舞まい》「∇……とにかく、書き込みをしている人にコンタクトを取るべきね。朱す雀ざく高や南区の人はいた？」


    《ギルフィ》「∇いや、わかる範囲では、すべて他地区だった」


    《鶴　舞》「∇つまり、雫しずくの支配下……」


    　こいつ、また無茶しようとしてんじゃないよな？


    《神之馬》「∇鶴舞、昨日の今日で乗り込んだりするなよ？」


    《鶴　舞》「∇わかってるわ。私はこれから香か流なれに会ってくる。今日学校休んでるみたいだし」


    《神之馬》「∇俺も気になってたんだ。頼む」


    《ギルフィ》「∇ではボクは『怪しい光』について、ネットを深くディグることにする」


    　──明確な答えは導き出せないまま、会話は終わった。


    　俺は机にぐったりと突っ伏す。


    　このままウェニアックが増え続けたらどうなる？　正体を隠して生きるどころではなくなるんじゃないか？　もし世に知れ渡ったとき、リンクスはどういう対応を取るんだ？　リンクスのシステムの中に居続けて大丈夫なのか？


    　雫しずくの言葉が蘇よみがえる。


    



    「『朱す雀ざくの神かみ之の馬まは毒電波を浴びたせいで異常行動を取る』『神之馬に近づくと空気感染する』というウワサがネットに溢あふれたら、貴様は生き抜けるか？」


    



    　迷いや恐れが積み重なり、心が音を立ててきしむ。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　視聴覚準備室を出て、校門へ向かう。グラウンドでは運動部が大声を出し、はつらつと駆けまわっている。その光景をぼんやり眺ながめながら歩いていると、空をヒュルリと電波光が飛んだ。


    　俺以外に目を向けたヤツはいないようだが、他地区にウェニアックが増えているなら、朱雀にだっていてもおかしくないよな。今は部活に集中していて気づかなかっただけで。


    　と、耳元に誰かの気配がすーっと、


    「いきなりクエスチョ～ン！」


    「うああぁっ!?」


    　心臓が口から飛び出しかけた。


    　振り向くと算さん太たがニヒヒと悪戯いたずらっぽい顔をする。


    「びっくりすんだろ！」


    「無防備な姿を見ると、ついおどかしたくなるんだよな。しっかしお前、ソフト部女子を眺めながらボンヤリして、どうしたんだよ？」


    　気づいたら、女子部員が俺を見てクスクス笑っている。さっきの悲鳴を聞かれたのかもしれない。軽い会え釈しやくと苦笑で誤ご魔ま化かし、算太に向き直る。


    「で、何の用だよ？」


    　正直、くだらない質問に付き合う気分じゃない。　


    　すると算太が真顔で、


    「今日は、お前へのクエスチョンだ」


    「ん？　俺？」


    「最近、『怪しい光』がウワサになってるの知ってるか？」


    「え？　あ、ああ。そうらしいな」


    　おい、何言い出すんだ？　顔には出さないように気をつけて警戒する。


    　怪け訝げんな表情を浮かべる算太。


    「お前さぁ、キラービーっぽいヤツを見た夜……『波みたいな光が横切った』とか言ってたよな？」


    　あきらかに探りを入れられた。とにかく平静を装よそおうしかない。


    「……よく覚えてないけど、言ったかもな。それがウワサの光だっつーの？」


    「ああ……あとさ、鶴つる舞まいが光の剣で戦ったなんてことも言ってたよな？　あれ、本人に確認したのか？」


    「あ、あれ？　いや、あれな……」


    　しどろもどろになる。


    　算さん太たの眼まな差ざしが痛い。完全に疑われてる。どうする、どうすりゃいい？　鶴舞にまで疑惑がかかるのはヤバい。だったら──。


    「えっと、全部……イオの不具合だったっぽい」


    　機械のせいにする。


    　だが算太は納得いかない顔つきでジロリと睨にらんできた。


    「お前、何か隠してるだろ」


    「べつに……」


    　そっけない返答に、算太の眉まゆがぴくりと動く。


    「さっき実習棟から出てきたよな？」


    「っ!?」


    　尾行されてたのか!?　って、しまった。今、動揺が顔に出た。


    　算太の瞳ひとみに深い疑いが走る。


    「あんなところで何してたんだ？」


    「……いや、ちょっと」


    「最近コソコソしてたり、ずっと落ち着かない感じだよな？　初めは彼女ができたのかと思ったけど……違うだろ？」


    「……」


    　無言でうつむくことしかできない。


    「光やキラービーと関係あんのか？」


    「……」


    　算太の声に怒りが滲にじむ。


    「お前、『バイトしなくていい』つってたけど、まさか、人に言えないような……警察に捕まるようなことしてんじゃねえんだろうな？」


    「……」


    「なあ？」


    　詰め寄られても、何も言えない。


    　算太は俺が答えるのを待ち、苛いら立だたしげに頭をガリガリ掻かく。


    　運動部の掛け声が響き、調子はずれな吹奏楽部の演奏が聞こえる。ソフトボールが足元に転がってきて、俺の靴先にコツンと当った。


    　苦しい。


    　言ったら、楽になるのか？


    　いずれバレるなら、言ってもいいのか？


    　俺は特異体質に覚かく醒せいして電波が見えるとか、ジャムっていう化け物と戦ってるって……。


    「奏そう矢や。教えてくれ」


    「……勉強してる」


    　ウソが口をついて出た。


    「は？」


    「中間試験ヒドかったし、親に怒られてさ、だからバイトどころじゃなくて……」


    　言い訳がボロボロこぼれる。


    「うっせえ！　黙だまれ！」


    　爆発したように怒鳴られた。


    「あ……」


    「ムカつくわ！　勝手にしろ！」


    　算さん太たは吐き捨て、足早に去っていった。


    「…………」


    　バカだ。俺はどうしてあんなこと。


    「──すいません」


    　すぐそばで、ソフト部の女子が気まずそうな顔をしていた。


    　ハハッ……と泣きそうな顔で苦笑を返す。


    　すると女子は、俺の足元を指差し、


    「あのぉ、ボール……」


    「えっ？　あ……」


    　俺は転がっていたボールを拾って投げると、女子はキャッチして軽く頭を下げ、小走りでグラウンドへ戻っていく。そして彼女は俺を横目に見ながら、ほかの部員とこそこそ耳打ちし合った。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　傷心を癒いやしたくて、バスに乗らず、歩いて帰ることにした。


    　夕陽に赤く染まった蜂はち原はらタワーが遠くに見える。道沿いの広場では小学生のグループがワイワイ騒いでいる。イオを使ったＡＲゲームで、拡張現実にいるモンスターと戦っているんだろう。


    　俺は空を見上げて、大きく息を吐いた。


    「はぁ……算さん太たに、なんて謝りゃいいんだろ……」　


    　どう考えても俺が悪い。心配してくれてるのにあんなこと言ったら怒って当然だ。


    　算太と大おお喧げん嘩かしたのは小学校の低学年以来だった。原因はゲーム。俺があいつとの対戦に連勝してたら「卑ひ怯きようだ！」とか文句つけてきやがった。当時は真剣で「絶交だ！」なんて言ってたけど、いつの間にか仲直りしてて。今思うとかわいらしい。


    　あの頃に戻れたら、なんてな。


    　最先端の都市に住んでいることが自慢だった、


    　より良い未来を信じていた、


    　あの頃に戻れたら、


    「この街から出ろ」って伝えてやるのに。


    　ふと、広場で遊んでいる小学生を見た。


    　あの子たちも、いつかは覚かく醒せいしてしまうのかもしれない。いや、年々電波量は増えているんだから、リンクスが対策を打たないかぎり、確実にウェニアックになるだろう。だからって彼らに「イオを捨てなさい。今すぐ引っ越しなさい」とか忠告したら「変な人が来た」って逃げられるだろう。胡う散さん臭くさい市民団体と同じだ。


    　広場からワーッと駆け出てきた小学生が、全力疾走で俺を追い抜いていった。その小さな背中を見ていると、何もできない自分が、情けなくて、不ふ甲が斐いなくなる。


    　くそっ、俺は──。


    　大声で叫び走りたくなる衝動にかられたが、グッと押し殺した。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　翌日から、算太は目を合わせてくれなくなった。


    　険悪な空気を察したクラスメートに「ケンカでもしたのか？」と聞かれたが、根掘り葉掘り探られたくなかったので「ほっといてくれよ」と無愛想に答えた。


    　そしたら、クラス内で完全にぼっちになった。進級してからいつも算太といたせいで友人がいないし、この状況でほかのグループに入る気もないし。


    　まあ、詮せん索さくされたくないから、助かるけどな。


    



    　視聴覚準備室に行くのは算太の監視が怖かったので、イオの通話で鶴つる舞まいとやり取りをする。


    《鶴　舞》「∇香か流なれは元気になったから、もう心配いらないわ」


    　それを聞いてホッとした。


    《鶴　舞》「∇私が見舞いに来たことをすごく喜んでいたわね。『先輩から並々ならぬ愛を感じます』って……」


    《神かみ之の馬ま》「∇すっかり通常に戻ったな……」


    　香か流なれは復活したからいいとして、目先の問題は算さん太たが鶴つる舞まいの『光の剣』を気にしていたことだ。それを告げると鶴舞はエッとなり、


    《鶴　舞》「∇とくに彼から接触はされていないけど……最近ねちっこい視線を感じることがあるわ」


    　まさかあいつ、探偵ごっこでストーカーしてないだろうな？


    　不安になったが、本人に「尾行してる？」なんて確認しようものならますます激怒させるだけなので、鶴舞に「ジャムを退治するときはくれぐれも周りに気を配ってくれ」と頼んだ。


    《鶴　舞》「∇もちろんそうするけど……キミが撒まいた種なんだから、自分自身で決着つけなさいよ」


    《神之馬》「∇悪い。本当にそのとおりだ……」


    　すると鶴舞は、つらそうな顔をした。


    《鶴　舞》「∇……もし彼が私に聞きに来たら、二度と近寄らせないために、すごく傷つけることを言ってしまうと思うから……」


    《神之馬》「∇え？」


    《鶴　舞》「∇私だって、これ以上、誰かに嫌きらわれたくないの」


    　それを聞いて、俺は体育祭での一幕を思い出した。ケバい女子が鶴舞のことを「性格悪い」「見下してる」と、悪口言いまくっていたこと。


    　あれ、鶴舞の耳にも入ってたんだな。今さらながら、あのバカ女どもを注意してやればよかったと後悔した。


    《鶴　舞》「∇神之馬君には感謝しているわ。私がどれだけ毒を吐いて罵ののしっても、平気な顔で受け止めてくれるから」


    　平気じゃねえしムカついてるよ！


    　と思ったが、まあいいやと流す。


    



    　そして数日後の夜。


    　状況は何も好転せず、鬱うつ々うつとしながらベッドに転がっていると、ネットの海に潜っていたギルフィから【蜂はち原はらに新しい都市伝説が生まれた！】という件名のメッセージが届いた。


    　内容は──


    



    【キラービーに刺されると、異常行動を起こすキラービー人間になる】


    【キラービー人間は増殖する】


    



    「斜め上に発展しすぎだろ！」


    　キラービー人間って何者だよ？　蜂はちの格好してんのか？　刺されたら呪のろわれるんじゃなかったのか？


    　アホくさい。無責任に適当なことばかりいいやがって。


    「…………」


    　だが無視することもできず、イオで通話会議をすることになった。


    



    　千ち草くささんにはつながらず、それ以外のみんながモニターに映る。


    《ギルフィ》「∇この都市伝説の出どころを探ったんだが、言い出しが誰かは不明だ」


    　ネットを確認すると、蜂と人間を合成したくだらない雑コラ画像がＳＮＳに投稿され、校内クローズドＳＮＳ『スザクサークル』にもキラービーに関するコミュニティが立っていた。『市のマスコットキャラの座を追われたハッチーちゃんの呪い』という馬鹿げた話まで出ている。


    　ちょっとした祭りになっていたが、まあ、こんなのは昔からよくあることだ。だいたい一か月もすれば沈静化してしまう。


    《兎う　塔とう》「∇Ｂ級ホラーのクリーチャーみたいですね。『蠅はえ男おとこ』は知ってますが、蜂人間は初耳です」


    　香か流なれは表情も声もすっかり戻っている。立ち直り早いな。


    《神かみ之の馬ま》「∇でも、なんでこんな意味不明な話が生まれたんだ？」


    《鶴つる　舞まい》「∇都市伝説なんて伝言ゲームよ。『怪しい光』からキラービーが連想されて、背びれ尾ひれが付いただけでしょうね」


    　すると香流が怪談話でもするように、おどろおどろしく言う。


    《兎　塔》「∇キラービーというのは、ジャムのことですよね……。つまり、キラービー人間というのはジャム人間です……毒電波で形成された人間が……人を刺して増殖していく……」


    　鶴舞が苦笑して制する。


    《鶴　舞》「∇香流。本調子に戻ったのはいいけど、ジャムに攻撃されてもジャムにはならないわよ」


    《兎　塔》「∇ええ、でも、実在するとしたら、どのような姿なのかと思いまして……。やはり人にそっくりなのでしょうか……」


    《神之馬》「∇ジャム人間……」


    　想像して怖おぞ気け立った。


    　悪夢で見た、全身真っ黒になった姿。俺自身だと認識されず、忌いみ嫌きらわれる存在……。


    　都市伝説でよかった。


    　……いや、そうか？


    　この都市伝説が本当だったらどうする？


    《神かみ之の馬ま》「∇なあ、鶴つる舞まい。さっき『ジャムに攻撃されてもジャムにはならない』って言ったよな……？」


    《鶴　舞》「∇ええ」


    《神之馬》「∇攻撃され続けても絶対大丈夫っていう保証はあるのか？」


    《鶴　舞》「∇保証……？」


    《神之馬》「∇質問を変える。攻撃を浴び続けた人はいるのか？」


    　鶴舞はアッという顔をした。


    《鶴　舞》「∇それは……」


    　言葉を継げず、目を伏せる。


    　香か流なれは真顔になり、


    《兎う　塔とう》「∇奏そう矢やさんは、どうなるかわからないと言いたいのですね……」


    《神之馬》「∇ああ。俺らの症状って『電波高感受性症候群』だろ？　ジャムの攻撃は淀よどんだ電波なんだから、身体からだに影響あったって、おかしくない……」


    　誰も否定できず、黙だまりこんでしまった。


    　俺はベッドに転がったまま、あざとい微ほほ笑えみをたたえたエミちゃんのポスターをぼんやり眺ながめる。最近笑ってねえな、なんて思いながら。最後に笑ったのいつだっけな。


    　それより、エミちゃん大丈夫かな。ネットには、彼女が下着姿でＴシャツを振る動画が編集されて、音楽までつけられたりして、すっかり『旬の素材』になってしまっている。吐き気をもよおすような拡がり方だ。あれ、本人が見てなきゃいいけど……。


    　パンッ、といきなりギルフィが手を叩たたき、昂たかぶった声を出す。


    《ギルフィ》「∇大事なことを忘れていた！　ネットをディグる中で、ステキな副産物を手に入れたんだ」


    《神之馬》「∇副産物？」


    　みるみるうちにギルフィの顔がゲスくなった。


    《ギルフィ》「∇『流出動画』だ」


    　エミちゃんの件でうんざりしてるときに、よりによって動画かよ。


    《ギルフィ》「∇大問題の事故映像なんだ。全裸でヌルヌルのビクンビクンでさぁ……。舞まい羽はタリはアレを見たらどう思うだろうなぁ？」


    　こめかみをピクッとさせる鶴舞。


    《鶴　舞》「∇は？」


    《ギルフィ》「∇おやおやァ？　舞羽タリは『流出』と聞いて、どのようなものを想像したんだい？　教えてくれるかい？　やっぱり卑猥ンヒワインの脳内ピンク動画は一味違うんだろうなァ？」


    《兎　塔》「∇ひわいん、とはなんですか？」


    《ギルフィ》「∇卑ひ猥わいなヒロイン、略して……卑猥ン！」


    　モニターいっぱいにギルフィのキメ顔が映った。


    　うぜえ。


    　鶴つる舞まいが悔くやしそうに歯ぎしりをする。


    《鶴　舞》「∇通話じゃなければ、腐くさった脳天に鉄てつ槌ついを下せるのに……！」


    《ギルフィ》「∇フハハッ！　で、どんな『流出』だと思ったのかな？　ボクが発見したのは、コレだが……」


    【メッセージが届きました　＠ＦＲＯＭ　甚じ目もく耳じギルフィ】


    　動画へのリンクが載っている。


    　……しょうがない、確認してやるか。全裸って一八禁フィルタに引っかからねえのかな？


    　ちょっとドキドキしながらクリックする。


    「──ッ!?」


    　タンカーから原油が流出して、油でヌルヌルになった魚がビクンビクンしていた。


    　くそっ！　間違ってねえけど！


    　鶴舞や香か流なれも見たらしく、ア然としている。


    《ギルフィ》「∇舞まい羽はタリ～……まさかとは思うけど、エロ動画って思ってた？」


    《鶴　舞》「∇く……」


    　モニター越しに鶴舞の顔が赤くなるのがわかった。

  


  [image: ]


  
    《兎う　塔とう》「∇舞まい羽は先輩！　わたしは、先輩のどんな妄もう想そうでも受け入れますからっ」


    　フォローになってないぞ。


    《ギルフィ》「∇ところで、リビドー神かみ之の馬まは、どんな動画だと思っていたんだ？」


    《神之馬》「∇え、俺？　……もちろん、原油流出だよ」


    　すっとぼける。


    《ギルフィ》「∇なるほど、さすが神之馬。ウェット＆メッシーか」


    　なんだそれは。お笑いコンビっぽいが。


    　イヤな予感がするが。検索を……。


    



    ［ウェット＆メッシー］：（英）Wet And Messy／フェティシズムの一種／身体からだをさまざまな物で濡ぬらしたり汚したりする性的嗜し好こう／油、泥、絵の具などを使う：


    



    《神之馬》「∇ちげえよ！」


    　卑ひ猥わい王が暴走を始めたので、みんな通話を切った。


    「……ったく、ヤベエことになってんのに。あいつのせいで大事なこと一瞬忘れかけたわ……」


    　ふぅ、と大きなため息を吐ついて、俺はハッとした。


    「まさかギルフィ、重苦しい空気を変えようとして、アホな話を始めたのか？」


    　いや、そんな気が利きくヤツだっけな。


    　どちらにせよ、不安が積み重なっていくのは変わりのない事実だ。

  


  
    第六章／覚醒者The Awakening


    



    　『キラービー人間』の都市伝説が発生して一週間が経過。


    　初めは蜂はち原はら市内だけでの局地的な話題だったが、エミちゃんの放送事故や過去の通り魔事件と絡めておもしろがる層が全国で現れ、バカバカしいオカルトネタとしてさらなる拡がりを見せていた。


    



    　そして梅つ雨ゆも近づき、湿っぽい風の吹いた、ある夜。


    　自室でイオを使い、怪しい光の情報を探ってネットを徘はい徊かいしていたところ、『スザクサークル』内のコミュに、市外のネットワークにある匿とく名めい巨大掲示板サイトへのリンクが貼られているのを見つけた。


    　目を疑ったのは、スレッドのタイトル──。


    



    【晴はる日ひエミちゃん、キラービー人間に変身　ＰＡＲＴ１】


    



    「なんだよこれ……！」


    　ネット上に個人名を出して誹謗中傷する行為は、ＩＤで書き込みを特定されてしまう蜂原市民にとってはご法はつ度とだ。しかし、市外の人たちにそんな自主規制はない。エミちゃんが『露出系純白アイドル』として知名度が上がり『何をしてもいい素材』になっていたことが災わざわいした。


    　俺は苛いら立だちながらもスレッドに目をとおしていく。


    　その内容はフザけた妄もう想そうや推測ばかりで、キラービー人間になった証拠などいっさいない。


    　中には「晴日エミは学校を休んでる」「連絡が取れない」など、あきらかに白びやつ虎こ高校の生徒とわかるような書き込みもあったが、誹謗中傷の類たぐいではなく事実だから問題ないと思っているんだろう。


    　スザクサークルのコミュに戻ると、外部サイトへ誘導するＵＲＬが次々と貼られていく。どうやら画像や動画へのリンクらしい。


    　気が進まないが、クリックする。


    　──見た瞬間、あまりの悪意に身み震ぶるいした。


    　悪ノリしたネット住人どもが、エミちゃんと蜂はちを合成していた。


    　放送事故のときにひっくり返って見えた純白のパンツから蜂の毒針が飛び出し、「エミは露出大好きハァハァ」「見られると興奮しちゃう☀」なんてセリフが入れられている。


    　半裸でＴシャツを振っている動画を利用したＭＡＤは、エミちゃんの背中から蜂の羽が飛び出し、顔に触角や複眼を移植され、悲鳴の音階を編集してヒット曲を唄うたわされているものまである。


    　でき損ないの現代アートみたいな悪趣味な怪物が、いくつもいくつも作られていく。


    　作るほうも許せねえけど、こんなのリンク貼って紹介すんなよ。「自分が作ったんじゃなければＯＫ」とか「おもしろいから共有」みたいな感覚だろ。


    　三流夕刊紙以下のクズみたいなネタが、市外から逆輸入の形で入り込んでくる。


    　煮えくり返るような憤いきどおりを覚え、見るのをやめた。


    「もしこんなのエミちゃんが見たら……ショックどころじゃねえぞ……」


    　彼女と直接話したいが、連絡先がわからない。白びやつ虎このアジトで会ったときにＩＤ聞き出しておけばよかった。


    　壁に貼られたエミちゃんのポスターを見る。


    　あざとい笑顔に、胸を締めつけられる。


    　だが、今の俺にできることは、白虎の連中がエミちゃんを守ってくれるのを願うだけだった。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　バスの車窓から見える空は厚い雲で覆おおわれ、しとしと雨が降っている。


    　今日から梅つ雨ゆ入りしたらしい。まとわりつくような湿気に毎年憂ゆう鬱うつにさせられるが、今年は輪をかけてどんよりする。


    「──晴はる日ひエミってさぁ～」


    　乗り合わせた朱す雀ざく高生が雑談している。内容は聞くまでもない。


    　はぁ。


    　会話を耳に入れたくないので、音楽聴き放題アプリを起動した。


    【♪♪♪今の気分を選んでください♪♪♪】


    　数あるチャンネルの中から『気分が晴れる曲』という身みも蓋ふたもない選択をする。


    　耳元で明るく軽快なポップスが流れ出した。


    　こんなので晴れりゃ苦労しないがな。


    　エミちゃんの話をしていたヤツらを見ると、イオのジェスチャー操作をしながらニヤニヤと口元を緩めている。くだらないコラ画像でも見ているんだろう。この調子だと、教室でも絶対話題になるな。休憩時間は音楽アプリで耳を塞ふさぐことになりそうだ──。


    　ヴヴッ


    　ん？


    　ジャムの発生ノイズが音楽を突き抜け、直接脳に響いた。ゾワッと心がざわめく。


    　近くにいるのか？


    　窓の外に目を向け、ジャムを探す。


    　すると、道沿いにある基地局のそばに、傘かさもささずに突っ立っている黒い影がいた。輪りん郭かくが安定せず、砂鉄が蠢うごめくように微弱にブレている。身体からだの上下に、灰色の縞しま模様が二本ある。それはあきらかに景色から浮いている。


    　人間型のジャムか？


    　バスとすれ違いざまにそれは顔を上げ、漆しつ黒こくの顔面にある眼がん窩かから、虚きよ無むの視線をぶつけてきた。


    　瞬間、それの背後の空気が揺らぎ、


    　時間が止まったような感覚がして──。


    　景色とともにそれは流れていった。


    「…………」


    　消えていた明るい音楽がフッと蘇よみがえり、現実に引き戻される。


    　ジャムが視界に入っているあいだ、俺は不安なのか恐怖なのか判別できない不ぶ気き味みな感情に包まれていた。


    　なんだったんだろうか？


    



    　妙な胸騒ぎを感じるまま、学校に到着した。


    　教室に入ったとたん「エミ」と聞こえてきたので、さっそく音楽アプリの世話になる。ぼっちが板についてきたのか、声をかけてくる人はいない。算さん太たも俺をスルーして席についた。こうして空気のようになっているのは気が楽だが、寂さびしくもある。


    　イオの通知が鳴り、


    【視聴覚準備室グループにメッセージが届いています　＠ＦＲＯＭ　鶴つる舞まい舞まい羽は】


    　とポップアップした。表示すると、


    【晴はる日ひさんのコラ画像、確認したわ。放課後、視聴覚準備室に集まりましょう】


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　今日も一日勉強に身が入らないまま、帰りのホームルームが終わった。


    　学校に来てる意味あんのかな、なんてドロップアウトしそうな疑問を覚えつつ、視聴覚準備室へ行かねばと気持ちを切り替える。ここでこないだみたいに算太に尾行されたら厄やつ介かいなことになる。そこで様子を窺うかがおうとチラ見すると、


    　バチッと視線がぶつかった。


    　あっ！


    　思わず顔を背そむけてしまう。


    　しまった。反射的だったとはいえ、今のは怪しまれただろう。話しかけないでくれと祈りながら、うつむいてイオを操作するフリをする。


    「……」


    　しばらくしてあいつの席を確認すると、すでに教室からいなくなっていた。


    　完全に呆あきれられたか。しょうがないよな。


    



    　いちおう算さん太たを警戒し、遠回りしながら視聴覚準備室へ向かった。時折後ろを確認するが、ついてきていない。ホッとする反面、嫌きらわれるまでウソを吐つき続けた罪悪感に襲おそわれる。


    



    　実習棟の寂さびしい廊下を進む。


    　小さな虫の羽音のようなサアアアという雨の音が静かに反響している。窓の外を見上げれば、鈍にび色いろの空に緑や灰色の電波光が飛び交っている。色の種別による感情は『悪意』と『悲哀』だ。俺自身その影響を受けているのか、嫌いやな感じの胸騒ぎがして落ち着かない。


    「神かみ之の馬ま君」


    　ふいに声をかけられ、ドキンとして振り向いた。


    　そこにいたのは、鶴つる舞まいだった。


    「どうしたの？　ブロブフィッシュがマシンガン喰らったような顔して」


    　どんな顔だか想像もつかねえよ。


    　っていうか尾行を警戒していたのに、いつの間に背中を取ったんだ？　こいつは忍者かアサシンか。


    「香か流なれとギルフィはもう着いているみたいよ。千ち草くささんは相変わらず不在らしいけど」


    　廊下を歩きながら鶴舞とエミちゃんの件について話す。


    「にしても、あのコラ画像はヒドすぎるよな？　もし蜂はち原はら市民が作成したら一発でレッドカードだろ。拡散する側がわにも規制入れるべきだって」


    「……私、嫌な予感がするのよね。学校だけでもかなりの電波が飛んでいて、ネットで話題になっているということは、当然──」


    　ヴヴヴッ


    　俺と鶴舞は同時に顔を見合わせた。


    「ジャム!?」


    「すぐ近くに……！」


    　視界の端、窓の向こうに佇たたずんでいる黒い影。


    「あれか！」


    　そいつは降りしきる雨の中、彫像のように身動きせず突っ立っている。


    　バスで見かけたのと同じジャムか？　ともかく、さっきから俺の心を不安にさせていた根源だろう。


    　鶴つる舞まいがカバンを投げ出し、廊下の窓をガラリと開けた。


    「行くわ」


    「こっから!?」


    「雨も降ってるし人もいないわ」


    「だからって──」


    　俺の制止も聞かず、鶴舞は窓枠に手をかけてヒョイと足を載せジャンプする。ふわりとスカートを翻ひるがえらせて、外に飛び出した。


    「ありえねえ……」


    　ウダウダ思っているうちに鶴舞はジャムへと駆ける。


    　くそっ、算さん太た来んなよ！


    　俺も荷物をその場に置いて、窓を乗り越えた。


    



    　生ぬるい雨に打たれながら、俺と鶴舞は人間サイズのジャムに対たい峙じする。そして、ブンブンと鈍にぶいノイズをあげるソイツの姿を間近で見て、息を呑んだ。


    　今朝、砂鉄のようだと思った輪りん郭かくの蠢うごめきは、ミツバチのような細かいジャムの大群が身体からだを形作っていたからだった。そして縞しま模様に見えた二本の灰色は、下着の上下。さらに腹部には、歪ゆがんだ☀のマークがある。


    「[image: ]ミ[image: ][image: ]テ～！　ヌグ[image: ]ダーイスキ！」


    　この悪意の塊かたまり……間違いなく、エミちゃんのジャムだ。『脱ぐ』って、露出が強調されてるのか。最悪だ。


    　鶴舞はスマフォを構え、光の剣を出す。校内でスマフォなんて使いたくないが、あたりに人はいないし、一匹くらいサクッと片付ければ平気だろ。


    　戦闘準備をしようとしたそのとき、


    　ジャムが強引に編集された動画のようにカクカク動き、


    　ヴヴヴヴヴヴ！


    「[image: ]ミゴウフ[image: ]ジチャウ～～バァバ[image: ]!!」


    　コラ画像と同じように、パンツを突き破って鋭するどい針がニュッと飛び出た。変形はそれだけにとどまらず、腕が四本に分裂し、背中から羽が生えて左右にブワッと大きく広がった。


    「なっ!?」


    　異様な姿に、全身鳥肌が立つ。攻撃を仕掛けた鶴舞もビクリと手を止める。


    　ヴンヴンとジャムは耳みみ障ざわりなノイズを鳴らし、高速で羽ばたく。


    「飛ばれたらマズい！」


    　鶴舞が地面を蹴けって斬きりかかる。俺も動転しながらロックオンを急ぐが、


    　シュバッ──


    　一手早くジャムが鋭するどい針を射出。


    「くッ！」


    　剣を振り上げた鶴つる舞まいの腹部をかするも、鶴舞はひるまずに全力で斬きり下ろす。


    「イ[image: ]キ[image: ]ヤダダダダ！」


    　ジャムの片側の羽が灰緑の粒子を撒まき散らしながら宙を舞った。


    「神かみ之の馬ま君！」


    「任せろ！」


    ／緑→赤→青→黄六→紫／5-chain+2／45／


    　光球がジャムの頭部や胴体を直撃。灰色の下着を貫つらぬき、黒い霧きりが飛び散る。


    「キ[image: ]……」


    　ヴヴヴヴ……ヴ……。


    　ジャムは粉ふん塵じんとなり、雨に溶けて消えた。


    　ふぅ、と鶴舞は一息つく。


    「こんなジャムまで出てきてしまっては、早く対策を打たないと……」


    「いや、もうけっこうヤバイかも……」


    「え？」


    　きょとんとする鶴舞に、今朝バスから目撃した光景を教えた。


    「朝からいたの……!?」


    　鶴舞は厳しい顔つきで眉み間けんにシワを寄せる。


    「すでに市内各地に出現しているかもしれないわね……」


    　とりあえず視聴覚準備室に行って話すことにした。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　香か流なれが鶴舞を見たとたん、喚わめいた。


    「先輩！　なんで濡ぬれてるんですか!?　ついでに奏そう矢やさんまで!?　どこで何してたんですかっ!?」


    　ギルフィが包帯を巻いている右手で、眼め鏡がねをクイッと持ち上げる。


    「屋外で秘め事をお楽しみだったのかなァ？」


    　俺と鶴舞は危機感ゼロの反応にうんざりしつつ、事情を説明した。


    「──ジャムですか!?」


    　さすがに状況を察したらしく、二人とも真ま面じ目めな顔つきになる。ギルフィも困惑し、


    「ネットの悪意がキラービー人間を創り出したというわけか。問題なのは、いつ自然に沈静化するかわからないところだな……」


    　そのとおりだ。ウェニアック覚かく醒せい者しやたちによって『怪しい光』が書き込まれたのだから、ジャムも例外ではない。ジャムの目撃情報が増加すれば、エミちゃんがキラービー人間だという都市伝説が加速する。


    「騒ぎを収めるには、晴はる日ひエミ本人が表に出て、自分の口ですべてを否定するしかない。放送事故は、全部演技・演出だったと。ボクはそう思うが……」


    　俺は半分同意しつつも、首を横に振る。


    「それは彼女の精神状態を考えると不可能だろう。それに加えて雫しずくは『街にジャムが増えた方がいい』というスタンスだろ？　なおさら無理だ……」


    　鶴つる舞まいが濡ぬれそぼった髪をかきあげる。


    「ともかく、少しずつでもいいからジャムを退治しないと。私はこれから巡回に向かうわ」


    　香か流なれが椅い子すを蹴けるように立ち上がる。


    「わたしも行きます！　今回の発生は、わたしにも責任があります……！」


    「ボクも、蜂はち原はらのネットガーディアンとして動かざるをえないな。では、呪のろわれし右手の封印を解くか……くぉっ……右手が勝手にっ……！」


    　ギルフィが体育祭以来巻き続けていた右手の包帯をしゅるしゅると外した。傷どころか、かさぶたひとつない。「完治してんじゃねえか」という突っ込みを入れたいが、リアクションが面倒くさそうなのでスルーした。


    「じゃあ、四人で手分けして南区の基地局を回りましょう」


    　鶴舞の提案に香流が食いつく。


    「二人一組ではないのですか？」


    　同行したがる香流を説得し、東西南北の四手にわかれた。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　今朝ジャムを見かけた基地局にやってきたが、すでにいなかった。


    　半日経ってるし、どこかに飛んでいったんだろう。


    　だが、基地局を中継して緑や灰色の電波が飛び交っているので、発生の可能性を考えてしばらく待つことにした。


    　近くに雨宿りできるような軒先がないので、傘かさをさして道路の端から観察する。雨が降っているせいか歩いている人影はなく、ときどき車がとおりすぎる程度だ。じめじめした梅つ雨ゆ特有の湿気が身体からだにまとわりつく。


    　しかし、傘をさしながらスマフォを操作するのは腕が疲れる。左右持ち替えるわけにもいかないし。これだけ文明が発展しているのに、どうして傘はハンズフリーに進化しないんだろうか。そういえば以前『ヘルメットの上に空気噴出口をつけ、空気の膜で雨を弾はじき飛ばす』なんて発明品もあったが、まったく流は行やらなかった。これから雨の日はレインコートにすべきかと思ったが、バス通学でレインコートにしたら家族に疑われそうだ。


    　──ん？


    　視線を感じた。ジャムじゃない。


    　道の向こう側、傘かさもささずズブ濡ぬれになっている誰かに見つめられている。幽ゆう霊れいのようで一瞬ゾクリとしたが、


    「え……？」


    　エミちゃん？


    　目を凝らすと、やはり本人だ。走ってきたらしく肩で息をしている。


    　俺は慌あわてて駆け寄り、声をかけた。


    「どうしたの!?」


    　彼女は涙目で動揺し、すがるような顔つきで口を開く。


    「ジャムが！　ジャムが、追っかけて、近寄ってくる……！　アジトにいたら、湧わいて出てきて……逃げて……！」


    　ひょっとして、ジャムが本人に寄ってきてんのか？　もしエミちゃんがジャムに捕まったら、どうなるんだ？　まさか、本当におかしくなったりしないだろうな。


    「助けて……助けて……」

  


  [image: ]


  
    「雫しずくは助けてくれなかったのか？」


    「知らない！」


    「ねえ……」


    「わかんないっ！　もうやだぁ！」


    　混乱していて話にならない。一度落ち着かせないと。


    「と、とにかく、ここじゃなんだから、学校に……」


    「ひッ！」


    　その瞬間、彼女の顔が急激に凍りついた。


    　ヴヴヴッ


    　後ろからジャムの発生音が。振り返ると、


    「!!」


    　例のジャムが針を剥むき出しにして揺らめいていた。


    「ハ[image: ]ハ[image: ]エ[image: ]モット、[image: ]グ～」


    　マジかよっ!?　やるしか！


    「傘かさ持ってて！」


    　俺はエミちゃんに傘を握らせ、急いでスマフォを構える。が、


    「[image: ][image: ]ヘンタ[image: ]アイド[image: ][image: ]ノ～」


    　俺の攻撃より早く、ジャムの放った黒い毒針が太ももをかすった。


    「痛いてぇっ！」


    　体勢を崩くずしかけたが、なんとか踏ふん張る。


    「やだっ！　やだぁあああ！」


    　エミちゃんは目を血走らせ、傘をぶん回す。


    　ジャムはエミちゃんに狙いを定め、針先を向けた。


    「パ[image: ]ヅアゲル[image: ]～！」


    「テメェいい加減にしろっ！」


    　ロックオンし、雨に濡ぬれたスマフォのディスプレイに指を走らせる。


    ／緑→黄→青→紫／4-chain／30／


    　仮想現実の魔法少年が、四つの光球を放つ。


    「[image: ]シュツギモヂ[image: ][image: ]～」


    　同時に、ジャムは毒針を射出した。


    　光球のひとつが針と衝突し消滅。残りが両羽を破壊する。


    「[image: ]ヤ[image: ]ァ[image: ][image: ][image: ]ン」


    「消えろ！」


    　追撃──！


    ／青→黄六→紫／3-chain+2／22／


    　うなりをあげて飛んだ光球がジャムの腹部をブチ抜く。


    「[image: ]ク～～ハ[image: ]ハァ[image: ]ァ[image: ]」


    　ジャムはガクガクと痙けい攣れんしたように輪りん郭かくを揺らし、霧む散さんした。


    　よしっ！


    「エミちゃん！」


    　振り向きざまに呼びかける。


    　真っ青な顔をした彼女は口を手で押さえ、目を見開き、がたがたと震ふるえている。


    　そりゃキツいよな、自分のジャムを見て、しかもそれがあんなだから。


    「ねえ、大丈夫だから、行こう……」


    　俺が手を差し伸べると、彼女は、車道へゆらりと踏み出し、


    「え？」


    　走ってきた小型バスに、自みずからぶつかるように、正面に立った。


    　急ブレーキの音が響き、自動運転で回避しようとしたタイヤが水しぶきをたてて地面をこする。


    　ドン。


    　と、鈍にぶく重い音。


    　バスは回避しきれず、側面でエミちゃんをかすった。それでも衝突の衝撃は大きく、彼女は壊こわれた人形のように濡ぬれた路面に転がった。


    　えっ……？


    　バスから運転手が青い顔で駆け出た。


    　ハッと我われに返る。


    「エミちゃん！」


    　俺は慌あわてて彼女の目の先にしゃがみこむ。額ひたいから血が流れ、路上の雨水が赤く濁っていく。手も足も傷つき、血にまみれている。


    「大丈夫か!?」


    「……エ……」


    　彼女は、わずかに目を開け、声を絞り出した。かろうじて意識がある。


    「……うん」


    「……エミ……は……」


    　エミちゃんは光を失いそうな目で血まみれの手を見つめ、震える声でつぶやいた。


    「……もう、死にたい……」


    「そ、そんなこと、言うなよ……！」


    　俺は彼女の手をしっかり握る。指先まですっかり冷えきっている。


    「──あっ!?　晴はる日ひエミじゃね!?」


    　下品な声。


    　バスから降りてきたらしき朱す雀ざくの男子数人がエミちゃんをジロジロ見ている。指のジェスチャーで、イオで写真を撮ったのがわかった。


    「撮んなよ！」


    　俺は声を荒らげ、男子に詰め寄る。


    「へ？」


    「撮んなって！」


    　ヤツらは俺の勢いに戸惑いながらも「なんで必死なんだ？」「ファンじゃね？」などと嘲ちよう笑しようする。あまりにムカついてつかみかかりそうになったが、なんとか抑おさえ、拳こぶしを握りしめた。無神経なのはこいつらだけじゃない。バスの窓から無数の視線がエミちゃんへ注がれている。


    　エミちゃんは苦しそうに、うめきとも嗚お咽えつともとれない声を漏もらす。


    「う……うぅ……」


    　子犬みたいにかわいい顔は、血と涙と雨でぐちゃぐちゃになっている。俺は傘かさを彼女の前に置き、下劣な視線から守ることしかできない。歯を食いしばり、感情が溢あふれそうになるのを必死で堪こらえる。


    　周りの人間はざわめき、遠くからサイレンの音が響く。バスの中から放たれる電波光が、基地局を経由し空の彼方かなたへと飛んでいった。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　彼女が救急車で中央区市民病院に運びこまれたあと、俺は目撃者として蜂はち原はら市警の警官に状況を話した。


    　ウソを言ってもドライブレコーダーの映像でバレてしまうので、正直に、事故直前の彼女の様子がおかしかったこと、そして自みずからバスに飛び込んだことを告げた。ただし、ジャムを見たことについてはいっさい触れない。


    　警官はエミちゃんのＩＤ照会で、彼女が放送事故を起こしたことを把は握あくしていた。ただし、ウェニアックに覚かく醒せいしたことはまったく知らないようだった。彼女の容態を尋たずねると「軽度の骨折で、命に別条はない」と教えてくれた。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　警察の相手を終え、一八時過ぎに視聴覚準備室に戻った。


    　すると俺から連絡を受けたみんなが集まっていた。だが、やはり千ち草くささんはいない。


    　鶴つる舞まいが取り乱し気味に声を上げる。


    「くわしく教えて！」


    「ああ……」


    　俺は、ズブ濡ぬれの彼女を見つけたところから事細かに伝えた。みんなつらそうな顔で頷うなずき、黙だまって耳を傾けていた。


    「……また、助けられなかった……」


    　頭を抱かかえ、うなだれる鶴舞。


    　きっとウェニアックであることに耐えられず転校した人と重ねているんだろう。


    「なあ、ひとりで抱えすぎんなよ……」


    　俺が声をかけると、鶴舞は顔を伏せたまま「ええ……」と力なく返事をした。


    　すると香か流なれが立ち上がり、涙目で訴える。


    「舞まい羽は先輩は悪くないです！」


    「香流……」


    　顔を上げる鶴舞。


    「やっぱり全部わたしが、悪かったんです。白びやつ虎こと戦ったとき、わたしが足を引っ張って迷惑かけてなければ……勝って晴はる日ひさんを守れたかもしれないのに……」


    　香流はわなわなと震ふるえる。


    　だがそれに対して、俺は思ったことがある。


    「香流のせいじゃない」


    「え？」


    　みんなの視線が俺に集まる。


    「仮に俺らが白虎に勝っていたとしても、それとは無関係に『怪しい光』の目撃情報は頻ひん発ぱつしただろうし、『キラービー人間』の都市伝説は街に溢あふれたはずだ。結局、彼女が放送中に覚かく醒せいしてしまった時点で、ジャムが生まれる下地ができていた」


    　鶴舞が納得したように頷く。


    「そのとおりね……だから香流、思い詰めないで」


    「……すみません……」


    　香流は力なく腰掛け、祈るように両手を胸の前で合わせる。そんな彼女を見ていると、俺の口から自然と言葉がこぼれた。


    「助けられなかったのは、俺だよ……」


    「奏そう矢やさん？」


    「ジャムなんか倒してないで、手をとって逃げるべきだったんだ……。俺、彼女の目の前で、ジャムを撃うち殺した……」


    　彼女の「死にたい」という声を思い出し、胸が引き裂さけそうになる。


    　すると鶴つる舞まいが俺を見つめ、首を横に振る。


    「その状況だったら、私もジャムを倒していたと思う。キミは悪くない」


    　俺は素直にありがとうとは言えず、


    「慰なぐさめてくれるとは、珍しく白舞まい羽はだな……」


    「何よそれ。うるさいわね……」


    　苦笑する鶴舞。


    　ギルフィが苛いら立だたしげに頭をばさばさと掻かく。


    「それにしても白びやつ虎この連中は何をやっていたんだ？　いたいけな少女を守るどころか、見殺しにするとは」


    　そうだ、雫しずくはどうしているんだ？　自殺しようとしたことは伝わっているのか？


    「雫に連絡を取ってみる」


    　俺がそう言うと、


    「私も通話に加えて」


    　鶴舞が憤いきどおりを見せる。


    　そして、二人で雫にモニタートークを発信すると、数秒後につながった。


    《黒くろ　笹ざさ》「∇なんだ？」


    　いつもどおりの、体温を感じさせない声。モニターに映った背景はアジトのようだ。落ち着き払った様子からすると、事件を知らないのかもしれない。


    《神かみ之の馬ま》「∇連絡したのは、晴はる日ひエミの件だ」


    《黒　笹》「∇ああ、朱す雀ざく高のそばで轢ひかれたらしいな」


    　他ひ人とごとのように返された。


    《鶴　舞》「∇知っているのね」


    《黒　笹》「∇団員から報告は受けている」


    《神之馬》「∇だったら、なんで平気でいられんだよ!?」


    　俺が食ってかかっても、雫は受け流す。


    《黒　笹》「∇エミの行動は、ある程度予想できたからな」


    《鶴　舞》「∇予想？　自殺を……」


    　雫は頷うなずき、淡々と話す。


    《黒　笹》「∇覚かく醒せいしたばかりで混乱していたあいつは、ネットの騒ぎを知り、完全に気が滅め入いっていた。いや、病んでいたと言うべきか。そこへ追い打ちをかけるように、自分のジャムに出会ってしまった。狼ろう狽ばいして泣き喚わめき、ひどいものだった。もともと情緒が不安定だったようだが、こんなにも心が脆もろいとは思わなかった」


    《神之馬》「∇なあ、白虎は何のために集まってんだ!?　互いに助け合うんじゃないのか!?」


    《黒　笹》「∇あいつを救えなかったのは貴様らのほうではないか？　違うか？」


    《神かみ之の馬ま》「∇それは……」


    　反論できない。アジトで敗北し、助けを求めて来たのに何もできなかった。


    　雫しずくは冷たい口調で続ける。


    《黒くろ　笹ざさ》「∇エミには将来我われ々われの広告塔になってもらいたかったんだがな……残念な結果に終わってしまった。ウェニアック云うん々ぬん以前に、人間として欠陥品だったようだ」


    　虫むし酸ずが走る。哀かなしんでないどころか、蔑さげすんでやがる。


    《鶴つる　舞まい》「∇あなた、彼女をなんだと思っているの！」


    　鶴舞が激怒した。だが雫は軽く嘲あざけるように言う。


    《黒　笹》「∇舞まい羽は……怒りの矛ほこ先さきを我々に向けるのは、違うんじゃないか？」


    《鶴　舞》「∇なにが!?」


    《黒　笹》「∇エミが自殺をしようとした原因はなんだ？」


    《鶴　舞》「∇原因って──」


    　鶴舞は一瞬考えたのち、ハッと口をつぐんだ。


    　どうしたんだ？


    　なら、俺が代わりに答える。


    《神之馬》「∇原因はリンクスだよ。ウェニアックに覚かく醒せいしたからだ」


    　すると雫は鼻で笑った。


    《黒　笹》「∇勘違いも甚はなはだしい。直接の引き金は、旧人類オールドタイプの悪意だろう」


    《神之馬》「∇あっ……」


    《黒　笹》「∇旧人類オールドタイプは『キラービー人間』というくだらぬゴミを創り、エミを化け物扱いし、心をずたずたに切り裂さいた。この街の住人からしたら、自分に無関係なものは、退屈な日々を刺激するネタのひとつにすぎない。『怪しい光』も同じだ」


    　俺自身がそうだった。


    　電波光をＵＦＯだと思い、ハバネロ級のアツさを感じていた。


    《黒　笹》「∇では、もし旧人類ヤツらがウェニアックの存在を知れば、どうなる？」


    　ロクなことにならないのは、おおよそ想像はつく。


    　だが俺も鶴舞も答えず、雫の言葉を待つ。


    《黒　笹》「∇旧人類ヤツらは我々を『平和を脅おびやかす危険物』として見なすだろう。我々が害を及ぼすか否いなかなど関係ない。正体不明のものを恐れ、感染しなくても『隔離しろ』と騒ぎ、石を投げられるだろう。イオの仮想現実に慣れすぎて現実に対する想像力が欠けつ如じよしているのだ。そんな馬鹿どもを舞羽は救おうとしている」


    　言葉の端々から、街の人々に対する怒りを感じる。


    《黒　笹》「∇まあ、平安都市でぬくぬくと育ってきた貴様らには理解できないか」


    　俺は以前鶴舞から聞いたことを思い出した。


    　雫しずくは幼少時から電波が見えていたが、当然誰からも理解されず、気味悪がられ異常者扱いされた。そして家でも学校でも避けられ居場所がなかった。だから工場団地に逃げ込んだ、と。


    　しかし、そうなると気になることがある。


    《神かみ之の馬ま》「∇雫。お前が数年前に家を出たのは知っている……しかし、これまでどうやって生きてきたんだ？　リンクスがジャム退治で報酬をくれるようになったのは、ここ一、二年のことだろう？」


    　居住区に住んでいた招かざる法令違反の人と同じように、他都市へ最新機器の横流しでもしていたのかと思ったが、予想外の答えが返ってきた。


    《黒くろ　笹ざさ》「∇リアルマネートレードＲＭＴだ」


    　イオのゲームで荒あら稼かせぎし現金に替えていたと雫は続けた。


    《黒　笹》「∇これでも元世界ランカーでね。旧人類オールドタイプの馬鹿さ加減に苛いら立だって見境なくプレイヤーキラーＰＫをしていたら、三年前にアカウントを強制削除された。殺しまくったお陰かげで伝説扱いされているようだな」


    　削除された伝説のプレイヤーキラーＰＫって、まさか──。


    《神之馬》「∇『千人殺しのランスロット』はお前だったのか!?」


    《黒　笹》「∇そうだが。ひょっとして、貴様、私に殺やられたうちのひとりか？　まあ、雑ざ魚このことなど覚えていないが」


    　こいつの戦闘が非情なのは、ゲームのように考えてるからかもしれない。


    《神之馬》「∇……しかし、プレイヤーキラーＰＫ以前に、リアルマネートレードＲＭＴは違法だろ？　イオを使っている以上、一度でもやったらアカウント停止は免まぬがれないはずだが」


    《黒　笹》「∇もちろんリンクスから何度も警告されたが、見み逃のがされていた。おそらく、私の親が都市計画から弾はじかれて失業したという境遇への温情だろうな」


    《神之馬》「∇失業？」


    《黒　笹》「∇植物工場で働いていたが、完全ロボット化によって要らない人間となった」


    　コンビニをクビになった俺と同じ理由か。


    《黒　笹》「∇父は蜂はち原はらに住むために前の仕事を退職したらしいが、自分は失職し、娘は覚かく醒せい……とんだ『より良い未来』だな」


    　雫はハハッと自じ嘲ちようし、


    《黒　笹》「∇少し話しすぎた。これから起きることを期待して、気持ちが浮ついているのかもしれない」


    《鶴　舞》「∇何をするつもり!?」


    《黒　笹》「∇私ではない。旧人類オールドタイプが自みずから災わざわいを招くのだ。エミの自殺未み遂すいが騒ぎになれば、ジャムがさらに増殖する。果たして、平和ボケした街にどのような影響を及ぼすか？　リンクスの想定外の事態にでもなれば、我われ々われの力がますます必要になる」


    《神かみ之の馬ま》「∇おい、そんなこと──」


    《黒くろ　笹ざさ》「∇高みの見物といこうか」


    　雫しずくは一方的に通話を切った。


    「……マズいな」


    　俺がボヤくと、ギルフィがげんなりして言う。


    「悪い知らせだ。さっそくネットでは晴はる日ひエミの自殺未み遂すいが話題になってるぞ」


    　確認すると、ニュースや目撃情報、そして事故現場の画像が次々載せられていた。


    「これらは事実だから、リンクスも削除や規制はできないな……」


    　鶴つる舞まいは悔くやしげに口元を歪ゆがめる。


    「拡散を食い止めるなんて、私たちには不可能……」


    　できることなど、出現するジャムを倒すという対症療法しかない。


    　真っ暗になった窓の外を、流星群のような電波光が「捕まえてみろ」と言わんばかりに飛び交っている。


    



    　しばらく話したが解決策は見当たらず、俺たちは言葉少なに帰途についた。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    「お兄にい、顔色悪いよ？」


    　家に帰ると、自室の前で会った美み合あに指摘された。


    「べつに何ともねえ」


    　相手をするのが面倒くさいのでスルーしようとすると、


    「つらいのはわかるけど、元気出しなよ」


    　思わず足を止めた。


    「……は？」


    「美合はぜーんぶ、お見通しだから……」


    　いつものウザいやり取りだが、なんだか哀かなしげなのが引っかかる。まさか、キラービーやウェニアックのことを探ってこないだろうな？　内心緊張しながら、言葉を待つ。


    　すると美合は、


    「大好きなアイドルが、事故に遭ったんでしょ」


    「え……」


    　こいつ──こういうのが拡散させるんだろ。


    「ほっとけよ！」


    「え、あ……」


    　俺が大声を出したせいか、美み合あは狼狽うろたえた。


    「お前、晴はる日ひエミのこと詮せん索さくするなよ。ネットも見るな。話題に出すな。黙だまってろ」


    「あの、その……！　ごめん、違うの……」


    「うっせえ」


    　吐き捨てると自室へ入り、拒絶の意思表示でドアをバタンと強く閉める。


    



    　カバンを放り投げ、制服のままベッドに寝転んだ。ポスターの中のエミちゃんが、俺にあざとく笑いかける。


    　あのときの光景が、まざまざと目の前に蘇よみがえる。


    　助けを求める顔、


    　雨で滲にじんだ血、


    　傷ついた彼女を撮影する無神経なバカども。


    「くそっ……」


    　俺らの苦悩なんて誰もわかってくれない。


    　ウェニアックを生み出したこの街も、彼女を追い詰めたヤツらも、天災でも起きて跡形もなく壊こわれてしまえばいいのに。


    　どうして俺は無力なんだよ。


    　電波を知覚できたって、ジャムを退治する以外何の役にも立たない。電波を自在に操あやつってネット網を支配できればいいのに。もし俺らがジャムの発生を管理して飼い馴ならせれば、現実世界の脅きよう威いになるかもしれない。たとえばアンチウイルスの会社がウイルスをばら撒まくみたいに、俺らでジャムを生んで、バカどもを襲おそわせて、俺らで片づけてやる。


    



    　──って、俺はまた、雫しずくみたいなことを思ってしまっていた。


    「駄だ目めだろ……しっかりしろよ……」


    　でも、この先、どうやって生きていったらいいんだ？


    　今の最悪な状況が続けば、遅かれ早かれ、俺たちの存在は世に知られるだろう。いつ何がきっかけで正体がバレるかわからない。そうなったら、いったい旧人類はどういう反応を示すだろうか？


    　とにかく、もはや「隠して穏おだやかに暮らす」なんて甘い考えは、粉々に砕くだけ散った。


    　ならば、蜂はち原はらから遠く離れて……親を説得して、電波の少ない離島や過か疎そ地ちへ転校すれば苦しまなくてすむか？


    「……いや、どうしようもない……」


    　いくら過疎地だってネットはある。ウェニアックの存在が発覚したあと、俺が蜂原から逃げて来たってウワサが広まれば、同じだ。


    　どこへ行っても運命から逃のがれられないのならば、この街でウェニアック同士集まって協力しあうべきなんだけど、力を持った雫しずくが破滅思想では団結が悪い方向に働いてしまう。


    　俺だって蜂はち原はら市民なんだから『より良い未来、より良い幸福』を享受する権利はあるはずなんだが、『より悪い未来』への道筋しか見えない。


    　はぁ。


    　不幸になったのはため息を吐つきすぎたせいか。


    　ポスターのエミちゃんの笑顔が逆につらい。いっそ剥はがしてしまおうか。


    　重い身体からだを起こすと、壁に歩み寄り、ポスターの前に立つ。


    　剥がそうと手をかけると、彼女の声が脳裏をよぎった。


    



    「──死にたい」


    



    　俺もいつか、そんな風に思ってしまうんだろうか。


    　部屋の外から何度かご飯と呼ばれたが、食う気になれずしばらくそのままでいた。

  


  
    第七章／競合状態Race Hazards


    



    　雨こそ降っていないが、梅つ雨ゆ空の雲は重い。


    　それに負けず劣おとらず俺の心もどんより沈んでいる。エミちゃんの事故騒動翌日ということで、当然ジャムが各地に出現しているからだ。しかも『自殺未み遂すい』というキーワードのせいでグロテスクに進化しており、羽や足はおかしな方向に折れ曲がり、体表から噴ふき出す電波が流血しているように見える。


    　鶴つる舞まいは週末恒例である蜂はち原はらタワーの巡回へ行き、香か流なれとギルフィは南区の基地局周辺を回っている。


    　一方俺は、ネットで「晴はる日ひエミが入院している」と特定されてしまった中央区市民病院に急いでいた。見舞いもあるが、もしジャムがエミちゃんに寄ってくるなら、それを防がねばならないからだ。


    　だが、病院に近づいても、ジャムが行列を作っているというような事態は起きていなかった。もちろん南区よりは出現しているようだが、予想より全然少ない。なぜだろうか？


    



    　病院へ到着しても、ジャムたちの様子は変わらなかった。ヤツらは一直線でエミちゃんのところへ向かっているというより、彷徨さまよっている印象を受ける。


    　受付でエミちゃんについて尋たずねると、特別棟で面会謝絶ということだった。


    　違和感を覚える。


    　そこまでの重傷ではなかったはずだ。そんな扱いをするだろうか？　ここは最先端の医療機器を揃そろえている大きな医療センターだ。特別棟なんて重度の病人が入るところのはずだが。


    　会えないと言われて「はいそうですか」と帰るわけにもいかないので、特別棟へ向かった。だがセキュリティが厳重で、ＩＤ認証しないと棟内にも入れないようだ。


    　どうしたものかと考えていると、ジャムが通路をスーッと横切っていった。べつに棟内へ入るわけでもなく、どこかへ去っていく。


    　それを見て、ふと思った。


    　もしかしたらエミちゃんは、リンクスの指示で電波を遮断するような場所に隔離されているのかもしれない。それなら、ジャムがエミちゃんの位置を特定できないのもわかる。病院の近くに多くジャムが出現しているのは、おそらくネットに「入院先」だと書き込まれた情報が影響したのだろう。


    　リンクスも問題児をみすみす見殺しにはしないということか。


    　不服だが身は守られているようだし、ほかの場所でも見回ろう。


    



    　緑にあふれた中庭を抜け、正門へ向かう。もうすぐ昼飯時だが、消毒液の匂においを嗅かぎすぎたせいか食欲がない。病院はどうも苦手だ。


    　すると、


    「──今すぐイオを外すのです！　洗脳されてはいけない！」


    　病院前の道路から、拡声器で煽あおる声が聞こえてきた。


    　うっせえ。例のノーシャル市民団体か？　ここで演説とか迷惑すぎるだろ。


    「──頻ひん発ぱつする『怪しい光』は天の怒り！　『蜂はち人間』は遺伝子の迷走！」


    　アホか。電波とジャムだっつーの。


    「──晴はる日ひエミの自殺未み遂すいも、洗脳である！」


    　アイツら！


    　エミちゃんを利用したいから、入院してるここで騒いでんのかよ！


    



    　病院を駆け出ると、ヒッピー風のバンダナ男が喚わめき散らしていた。そいつの周りでは数人の団員がビラを配ったり、『空と水と大地』と書かれたのぼり旗を振ったりしている。一番最悪なのは、エミちゃんの下着姿の画像を拡大して『ＮＯ　ＭＯＲＥ　エミ☀』ってスローガンを載せたプラカード。アホか。アタマ沸わいてんだろ。


    「皆さま！　晴日エミはイオという恐ろしい洗脳装置を使い続けたせいで、異常行動を起こしてしまった！　服を脱いで痴ち態たいを晒さらした挙あげ句く、飛び込み自殺！　若き身体からだや精神は、洗脳粒子に侵されやすいのです！」


    　バンダナ男は大きな身振り手振りで通行人にアピールし、熱心に勧誘する。


    「洗脳粒子を体外に排出するには、マザーアースの力を借りるしかありません！　この『プライマ・ウォーター』を飲めばいいのです！」


    　そう言うとバンダナ男は竹水筒を取り出し、ごくごく飲んだ。


    「これで身は清められ、正しい意識を維持できます。彼女も、これを飲んでいれば脳を穢けがされず生きられたはずなのに……！」


    　ふざけんな。


    　俺はビラ配りの団員に近づき、ビラをむしり取った。


    　最上段に『ＮＯ　ＭＯＲＥ　エミ☀』と書いてあり、下着のエミちゃんの写真が大きく載っている。


    「ＮＯ　ＭＯＲＥ　エミ！　ＮＯ　ＭＯＲＥ　エミ！　ＮＯ　ＭＯＲＥ　エミ！」


    　団員たちがプラカードを突き上げながら、シュプレヒコールをあげる。


    　素そ朴ぼくな雰ふん囲い気きのおばさん団員にポンと肩を叩たたかれた。


    「あなたも私たちと活動しましょう。ＮＯ　ＭＯＲＥ　エミッ、ＮＯ　ＭＯＲＥ　エミッ」


    　拳こぶしを掲かかげるおばさんを、俺はキッと睨にらみつける。


    「あら！　その顔……洗脳されているのね……かわいそうに」


    　かわいそうなのはテメーだろ。


    　ビラをグシャッと握りつぶし、投げ捨てた。


    　おばさん団員はヒッと短い悲鳴をあげ口に手を当てた。俺の行動に気づいた若い男の団員が、厳しい顔で近寄ってくる。


    「何をしているんだ」


    　言い争いとか苦手だ。でも見て見ぬふりして帰れない。


    「演説、ほかでやったら。病気の人に迷惑でしょ」


    　若い団員の頬ほおに不快がにじみ出た。


    　バンダナ男が俺を指差し、拡声器で煽あおる。


    「ご覧なさい！　そこの少年もイオで洗脳されてしまっているようだ！」


    　病院を出入りする人が気の毒そうに俺を見てくる。


    「さあイオを外しなさい！　『プライマ・ウォーター』を飲んで目覚めるのです！」


    　バンダナ男に竹水筒を突きつけられた。ギョロリとした目が気持ち悪い。


    「ほら！　君も晴はる日ひエミのようにおかしくなるぞ！　ＮＯ　ＭＯＲＥ　エミ！」


    「うっせえな……！」


    　俺はバンダナ男の手を払った。その拍子に竹水筒が地面に落ち、透明の液体がとくとくと流れ出る。


    「この……！」


    　バンダナ男が青筋を立てて怒った。ほかの団員が俺を囲む。周りにいる人たちは避さけるように遠回りに歩いて、誰も助けにきやしねえ。


    「おい、ガキ！」


    「洗脳されてんのはアンタらだろっ……！」


    　震ふるえる声で言い切って、竹水筒を蹴け飛とばした。


    　団員どもは狼ろう狽ばいする。俺みたいなヤツが現れることは想像していなかったらしく「どうします」「団長に連絡を」「連れて行きますか」などささやき合っている。


    　なんだよこいつら。腹の底から込み上げる怒りを抑おさえる。


    　ふいにバンダナ男に二の腕を摑つかまれた。


    「団長にお祓はらいを頼もう」


    　堰せきを切ったように団員が俺に群がり、もみくちゃにされる。


    「やめろっ！」


    　振り払おうと暴れるが、多勢に無勢で身動きが取れない。素そ朴ぼくな雰ふん囲い気きのおばさんが「きぇぇ！　暴力反対!!」とヒステリックな声を上げる。


    　はぁ。もうどうにでもなれ。と諦あきらめかけたとき、


    「痛っ！」


    　団員のひとりが頭を押さえてうめいた。


    　見ると、プラカードで団員を叩たたいている小太りの少年が──。


    　って、算さん太た!?


    　作業着姿の算太が顔を真っ赤にして、プラカードを振り回している。


    「うおりゃぁ～！」


    　市民団体は「なんだこいつ!?」と突然の闖ちん入にゆう者しやに混乱している。


    「算太、お前!?」


    「逃げるぞ奏そう矢や！」


    　俺は身体からだをよじって団員を振り払い、算太を追ってがむしゃらに走る。後ろから団員の罵ば声せいが飛んでくる。街行く人々が何事だと振り返る。


    「逃げるってどこへ!?」


    「病院の中までは追ってこないんじゃねえか!?　とりあえず裏口に回るぞっ！」


    



    　病院に入ると、追っ手を気にしながらコソコソ早足で歩き、敷地の隅にある休憩室に身を隠した。俺たち以外には点滴を付けた爺じいさんがテレビを見ているだけだ。爺さんはヘッドホンで将棋番組を視聴しており、世界に没ぼつ頭とうしているようだ。ともかく、追っ手は来ていない。


    「はぁ……マジで助かったわ……」


    　算さん太たは暑そうに作業着の胸元をパタパタする。


    「お前、何やらかしたんだよ？」


    「それな……」


    　市民団体がふざけた演説をしていたことを教えると、


    「そりゃたしかにムカつくが……お前って、そこまでエミちゃんの信者だっけ？　らしくねえじゃん」


    　ジャムやウェニアックのことは言わなかったから、ケンカを売ったことに違和感があって当然だ。


    「まあ……ちょっとイラっときてさ。それより、作業着なんか着てどうしたんだよ？」


    「新しいバイト先があの近くにあんの。で、昼休憩で飯食いに出たら、お前がバカやってた。最近お前にはムカついてたし、ぶっちゃけ見捨てて行こうかと思ったんだけど……それはそれで気分悪いしさ……」


    「ああ……サンキューな……」


    　それきり、会話がなくなった。


    　ケンカを引きずっていて、微妙な空気が流れる。

  


  [image: ]


  
    　算太は軽くため息を吐つき、イオを操作し始めた。俺がしゃべるのを待っているのかもしれない。しかし、いい謝罪の言葉が浮かばない。だからって、真実をぶちまけるような勇気ははない。


    　このまま、何も知らせず離れたほうがいいよな。俺が告白することで、逆に迷惑かけることになるかもしれないし。


    　いや、そんなのは言い訳だ。ただ踏ふん切りがつかないだけ。いきなり言えないし、とりあえず探りを入れることにする。


    「あのさ……もし俺が、変な病気だったらどうする？」


    「え？　だから、よそよそしくしてたの？　病気って何病？」


    「いや……たとえ話」


    「……よくわかんね」


    　また会話が途絶えた。


    　今日は心の整理ができてないし無理だ。やっぱり日を改めよう。算さん太たの休憩時間、早く終わらないだろうか。「昼飯食いに出た」って言ってたし、なんか食いに行けよって促うながしてみるか。それとも俺がそそくさと退散するか……。


    　ヴヴッ


    　んっ？　ジャムのノイズがしたような？


    「！」


    　休憩室の入り口にキラービージャムがいた。黒いミツバチのような蠢うごめく悪意を身にまとい、輪りん郭かくをもわもわさせながら、ブンブンと耳みみ障ざわりな羽音を立てている。


    「ハ[image: ]ハ[image: ]エ[image: ]シ[image: ]タイ[image: ]」


    　こんなとこウロついてんなよ！　どっか行けよ！


    　って必死に念じても、その想いはまったく届かない。


    　ポン、と算太に肩を叩たたかれた。


    「どうしたんだ？」


    「あ……なんでもない」


    「またそれかよ……言いたいことあるなら言えよ」


    　すごく不愉快な顔をされた。


    「いや、その……」


    　ジャムがガクンガクンという不ぶ気き味みな動きで、室内に入ってくる。


    　俺が困って視線を泳がせていると、算太は「ふぅ……」と息を吐いて俺から目を逸そらし、再びイオの操作を始めた。


    　どうすりゃいいんだ。


    　すると算太のイオに、紫色の電波光がヒュルっと入っていった。


    　次の瞬間、ジャムが尻から毒々しい極太の針を出し、いななく。


    「[image: ]ミ[image: ]パンツジ[image: ][image: ]パクプニプニ～！」


    　まさか、算さん太たのヤツ。


    「おい、イオで何見てんだよ……」


    「いや、スパムなんだけど。勝手に送られてきて画像だけで文章もリンクもないし、意味不明で俺も腹立つんだけどさ……」


    　勝手に送られてくる？　まさか、ネット内で増殖しようとしてるのか!?


    　ジャムはエミちゃんの画像に引き寄せられてるらしく、一直線に算太に近づいてくる。


    「ブ[image: ]ジ[image: ]ー[image: ]グガ[image: ]～[image: ]デ」


    　最悪だっ！


    　俺は慌あわてて算太に立つよう促うながす。


    「帰ろうぜ。飯食うんだろ？」


    「食うけど」


    「とりあえずその画像削除しろ！」


    「ッ!?　ちょ、え、な、なんで!?」


    　ジャムの鋭するどい毒針から、濁ったハチミツのようなどす黒い液体がぽたりと滴したたり落ちる。ジャムの攻撃が一般人にどういう影響を与えるかは不明だが、もしあんなのが算太の脳天に突き刺さったら……キラービー事件がホントなら……！


    「キ[image: ]キ[image: ]ッシ[image: ]ダ[image: ]ッ」


    　もう、やるしかねえ！


    　俺は立ち上がると急いでポーチからスマフォを出し、戦闘態勢を取る。


    　きょとんとする算太。


    「なんだそれ？」


    「あとで説明する！」


    　ロックオンし、大きなコンボを探す──


    　が、ジャムが針を放つのが一瞬早い！　狙いは算太だ。俺は咄とつ嗟さに算太の前に飛び込んだ！


    「ってぇ！」


    　針は俺の肩口に刺さった。痛みから熱がじわっと広がる。


    「そ、奏そう矢や……？」


    　面食らっている算太に厳しい口調で俺は言う。


    「俺の後ろに隠れてろ」


    「ん、あ……ああ」


    　算太はただならぬ気配を感じたのか、わたわたと俺の背後に回った。テレビを見ている爺じいさんは将棋に夢中で気づいていない。


    　チャンスだ。二発目の針で攻撃される前に決めてやる。考えていたコンボを瞬時に組み立て、魔宝石を手早くスライドさせる。


    ／緑→紫→黄→赤→赤／5-chain／29／


    　うなりをあげて光球が放たれる。


    　まだだっ！


    　着弾する前に、間かん髪はつを容いれず追撃。


    ／灰→黄→赤→青／4-chain／25／


    　仮想現実の魔法少年が杖つえを振りかざし、


    　ジャムの胴体と頭に九つの光球が連続で衝しよう突とつ。


    「[image: ][image: ]ミ[image: ][image: ]ギ[image: ]ジ[image: ]シ[image: ]～」


    　体表がヘコみ、黒いミツバチがグチャッと飛び散る。


    　ラストッ！


    ／灰→青→桃／3-chain／14／


    「ギ[image: ]……」


    　針は折れて羽はもげ、悪意の塊かたまりは消滅した。


    　ふぅ。


    　やったはいいが、もう言い訳もできないな。


    「……」


    　おそるおそる、振り返る。


    　算さん太たは困惑をあらわにし、俺とスマフォを交互に見る。


    「お前……その機械で何してたんだ？　痛がったり……どういうことだよ……」


    　そうなるよな。説明しないと。


    　鼓動が増し、口がカラカラに渇く。泣きたくなる心ここ地ちに襲おそわれる。


    　だが、俺は覚悟を決めた。


    「全部話すわ」


    　算太は静かに頷うなずいた。


    「ああ……」


    「けっこう長くなるぞ。昼飯やバイト、間に合わないかもしれない」


    　算太は真剣な眼まな差ざしで、俺を見つめる。


    「構わねえよ。教えてくれ」


    



    　俺はすべてを打ち明けた。


    　ウェニアックに覚かく醒せいした夜のこと、視聴覚準備室で何をしているか、エミちゃんの放送事故や自殺未み遂すいの動機、今倒したジャム、未知の症状だから悪化するのか治るのかも不明なこと。


    　初めは上う手まく言葉にならず、噛かんだりしどろもどろになったが、算太は茶ちや化かさずに黙だまって聞いていた。話すうちにだんだん落ち着いていき、胸のつっかえが取れて心が楽になるのを感じた。算さん太たは首を傾かしげ、時折相あい槌づちを打ち、納得したように頷うなずく。


    　話を進めるうちにつらくなってきて目が潤うるんでしまったが、大きく息をしたり、天井を見上げたりして、涙が溢あふれるのを抑おさえる。


    　俺は長い時間をかけて、誤解のないようにじっくり話した。


    



    「──これが、隠していたすべてだ」


    　話を終えた頃には将棋を見ていた爺じいさんもいなくなり、休憩室には俺と算太だけになっていた。


    　算太は「そっか……」と哀かなしげにつぶやくと、なんともいえない表情をする。いきなり理解しがたいことを告げられたら困惑するよな。


    　俺は深く頭を下げる。


    「ウソついてて悪かった……お前の反応が怖くて、言えなかったんだ……」


    　算太は無言で腕を組み、目を閉じて考えこんでいる。言いづらいよな。ここはせめて、俺から別れを切り出さないと。


    「俺は抱かかえてやってくしかないけど、いっしょにいると、周りからどう見えるかわかんないぞ。同じ症状のエミちゃんが炎上してるし……感染するって思われるかもだし。ほら、バイトあんだろ？　行けって……ほら……」


    　やりきれなくて、声が震ふるえてしまった。


    　すると算太は目を開け、腕組みを解き、明るい声で言った。


    「では、ここでクエスチョ～ン！」


    「は……？」


    　なんだよいきなり？


    　俺の戸惑いも関係なく、算太は問題を出してくる。


    「さて、問題。神かみ之の馬ま奏そう矢や。お前は何者だ？」


    「何者って……」


    　ウェニアックとか答えてほしいのか？　からかってるのか慰なぐさめなのか知らないが、やめてくれよ。


    　俺が黙だまっていると、算太が腕でバツの字を作った。


    「はい、時間切れ～」


    「あのさぁ……」


    　算太は得意げな顔つきで、俺をビシッと指差した。


    「わかんねえみたいだから、オレが教えてやる。お前は、チキンのくせにカッコつけたがりで、勉強も運動も平凡な高校二年生。優秀なのはゲームの腕だけ。ルックスはまあボチボチだが、オレのほうがイケメンだな」


    「おい……？」


    「文句は受け付けないぞ」


    　算さん太たはニヤりとして、つらつらと話を続ける。


    「去年はゲームとバイトばかりしてたせいで、友達はオレくらいしかいない。現在ぼっち。モテなくて一六年間彼女はいない。そして最近、なんと電波が見えるようになってしまったらしく、モテない要素がさらに増えたッ！　いや、合コンのネタになるかもしれないぞ？　よかったな。まあ、そんな可か哀わい想そうでかなり残念なヤツが、オレの幼なじみで大親友の神かみ之の馬ま奏そう矢やだ」


    「お前……」


    　いろいろな感情が込み上げて胸がいっぱいになり、言葉が出てこない。


    　算太はヘヘっと照れ笑いした。


    「逆の立場だったら、オレもウソついてたと思うわ。つーかお前むしろスゲえ。ふつうに学校来てんだもん」


    「……怖いとか、思わねえの……？」


    「いや、むしろ、症状とかもっとくわしく教えてくれ」


    「え？」


    「だって、オレもいきなり覚かく醒せいするかもしれねーんだろ？　他ひ人とごとじゃねえし。ぶっちゃけ電波とか謎なぞすぎるけど、オレは、ネットに書かれるようなことより、お前を信じるから」


    「あっ……」


    　その言葉を聞いて、吹っ切れた。苦しんで隠していたことがバカみたいに思えてきた。算太を信頼して相談すればよかった。


    「……俺がウェニアックに関して知ってるのは、さっき話したことが全部だ」


    「そっか。じゃあ、また新事実がわかったら頼むよ。絶対秘密にするからさ」


    「わかった」


    　算太が手を差し出し、握手を求めてきた。


    「これからもよろしくな。モテない同士」


    「モテないは余計だ」


    　算太の手を強く握る。汗で湿っててふにゃふにゃしている。


    　沈みこんでいた心が、ふわっと軽くなった。


    　手を離すと、顔を見合わせ、互いに失笑した。


    「なぁ奏矢。いちおう確認するが、もうウソや隠しごとはないだろうな？」


    「ないって──あっ……」


    　っべー。もうひとつ、あった。


    　算太が目ざとく俺の動揺に気づいた。


    「なんだよ？　今さら何言われても驚かねえし」


    「えーと……五月の頭に生徒会長とデートしたってウワサがあったろ？　あれ、ホントだ」


    「ウソだろ!?　それが一番信じらんねえ!!」


    　出会いから結末までねちっこく聞かれそうになったので「バイト行かなくていいのか？」と話を逸そらす。算さん太たは「怒られる！」と焦あせり「さっきの握手は取り消しだ！　今度じっくり聞かせてもらう！」と呪のろわしく捨て台詞ぜりふを吐き、走っていった。


    「……ふぅー……」


    　緊張から解放されドッと疲れが出た。全身の力が抜けてへなへなと寝転がる。


    　しかし、予想外の反応にびっくりした。抱かかえてる問題が解決したわけじゃないけど、算太に認めてもらえたことで薄明かりが差した。


    　──と、イオが通知を鳴らした。


    【モニタートーク着信＠鶴つる舞まい舞まい羽は】


    　ジャムの件だろうか。通話を許可すると、蜂はち原はらタワーにいる鶴舞が映る。


    《鶴　舞》「∇晴はる日ひさんはどんな様子だった？」


    《神かみ之の馬ま》「∇いや……面会謝絶でさ……」


    　ジャムの動向を確認して帰ったことを伝えると、鶴舞が呆あきれて答える。


    《鶴　舞》「∇忍び込みなさいよ」


    《神之馬》「∇無む茶ちや言うなよ。見つかったらどうすんだよ。俺はお前と違って忍者やアサシンじゃねえの」


    《鶴　舞》「∇キミは本当に腑ふ抜ぬけで骨なしの意い気く地じなしね」


    《神之馬》「∇責めすぎだ！」


    《鶴　舞》「∇おまけに能なしと甲か斐い性しようなしもつけてあげるわ。ええと、ほかには何があったかしら……」


    　ったく、毒どく舌ぜつマシンガンが。ウェニアック同士だっつーのにトゲトゲしやがって、算太の爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませてやりたいところだ。こういうイラッとくるようなことするから、嫌きらわれて体育祭で女子に陰口叩たたかれるんだよ。


    　あっ、そういえば鶴舞は「ウェニアックだと知られて傷つくのが怖くて他人を遠ざけるうちに、人との距離感がわからなくなった」と言ってたっけ。だったら、算太が受け入れてくれたことを知れば、少しは変わるだろうか。内容が内容だし、電話より直接のほうがいいだろう。幸い、ここから蜂原タワーは近い。


    《鶴　舞》「∇あ！　あったわ。腰抜け」


    《神之馬》「∇うっせえ！　ンなことより、直接会って話したいことがあるんだけど──」


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　繁はん華か街がいの喧けん騒そうから離れたところにあるオープンスペースで鶴つる舞まいと会った。ベンチの間かん隔かくがゆったりしているので、よほど大きな声で話さないかぎり隣席の会話は聞こえない。


    　算さん太たに告白したことを鶴舞に伝えると、大きな目がさらに丸くなった。


    「言ったのも驚くけど、全部受け入れてもらえたの？」


    「幼なじみで、しかも目の前で見たってのがデカいだろうな」


    「ええ……」


    「で、ひとつ思ったことがあるんだ。俺らは、ウェニアックである以前にもっと『普通の高校生』として生活を楽しんでいいんじゃないかって」


    「普通の高校生……？」


    　鶴舞はぽかんとした。


    「たしかに、人と違って、電波が知覚できる体質になってしまった。でも、後ろめたいことをしてるわけじゃないし、誰かに迷惑かけてるわけじゃない。むしろ人助けだ。だから、普通に生きることまで否定しなくてもいいんだよ」


    「うん……」


    「だからさ……鶴舞、故意に人を遠ざける必要はないと思う」


    「え？」


    　俺が体育祭のときに聞いた陰口を伝えると、きまりの悪い顔をした。


    「知ってる……あの人たち、私に聞こえるように言ってくるから」


    「今のままでいいのか？」


    　鶴舞は首を横に振る。


    「なんとかしたいけど……どうしていいかわからない」


    　ここで気の利いたアドバイスができればいいのだが、算太しか友人のいない非リアの俺には無理。しかし改善すべき点はわかる。


    「お前はふだん、ムカつく黒舞まい羽はが九〇パーセント以上を占めてるだろ？　それを意識的に七〇パーセントくらいまで下げるだけでも印象が違うと思う」


    「そうよね……できるだけそうするわ。でも、どうしたの？　急に優しいけど」


    「毒どく舌ぜつが減ったほうが、俺の人生が快適になるからだ」


    「そう。でも残念ね。キミへの毒は増やす方向で考えてるの」


    「なんでだよ!?」


    「ほかを減らすから」


    「バランス取る必要ねえだろっ！」


    　せっかく心配してやったのに、この調子じゃ生涯コミュ障だな。


    　気を取り直して蜂はち原はらタワーの巡回について尋たずねると、鶴舞は苦にが々にがしく言う。


    「大量発生というほどではないけど、いつもより多くのジャムがいたわ。私の退治が間に合わず、電波の針で刺されてしまった男の人がいたけど、とくに異常は見られなかったのが救いね……」


    「でも、週末の人混みの中、よく退治できたな？　スマフォを振り回したら目立ちすぎるだろ」


    　鶴つる舞まいが俺の首を掻かっ切きるような動作をした。


    「背後からこっそり忍び寄って、手早く処理するの」


    「……そういうアサシンみたいなやり方、俺には無理だな」


    「どのアプリも一長一短よ。もし空高く飛ばれたら、私には倒せない」


    　雫しずくのように二刀流ならば遠近・攻守あらゆる状況に対応できるだろうが、できないことを望んでもしかたない。


    「問題は、ジャムをどうするかだよな。きっと市内全域に発生してるだろ？」


    　鶴舞は顔を曇らせる。


    「一匹ずつなら弱いけど……エリマキトカゲのジャムみたいに合体したら、とんでもないことになるわ」


    　蜂はち型の巨大ジャムが上空を飛んでいるのを想像し、身体からだがブルっと震ふるえた。


    　長いため息を吐つき、うなだれる鶴舞。


    「他地区のウェニアックに協力してもらって一斉清掃すれば、目先の危機は乗り越えられそうだけど……統括して束ねているのは雫なのよね」


    　たしかにあいつは、朱す雀ざくだけが従したがわないと言っていた。　


    「頼んだところで……素直に頷うなずかないよな？」


    「でしょうね。ジャムが一般市民を攻撃することを望むような口ぶりだったし、騒ぎが広まってリンクスが困ることも好都合だから」


    　しかし結局のところ、俺らだけでどうにかなるレベルの話じゃない。


    「……ダメもとで、連絡してみるか」


    



    《黒くろ　笹ざさ》「∇──断る」


    　読みどおりの返事だった。


    《鶴　舞》「∇いちおう、理由を聞いてもいい？」


    　やれやれと雫は答える。


    《黒　笹》「∇戦略に決まっているだろう。ジャムとは均きん衡こうを保ったうえで共存すべきだと思っているからな。まあ、我われ々われに被害が及ぶほどに増殖したら、調整のために間引いてやる。しかし、ここまで爆発的な勢いで発生するとは……リンクスの上層部も頭が痛いだろうな」


    　雫は不敵に笑う。まるで狙いどおりと言わんばかりに。


    　あっ!?


    　俺の脳裏を、恐ろしい考えがよぎった。


    《神かみ之の馬ま》「∇まさか……白びやつ虎この連中がキラービー人間やエミちゃんの都市伝説を拡散したなんてこと、ないだろうな？」


    　雫しずくの目がギラリと光る。


    《黒くろ　笹ざさ》「∇おもしろいことを言うな？」


    《神之馬》「∇おい!?　本気か！」


    《鶴つる　舞まい》「∇雫！」


    　少しの間があり、雫は意味深に頷うなずき、言う。


    《黒　笹》「∇ジャムの退治だが、少々気が変わった。協力してやってもいい」


    《神之馬》「∇何が狙いだ!?」


    《黒　笹》「∇リンクスの連中に一度恩を売るのも悪くないからな。ただし、頼みがあるなら直接来て頭を下げろ。それが礼儀というものだろう？　そうだな……神之馬、お前ひとりで来てみろ」


    　一方的に通話が切られた。


    　鶴舞は戸惑いと怒気の交じった口調で言う。


    「本当に晴はる日ひさんを利用したというの？　だとしたら許されることじゃない……！」


    「いや、あの口ぶりからすると、俺たちを煽あおっただけかもしれないが……」


    　しかし俺を名指しして、どういうつもりだ。二度と歯向かえないように叩たたきのめすってとこか？


    　俺の不安を読み取ったのか、鶴舞が心配そうに顔を覗のぞき込んだ。


    「どうするの……？」


    　のこのこと誘いに乗るのは、罠わなにハマりに行くだけかもしれない。


    　でも、ここで尻しつ尾ぽを巻いて逃げられるか。俺はエミちゃんを見殺しにして、算さん太たに助けられて、ぐじぐじ悩んでるだけで何もしてない。そんな自分に、嫌いや気けが差す。


    　俺は覚悟を決め、鶴舞に言う。


    「白虎のアジトに行く。都市伝説の件を追及して、ジャム退治を頼んでくる」


    　鶴舞は不安をあらわにし、


    「ひとりで大丈夫？」


    「腰抜けの腑ふ抜ぬけじゃないとこ見せてやる。一寸の虫にも五ご分ぶの魂たましいってやつだ」


    　鶴舞が感心して頷く。


    「自分が昆虫なのはわかっているのね」


    「おいっ！　そういうのが黒舞まい羽はなんだよ！」


    「ごめんなさい。本音が出てしまったわ」


    　本音かよ。


    「……虫でも、せめてカブトムシくらいにしといてくれよ」


    「それは無理。カナブン」


    「弱よええよ！」


    　しかし、ムカつくが否定できない。雫しずくがカブトムシなら俺はカナブン程度だ。勝つのは無理でも、ひっかき傷のひとつでもつけてやりたいが。


    「それなら私は、キミの代わりに病院へ行くわ。市民団体の存在も気がかりだから」


    　鶴つる舞まいはさっそく向かおうとして立ち上がり、


    「あ、そうだ……これをあげる」


    　ポーチを探って、蜂はち原はら特製ハチミツドロップをひとつ俺にくれた。


    「さっき蜂原タワーで買ったの。ブドウ糖とローヤルゼリーの効果で頭が冴さえて元気になる……と商品説明に書いてあったわ。とにかく無茶はしないで」


    　白舞まい羽はが回復アイテムをくれた。たまに出る優しさは卑ひ怯きようだよな。


    



    　鶴舞は病院へ向かい、俺はハチミツドロップをポケットにしまった。


    　さて、どうする。無む為い無む策さくでアジトに乗り込んでも、前回同様の返り討ちに遭あうのは火を見るよりあきらかだ。今からできる対策など何かあるのか。


    「んー……」


    　しばらく考えたが、思いついたのは一案だけだった。


    「……左手用のスマフォを持っていこう」


    　攻撃力は期待できないが、ハッタリにはなるだろうし、バッテリーが切れたときの予備にもなる。複数所持は千ち草くささんから規約違反と注意されそうだが、あの人はどうせいないだろうし、勝手に持ち出してしまえばいい。


    　そういうわけで、学校へ寄ることにした。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　グラウンドで部活に励む連中を横目にこそこそ歩く。私服で校内に入るのは校則違反なので、先生に見つかると厄やつ介かいなことになる。ましてや俺は著いちじるしく成績が低下しているので「たるんでる！」と怒鳴られそうだ。俺も世の中の役に立つ課外活動をがんばってるんだけどな。


    　──と、ざわっとイヤな胸騒ぎがした。


    　顔を上げると、遠くの空をジャムらしき黒い物体が数匹羽ばたいていた。まったくゲームのような光景だ。あれが飛行機くらいデカくなって電波爆弾を落とし始めたら撃うち落とすのは不可能だ。しかし、あれがもし蜂原市外に飛んでったらどうなるんだ？　ここからでは遠距離すぎて狙えないので見み逃のがすしかないが。ともかく、早く白びやつ虎こに協力させないとマズいことになりそうだ。


    



    　人目を避けて実習棟の廊下を進み、視聴覚準備室に忍び込む。


    「えっと、スマフォの入った段ボールは──」


    　足を踏み入れたとたん、床の寝袋がモゾモゾ動いた。


    「うああ!?」


    　ギョッとして見ると、寝ぼけまなこの千ち草くささんがヌッと頭を出した。


    「あ！」


    　千草さんも俺の訪問に面食らっている。


    「おっ……奏そう矢や……おはようさん」


    「おはようじゃなくて、今までどこにいたんですか！　連絡してもつながらないし！」


    「ちょっと、買い出し紀行に……で、徹夜続きで……」


    　とぼける千草さんに、俺は声を荒らげてまくし立てる。


    「いい加減にしてください！　晴はる日ひエミの自殺未み遂すいや『キラービー人間』の件、知ってますよね!?」


    「あ、まあ……」


    「ジャムが大発生してますし、このままじゃウェニアックの存在がバレるかもしれない。リンクスはどう対応するんですか!?」


    「……わからへん……」


    「いつもそうやって誤ご魔ま化かす！」


    　机をガツンと蹴けった。衝撃でビールの缶が転がり落ち、カランと音を立てる。


    　細い猫目をまん丸くした千草さんは、寝袋から身体からだを起こしながら、申し訳なさそうにつぶやく。


    「……いやな……ほんまわからへんの。ごめんな……」


    　そうして俺の正面に立つと、寝ね癖ぐせでボサボサの頭を深く下げ、真剣な顔でもう一度「ごめんな」と言った。目の下にはクマができている。徹夜続きは事実なのかもしれない。


    「本当に、何も知らないんですか？」


    「そや。リンクス上層部の決定事項は、うちのような下請けの末端には伝えられへん」


    　千草さんは白衣を羽は織おると、重い息を吐く。


    「……それから、晴日さんの件については、言葉もないわ……あのコラ画像、ほんまひどいわ……」


    「千草さんには見えないでしょうけど、あれにそっくりなジャムが実際に出現しているんです。彼女は悪意で歪ゆがめられた自分を目まの当たりにし、命を捨てようと思った」


    「そういうことやったんか……」


    　その攻撃の牙きばが、いつ俺たちに向くかわからない。将来起こりうることを可能な限り知っておきたいので、あまり気が進まないが、おそるおそる尋たずねる。


    「……この先、ウェニアックの症状が悪化する可能性はあるんですか？　今は普通の人と同じですけど、ひと目でわかるようになって、バイキン扱いされて避さけられるとか……」


    　少しでもいいから否定してほしかったが、


    「わからへん。うちだけじゃなくて、誰も答えられへんと思う。言葉は悪いけど、『電波高感受性症候群』は新種の病気みたいなものやから……」


    　食い下がって突っ込む。


    「でも、大規模なスマートシティは、ずっと前から世界中にありますよね。そこでは覚かく醒せいは起きてないんですか？」


    「残念やけど発症は蜂はち原はらだけ。いちおう、この街特有の『平安京を模した碁ご盤ばんの目』が鍵かぎやないかと言われとるが……もちろん確証はない。すまんな……」


    　何も情報は得られないか……。


    　それよりも、今はここに来た目的を果たさねば。


    　しかし千ち草くささんがいる以上、スマフォを勝手に持ち出すことはできなくなってしまった。


    　そこで俺は事情を洗いざらい話し、「もうひとつ借りていいか」と訴えた。


    「ええよ」


    　即答だった。揉もめると思っていたので拍子抜けする。そしてさらに、


    「じつはな、奏そう矢やのために、新しいスマフォを持ってきてん」


    「え？」


    　千草さんは白衣のポケットから一台スマフォを出し、きょとんとしている俺の前に置いた。


    「左手用の簡単な操作のやつ、見っけてきた」


    「……いきなりどうしたんですか？」


    　千草さんは複雑な表情を浮かべた。


    「今回の事件を見て、いろいろ思うところがあってな……まあ使ってみ。タロット占いのアプリ。フリックするだけで使えるで」


    「占い？」


    「実戦モードで操作してええよ。とりあえず触さわってみ」


    　スマフォのディスプレイをフリックしてみると、光り輝くタロットカードが一枚、スマフォの前に出現した。《隠者＝逆位置／秘密・内気・混こん沌とん》と描かれたカードの面積は二〇インチのディスプレイくらいある。たしかに操作は簡単で気を取られることもないが、カードは紙のようにペラペラで脆もろくて弱そうだ。どういう効果があるのかと思い、試しにカードを自分の右腕に当ててみると、


    「……あちっ！」


    　ジワッと熱かった。近接武器か。


    「タロットっていろいろ種類ありますけど、攻撃の効果に違いがあるんですか？」


    「いや、どれも同じ。まあ、たとえるなら、おみくじ付き割り箸ばしみたいなもんやね。くじが大吉でも大凶でも、箸は箸やろ？　そういうこと」


    　せっかくだから、今後を占ってみるか。もう一枚フリックしてみる。


    《塔＝正位置／崩ほう壊かい・破滅・事故》


    「げっ……！」


    　悪い言葉が並んでいる。塔って、タロット占いで一番ヤバいヤツじゃないっけ……。


    　俺の表情から察したのか、千ち草くささんが苦笑した。


    「気にしなや。運命は自分で切り拓ひらくものや」


    「はい……」


    　幸先悪いが、ひとまず武器は手に入った。鶴つる舞まいや雫しずくのように上う手まく扱う自信はないから、ハッタリにでもなればいいが。


    　すると千草さんは真剣な眼まな差ざしを俺に向ける。


    「ひとつ、勘違いせんといてほしいことがある。うちはウェニアック同士の争いには基本的に反対や。あんたの考えが正しいとかは関係なくな」


    「……こういうやり方で解決しないことはわかってます」


    「うん。ならええよ」


    　俺はスマフォをしまうと気を引き締め、


    「じゃあ、行きます」


    　千草さんに別れを告げ、ドアへ向かう。


    「奏そう矢や～」


    　呼びかけられ振り返ると、目の前に空き缶が飛んできて──


    「!?」


    　俺の額ひたいにクリーンヒットし、カーンと景気のいい音を立てた。


    「痛ぇー！　何すんですか！」


    　にんまりと悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべる千草さん。


    「顔が強こわ張ばっとったから、ほぐしてやったんよ。緊張はかなりエネルギーを消耗するからな」


    「省エネですか。そりゃどうも」


    　つっけんどんに答えて部屋を出ようとすると、


    「待って、あのな……」


    「なんですか」


    「うちはあんたらの味方や。もし世間が責めても、リンクスが何かしてきても、絶対見捨てたりせえへんからな」


    「あ……」


    「……なんつって」


    　千ち草くささんは照れ隠しなのか、八や重え歯ばをペロッと舐なめた。


    　その言葉は、たとえ励ましのウソだとしてもうれしかった。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　植物工場団地のコミュニティホール入り口で俺を迎えたのは副長の永なが篠しのだった。


    「逃げると思ったが、意外だな」


    　俺は気合を入れるため、精一杯の虚勢を張る。


    「こんな町外れまでわざわざ来てやったんだから、盛大に歓迎してくれるんだろうな？」


    　永篠は鼻を鳴らす。


    「来い。雫しずくさんが待っている」


    「……ああ」


    　永篠に連れられホールの奥へ進む。ロビーにいた数人の団員が俺を見てひそひそささやき合う。俺は無理やり胸を張ってビビってないアピールをする。


    　永篠がサラッと言う。


    「晴はる日ひエミだが、退学するらしいぞ」


    「え？」


    「ウワサまみれの学校に戻るのは、本当の意味で自殺行為だろ？　退学後はどうするのか知らないがな」


    　まったく他ひ人とごとだ。こいつらに情を求めるのは間違っているのかもしれないが、それでも腹立たしい。


    　すると永篠が俺を威圧するようにジロリと見た。


    「進化の過程で、弱者は淘とう汰たされる」


    「は？」


    「雫さんの考え方だ。ほら、着いたぞ」


    　永篠が指した部屋は、こないだ戦闘した体育室だ。怯おびえが身体からだを巡り、足が止まる。


    「入らないのか？」


    「……今入るところだ……！」


    　恐怖を振り払いドアの前に立つと、スーッと横に開いた。


    　コートの中央、地べたに座っている雫が目に入る。その傍かたわらにバスケットボールが転がっている。周りに控えた団員は姿勢良く敬礼している。


    　雫は俺を見ると、とくに表情も変えず手招きした。


    　永なが篠しのはドアを塞ふさぐように立った。逃がさないってわけか。もっとも、ここまで来て逃げる気はないが。


    　ゆっくりと雫しずくに歩み寄り、対たい峙じする。


    　雫は腰をおろしたまま、上目遣いで俺を見た。


    「本当にひとりで来たか」


    　俺は雫を見下ろし、睨にらみつける。


    「いくつか聞きたいことがある。まず、なぜ俺だけを呼び出したんだ？」


    「理由は単純だ。舞まい羽はは私の思想に同調する気配がまるでない。だが、貴様は迷い、揺れていただろう？」


    　言い当てられ、ドキリと心臓が跳ねる。


    　俺の動揺を見透かしたように、雫の瞳ひとみが鈍にぶく光った。


    「望むならば、南区を出てここに来ても構わないが」


    　俺は強い口調で跳ねのける。


    「断る。たしかにお前の言うとおり、俺には信念も芯しんもなかった。だが、この先お前の思想に共感することはない」


    　雫は蔑さげすむように微ほほ笑えんだ。


    「エミのことで恨うらまれているらしいな」


    　俺は感情的になりかけたがグッと呑み込み、質問を投げかける。


    「もうひとつ教えろ。『怪しい光』やキラービー人間の都市伝説についてだ」


    「あれか……貴様は『我われ々われが拡散した』と疑っていたな？」


    「やっぱりそうなのか!?」


    「多少、誤解しているようだな。まず最初に『怪しい光』とネットで発言したのは、玄げん武ぶ高の女子だ。覚かく醒せいした直後にＵＦＯだと大騒ぎした。それに追随して、青せい龍りゆう高の男子も光の目撃談を投稿した。あの二人のことだが、当時は我々とつながりはなかった」


    　雫が団員の列を指すと、ギャル風の茶髪女子と根暗そうな男子が頷うなずいた。


    「私は好機と見て、同志に『怪しい光』の発言をさせた」


    「どういうつもりだ」


    「軽い悪戯いたずら心だよ。すると刺激を求めていた旧人類オールドタイプどもが『闇やみのキラービー』の都市伝説に絡からめ、想像していた以上に盛り上がった」


    　満足そうな雫。ふざけるな。


    「だからって、『キラービー人間』はないだろ！」


    　雫は苦笑する。


    「それが大きな誤解だ。あれにはいっさい関わっていない」


    「は？」


    「我われ々われは新人類ニユータイプであることを誇るべき。自分たちを卑ひ下げしてまでジャムを生み出すような、愚かな真ま似ねをするわけないだろう。旧人類オールドタイプが勝手にやっただけだ」


    「……でも、晴はる日ひエミをないがしろにするのは、違うだろ」


    「進化の過程で、弱者は淘とう汰たされる。たとえ上に立つ側がわの種族だとしてもな」


    　つまり新世界の王になるためなら、同志が犠ぎ牲せいになることもいとわないということか。そんなやり方は許せないが、説得して雫しずくが考えを変えるとは思えない。


    　今なすべきは、ここに来た目的を果たすことだ。


    　俺はしゃがんで、腰を下ろしたままの雫と同じ目線になり訴える。


    「各地区のウェニアックに、ジャムを退治するよう指示を出してくれ」


    「なぜだ？」


    「言わないとわからないか？」


    「わからないな。教えてくれ」


    　まともに取り合うとは思えないが、理由を伝える。


    「放置すれば、一般市民に被害が出るかもしれない」


    　雫はフッと冷笑し、


    「それでいいじゃないか。自じ業ごう自じ得とくだ」


    　ったく、こいつは。


    　だが、挑発には乗らず、再度要求を突きつける。


    「お望みどおりここまで来て、頭を下げたんだ。協力してくれ」


    　だが雫は即座に首を横に振った。


    「残念だが、今すぐ退治する気はない」


    「……ジャムをコントロールするんだな」


    「そうだ。旧人類オールドタイプに平安都市ピースシテイの裏が知られない程度に害虫を管理し、実証実験の都市事業を手助けしてやる。この街が成功すれば、蜂はち原はらをモデルにしたスマートシティが世界中に建造されるだろう。つまり、ウェニアックやジャムが多発的に誕生するというわけだ。旧人類オールドタイプが真相に気づいたときには手遅れだが、やつらは害虫の発生程度でネット環境が退化するのを望まないだろう。こうして、我々は完全ＩＴ化した世界の上に立ち、情報を支配する」


    　こんなのは危険な思想だ。認められない。


    「ジャムを放置した結果、巨大化して管理不能に陥おちいったらどうするんだ？　ウェニアックは傷つき、一般市民に知れ渡り未来都市計画は失敗……国もリンクスも望まない結末だろう？」


    「そのときは古い世界が壊こわれるだけだ。ジャムによって暴走させられた旧人類オールドタイプ同士で殺し合いでもすればいい」


    　吐き捨てる雫。団員たちも同意して頷うなずく。


    「……雫の怒りはわかる。正直、俺もキラービー人間の画像には辟へき易えきした。だがそれでも、俺はお前の計画には反対だ」


    「では、貴様はシステムに組み込まれたまま死んでいくというんだな。安っぽい正義感だ」


    「そういうものじゃない」


    「ならば、くだらない市民団体を見習い、街角で演説を打ぶつか？　ウェニアックであることを公言して『ＮＯ　ＭＯＲＥ　ウェニアック』『賠償金を払え』なんてな」


    　まったく話にならない。


    　黙だまっていると、雫しずくは立ち上がり、俺を見下ろして言う。


    「用が済んだら帰れ。こんなところで無む駄だ口ぐち叩たたいてないで、一匹でも多く倒したほうがいいんじゃないか？」


    　団員たちの冷ややかな視線が俺に突き刺さる。


    「はぁ……」


    　大きなため息が出た。またひとつ幸福が逃げていく。まったくイヤになる。だが、ここで素直に帰ったら笑われるだけだ。算さん太たに自慢できる武勇伝のひとつでも作っていくか。チキンなカナブンの反抗だ。


    　俺は腰を上げ、雫に面と向かって言う。


    「一対一で勝負しろ。俺が勝ったら退治に協力してもらう」


    　雫はバスケットボールを拾うと、指先でくるくる回す。


    「フリースローはあまり得意じゃないんだが」


    「……同じく、球技は苦手なんでね……」


    　俺は右手に『パズメイ』のスマフォを持ち、戦いの姿勢を見せた。


    「ハハッ、そっちで挑んでくるとは思わなかった」


    　小馬鹿にしたように雫は笑い、ボールをゴールに向けて放り投げた。放物線を描いてリングの真上から落ち、スパンッという心ここ地ち良い音を立ててシュートが決まる。


    「では、やるか」


    　雫はスマフォを両手に持ち、


    「ルールは前回同様、コート外に出たり膝ひざをついたら負け。ただし……貴様はこれまで連戦連敗だからな、ハンデをやろう」


    「ハンデ？」


    「三分間膝をつかずに耐えたら、貴様の勝ちにしてやる」


    　余裕の顔で雫は言うと、コートのエンドラインへ向かった。


    　俺は逆側のエンドラインへゆっくり歩きながら戦略を練る。


    　まともにやりあったら勝ち目はない。悔くやしいが時間切れ狙いが妥だ当とうだろう。


    　ならば、どう戦う？


    　雫の性格や『千人殺しのランスロット』のやり口から想定すると、いきなり全力ではこないだろう。おそらく二分までは手加減していたぶるはず。


    　つまり、勝負はラスト一分。


    　本気を出してきたタイミングで左手に持ち、まるで二刀流ができるかのように振る舞ってハッタリをかます。これで一瞬でもいいから動揺させて時間を稼かせぐ。


    　そこから先は、なるようになれだ。


    



    　試合開始前に、三分間のストップウォッチをイオで共有する。


    【03：00】


    　俺はエンドラインに立ち、敵陣の奥深くにいる雫しずくと向き合う。右手に『パズメイ』を握りしめ、左のポケットに『タロット』を忍ばせている。雫は両手にスマフォを構え、薄い氷が張ったような感情の読めない顔つきをしている。あいつがどの武器アプリを使ってくるのかわからない。光鳥とトライデントか、それともべつのものか。とにかく何が飛んできても対処できるよう、腰を低くし身構える。時間切れ狙いとはいえ、逃げまわるだけではなく、もちろん攻撃は仕掛ける。


    　絶対に勝ってやる。


    　審判役の団員がホイッスルを口に持っていき、


    　ピーッ！　
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    【02：59】


    　開始の合図とともに、雫しずくの左手から小さな光の弾丸が連射された。チャットアプリのスタンプマシンガンだ。俺は横に駆けながら避よけ、雫をロックオンし、魔宝石の配置を確認してコンボを探す。だが銃弾は絶え間なく追いかけてきて、脳内での組み立てやスマフォの操作が妨害される。さらに走る先にサイドラインが迫る。コート外に出たら負けだ。切り返すために膝ひざに体重をかけた瞬間、


    「くっ！」


    　足元をマシンガンで狙い撃うちされた。細い釘くぎで打たれたような軽い痛みが走るが、この程度なら耐えられる。しかし、この状況で大きなコンボをつなぐのは無理だ。俺は逆側のサイドラインへ走りながら小さいコンボを撃つことに決め、指をスライドさせる。


    ／緑→青→紫／3-chain／22／


    　追撃！


    ／桃→灰→黄／3-chain／18／


    　光球が勢いよく放たれる。


    　すると雫は右手のスマフォを数回タップした。光る立方体のブロックがいくつも出現して積み上げられ、防御壁となって光球と衝しよう突とつ。バチンというノイズとともに光が弾はじけ、光球もブロックも消滅した。


    「右手でガードかよ？」


    　雫は不ぶ気き味みに微ほほ笑えみながらもマシンガンの乱射を続け、俺に大コンボを作らせるスキを与えない。さっきと同じような小コンボを出してもブロックで防がれるだろうが、とりあえず数撃ちゃ当たるでいくしかない。


    　俺は左右に走ってマシンガンを避よけながら、


    ／桃→黄→赤／3-chain／16／


    ／青→赤→灰→緑／4-chain／25／


    　時折偶発的にコンボが増えるが、撃うち放たれた光球はブロックの前に火花となって砕くだけ散る。


    　とくにダメージも与えられないままストップウォッチのカウントは減っていき、残り二分を切る。コートの周りにいる団員たちは無言で戦況を見つめている。


    【01：59】


    「ハァ……ハァ……」


    　雫のマシンガンで左右に振られつづけ、さすがに息が上がってきた。走りっぱなしは厳しい。攻撃が烈はげしくなったら避けきれなくなりそうだ。しかし、マシンガンの攻撃力はそれほどでもない。あれなら直撃を受け続けても耐えられそうな気がする。そう思って雫の表情を窺うかがうと、焦あせりの欠片かけらも見られず、不ふ穏おんな空気を纏まとっている。


    　どういうつもりだ？


    　俺の疑惑を察知したのか、雫しずくがニヤリと笑った。するとやつは右手のスマフォ上で指を細かく動かし、小さなブロックを積み重ねて手榴弾状の光塊を創り出した。


    　あれは……？


    　雫が右手のスマフォを俺に向けて振ると、光塊が放物線を描いて飛んでくる──


    「！」


    　咄とつ嗟さに横っ飛びでかわす。


    　ドオン！


    　直後、光塊が弾はじけて爆発が起きた。肌にビリビリと衝撃を感じる。


    　あのアプリ、防御専用じゃないのかよ!?


    　雫は鋭利な眼まな差ざしで俺を射抜き、右手のスマフォを掲かかげる。


    「これは、なんでもクラフトできるアプリだ」


    　そう言うと、ブロックをつなげて光る斧おのを組み、次は大口径の拳銃を創り出した。


    「なんだよそれ……」


    　背中の汗が急激に冷えたようにゾクッとする。


    【01：40】


    　雫の手にした二丁のスマフォが俺に照準を定め、


    「まだまだ時間はある」


    　獰どう猛もうな火を噴ふく。


    「！」


    　スタンプのマシンガンと光の弾丸に襲おそわれ、コンボを揃そろえるどころではなく逃げまわる。光の弾丸は手しゆ榴りゆう弾だんに変わり、砲撃になり、恐ろしい火力で俺の身を焼く。それでも、おそらく雫はまだ本気を出していない。表情に余裕があり、狩りを楽しんでいる。それなのに俺は息が上がって、心臓が張り裂さけそうになる。


    【警告：急激な心拍数上昇・発汗が見られます。身体からだを休め、水分補給してください：】


    　イオが警告を鳴らした。


    　このままじゃ一撃のダメージも与えられないまま、なぶり殺しにされるだけだ。


    　どうしたら……。


    「コート外に出ると負けだぞ」


    　永なが篠しのに声をかけられハッと足元を見ると、エンドラインまで追い詰められていた。


    「──ッ！」


    　刹せつ那な、腹部に激烈な痛みが走り、胃液が喉のど元もとまで込み上げる。


    　気を取られたところを撃うたれた。


    「うぅ……！」


    　崩くずれ落ちそうになったが、なんとか持ちこたえる。


    　雫しずくが攻撃の手を休め、俺を嘲あざける。


    「フリースロー対決の方がよかったんじゃないか？」


    　言い返せない。団員たちも哀あわれなものを見る目で俺を見ている。


    【01：20】


    　このままじゃ、一方的にやられるだけだ。二刀流をやるしかない。少しは時間が稼かせげるといいんだが。


    　俺はおもむろにポケットに左手を突っ込むと『タロット』のスマフォを取り出した。


    　団員たちがざわめき、雫は意外という顔をする。


    「両手か？」


    「能ある鷹たかは……ってやつだ。スーパーサブっつーのかな」


    　俺は左手をフリックし、タロットを出現させる。


    《吊られた男＝逆位置／無駄・疲労・骨折り損》


    　よりによってこんな意味かよ!?　くそっ！　


    　俺のハッタリにも、雫はまったく動じず、


    「残念だが、左右の力を落とさず使いこなせるのは私だけだ」


    　と言い終える頃には、拳銃とマシンガンを俺に向けていた。


    【01：11】


    　一〇秒も稼げてねえ！　なんて時間勘定してる場合じゃない。発射された弾丸がうなりをあげて飛んでくる。だが撃うたれた胃が激しく痛み、回避の動きが鈍にぶった。


    　ヤベえ！


    　俺は身をよじりながら、咄とつ嗟さにタロットを盾たてとして掲かかげる。


    　バチバチッ──


    　金属を溶接するような音が響き、左腕に重い震動が伝わる。


    　タロットを見るとクモの巣状に亀き裂れつが入っていたが、弾丸も消滅していた。


    「あれ……？」


    　受け止めた？　見かけより強固なのか？


    　左手の親指を離すとタロットは消え、再度フリックすると、


    《戦車＝正位置／奮闘・打開・達成》


    　傷ひとつない新しいカードが現れた。


    　これ盾として使えるんじゃねえの!?　半分の力でこれかよ!?　千ち草くささん、すげえの隠し持ってんじゃん。


    　団員たちはどよめき、雫の顔に戸惑いが浮かぶ。


    【01：00】


    　ピピッと残り一分のアラートが鳴った。


    　その瞬間、雫しずくの表情が険しく一変する。マシンガンの乱射に加え、連続で手しゆ榴りゆう弾だんが投げつけられる。


    　予想どおり仕掛けてきた！　ここからが勝負だ。


    　戦場のごとく光が炸さく裂れつし火花が弾はじける中、俺は横に駆けながらタロットで防ぎ、パズメイのコンボを探る。攻撃力が半減することを考えたら、せめて六コンボは欲しい。右手のスライドと左手のフリックを同時操作することに脳が混乱するが、それでも盾たてが使えるだけでコンボをつなぐことにかなり集中できる。


    ／黄→桃→灰→緑→黄→桃／6-chain／37／


    　仮想現実の魔法使いの少年が杖つえを振りかざした。右手に持ったスマフォから六つの光球が放たれ、雨のような弾丸を突き抜けて、雫へ襲おそいかかる。


    　雫は瞬時にブロックを作り出し、光球をガードする。


    　激しい爆発音とともに光の粒が飛び散り、ブロックが消滅する衝撃波で雫の被かぶっていたキャップがブワッと飛ばされる。


    「え……？」


    　俺は一瞬、ぽかんとなった。


    　球が六つ飛んだし、この威力って……右手の力、半減してないよな？


    　雫は乱れた髪をかきあげると、あきらかに動揺を見せる。


    「まさか貴様、本当に両手を……」


    　どうなっているのか理解できないが、左右に持ったスマフォを見つめると、不思議な力が湧わいてくる気がした。


    　とにかく、使えるものは使えるってことだ！


    【00：45】


    「……選ばれし存在はひとりで充分だ！」


    　激げつ昂こうした雫がマシンガンと光の弾丸の猛射を浴びせてくる。俺は襲いかかる光の群れをタロットで受け止める。左腕に震動と衝撃を受けながら右手で魔宝石をつなぎ、攻撃を仕掛ける。両手を同時に操あやつることに慣れ始め、いくらか早くコンボを決められるようになる。


    　だが、俺の放つ光球はすべてブロックで防がれ、埒らちが明かない。雫の銃撃は烈はげしさを増し、手榴弾が次々と投げつけられる。連続する爆発。互いの電波がぶつかり合い、目を刺すような火花が散る。体育室内に電波が乱れ飛び、肌がジリジリと火ほ照てる。観戦していた団員は必死に身を守っているが、流れ弾が被弾して悲鳴が上がる。


    【00：30】


    　左手は使い慣れなさと防御の衝撃で、ダメージが蓄積して痺しびれてきた。


    　だが雫もいつもの冷静さは影を潜ひそめており、顔を歪ゆがめ、全力で攻撃を仕掛けてくる。


    　このままいけば、時間切れを狙えるかもしれない。


    　だが、それでいいのか？


    　このままひとつの傷も与えずに終われるか？　それで勝ったと胸を張れるのか？


    　パズメイはターゲットまでの距離が短くなるほど威力が高くなる。ならば、雫しずくの目の前で大コンボをぶっ放せばブロックごと破壊できるんじゃないのか？


    　焦しよう燥そう感かんにも似たこの感情は、欲なのかプライドなのかわからない。


    　ただ、あいつに一撃喰らわしてやりたい。


    　弾はじけた光の欠片かけらが俺の頬ほおをかすった。細胞が焼ける熱が脳のう髄ずいに伝わる。


    「やってやるッ！」


    《太陽＝正位置／成功・祝福・可能性》


    　身体からだの底から衝つき動かされ、床を蹴けった。


    　タロットで胸から上を守りながら雫に向かって突進する。


    【00：15】


    「──痛ッ！」


    　膝ひざが光弾に撃うち抜かれた。前のめりに体勢を崩くずしかける。


    「倒れるかよ！」


    　グッと踏ふん張って突き進む。飛んできた手しゆ榴りゆう弾だんをタロットで弾き飛ばす。


    「神かみ之の馬まァ！」


    　雫が鬼の形ぎよう相そうで俺に向かって駆け出した。右手の銃で頭部を、左手のマシンガンで腹部を狙い撃たれる。体勢を低くし、できるかぎりの弾丸を跳ね返すが、ねじ切れるような痛みを胃に受ける。だが俺は突進をやめない。エミちゃんの受けた痛みはこんなんじゃねえ。


    　コート中央、センターサークルで雫と相まみえる。雫はマシンガンを撃ち放つ一方、右手の銃を斧おのに変形させる。ブロックじゃねえのか!?　予想が外れたがやるしかない！　タロットで弾丸を防ぎ、パズメイの画面に集中し六コンボを作る絵図を描く。


    【00：05】


    「死ねッ！」


    　雫が激しく振り下ろした斧の打撃をタロットで受け止める。地面に沈むような重さを喰らい、斧と盾たてが同時に砕くだけた。左手に焼けるような痛みが走る。


    「うぐぅ！」


    　左手の親指が麻痺して動かない、だが左を犠ぎ牲せいにする間に右で六連コンボを作るべく指をスライドさせ、


    ／桃→青→緑→黄→桃→青／6-chain／39／


    　コンボが決まり、魔法使いの少年が詠えい唱しようを始めた刹せつ那な、


    「──っ！」


    　マシンガンの乱射を右腕に喰らってスマフォが手からこぼれ落ち、


    　ＭＩＳＳの表示とともに詠えい唱しようは停止、


    　マシンガンが俺の額ひたいに突きつけられたが、


    「うおぉぉ！」


    　痛みで動かない左手のスマフォを右手を使ってフリック、


    《死神＝逆位置／復活・転換・再生》


    　タロットを両手で握りしめ、ありったけの力を込めて光の剣のごとく斬きり上げる！


    「くっ！」


    　雫しずくの右腕を斬った手応えを感じると同時に、


    　ダダダッ


    　額を撃うち抜かれ、


    「ッ！」


    　脳がぐわんと揺れ、


    【00：01】


    　仰あお向むけに倒れた俺の耳に、カツン……と、雫のスマフォが落ちた音が聞こえた。


    【00：00】


    　終了のアラートが鳴る。


    　脳しんとうのような状態で、意識が朦もう朧ろうとする。


    　負けた。


    　ぼやけた視界の中、雫が俺の足元に立った。


    　とどめを刺す気か。


    「ジャムを退治するよう、指示を出してやる」


    「え……？」


    「私の手からスマフォを落としたのは、貴様が初めてだ」


    　雫は右腕をさすりながら満足気な笑えみを浮かべる。


    「──神かみ之の馬ま君！」


    　鶴つる舞まいの声が聞こえた。団員たちが入り口のほうをいっせいに見る。いくつかの足音が俺に近づく。痛む身体からだをなんとか起こすと、鶴舞、香か流なれ、ギルフィが駆けてくる。


    「……みんな？」


    　鶴舞が俺の眼前にしゃがみ、心配そうな面おも持もちで話しかける。


    「大丈夫!?」


    「……どうして、来たんだ……ここは俺ひとりだって……」


    　香流がツンとした顔で言う。


    「わたしは先輩についてきただけです」


    　ギルフィがすっとぼけた声を出す。


    「空を飛んでいるジャムを追ってきたら、たまたまここに迷い込んだ」


    　なんだよそれ。


    　鶴つる舞まいは心から怒っているような目で雫しずくを睨にらむ。


    「なぜこういう真ま似ねをするの」


    「ケンカを売ってきたのは神かみ之の馬まだがな」


    　雫は苦笑して言うと、団員たちのほうを向き、


    「ジャムを退治してこい。ひとり五〇体がノルマだ。永なが篠しの、ここにいない者に連絡を取れ。あとの指揮は任せる」


    「わかりました」


    　団員たちは敬礼すると、永篠を先頭に部屋を出て行く。


    「え、これは……」


    　鶴舞が俺を見る。俺が軽く頷うなずくと、鶴舞は半信半疑で頷き返した。


    　がらんとした体育室に俺たちと雫だけが残った。


    「今回だけだ。根気よく消し続ければ、あとは自然消滅的に沈静化するだろう」


    　肩をすくめる雫に対し、鶴舞は責めるような口調で言う。


    「晴はる日ひさんの様子を見に病院に行ってきたわ。迷ったふりをして、隔離されている特別棟に忍び込んだ」


    　入ったのか……!?


    「それで、どうした？」


    「晴日さんは、いなかった。彼女が入院しているはずの部屋はからっぽ」


    　耳を疑った。


    「は？　マジで!?」


    「ええ。移送先は不明だけど。部屋の近くでスーツの男たちとすれ違ったのだけど、おそらくリンクスの関係者ね」


    「リンクスが……」


    　雫は呆あきれたように口元を歪ゆがめる。


    「アイツらのやりそうな手口だ。となれば、エミはイオを外され、監視下に置かれたのだろう。再び自殺を試みたり、暴走した発言をされると困るからな」


    「それで、神之馬君。病院にジャムが少なかった理由だけど……」


    「うん……」


    「これまで、ジャムがイオの個人認証を頼りに晴日さんに近づいていたと考えれば、説明がつくわ。イオを装着してなければ居場所を特定できないから、ジャムはネットの入院情報に影響されて、病院近くをウロウロしていただけ」


    　ようするに、俺もジャムも騙だまされてたわけか……。


    　雫しずくは深刻な口ぶりで話す。


    「私が以前、『リンクスが我われ々われを抹まつ殺さつする』と言ったことを覚えているか？　私が本当に恐れている未来は、リンクスがジャムを制御可能になり、さらにウェニアックの発症を予防できるようになること。そうなれば我々は実験体としても不要になり、表おもて沙ざ汰たになるのを防ぐために社会から消される」


    「……そんなこと……」


    　力のない声を絞り出すことしかできない。


    　雫の声に、苛いら立だちが交じる。


    「現在、発症者など三〇名足らず。これ以上の拡大を防ぐ方法は研究されていたとしても、治療になど予算は回っていないと私は考えている。それでも貴様らは安易にジャムを退治し、リンクスが救ってくれる未来を信じて待つのか？」


    　自分を守るのは自分しかいない、ということか。


    　雫は鶴つる舞まいに歩み寄り、言う。


    「お前の父親はリンクスに関わりがあり、最近では蜂原工科大ＨＩＴに出入りしているよな。何の研究を手伝っているか、知らないとは言わせない」


    　鶴舞は少し間をおき、答えにくそうに口を開く。


    「……電波の研究よ」


    「もし父親がお前の覚かく醒せいに気づいているとすれば、ひそかに実験データを採取していてもおかしくないな」


    　そう言って、雫はイオを指差した。


    　鶴舞は毅き然ぜんとして言い放つ。


    「私は自分が実験体だとしても、それで問題解決につながるのなら構わない」


    　雫の瞳ひとみに蔑さげすむような光が走る。


    「自己犠ぎ牲せいか……」


    「リンクスの技術がいつどのように進歩するかなんて予測不能よ。だから私は、今この瞬間、自分にできることをする。それが、ジャムを退治すること」


    　雫は床に落ちているキャップを拾い、目ま深ぶかに被かぶる。


    「使命感だか知らないが、本当に戦略性がないな。旧人類オールドタイプに被害が出る前に倒してしまっては、我々の技術は安く買い叩たたかれるだけだが」


    　すると香か流なれが、おどおどしながらも挙手した。


    「そ、その戦略には反対です。倒せるにもかかわらず、利己的な身勝手さからジャムを放置していたのがあとで発覚したら、非難の対象になると思います……」


    　不愉快そうに舌打ちする雫。


    　続いてギルフィが薄ら笑いを浮かべて言う。


    「ボクはジャムや旧人類オールドタイプなど正直どうでもいいのだが、ジャムによる電波渋滞が原因でネットが重くなるのは見過ごせない。たとえば、いくらリロードしても画像が表示されなかったり、動画が再生できない待機状態……それはイコール、人生を無駄にしている時間だ。……まァ、ネット環境を守ることは、結果的に一般市民を救うことになるかもしれないけどな？」


    　俺はふらつく身体からだを腰で支えながら立ち上がり、切実に訴える。


    「……なあ、雫しずく。ウェニアックに覚かく醒せいして困っている人を受け入れるのは否定しない。だが、二度とエミちゃんのような子を生まないと約束してくれ」


    「朱す雀ざくの連中は、人工甘味料のように甘ったるいな」


    　雫は憎にく々にくしげに俺たちを一いち瞥べつする。


    「我われ々われの邪じや魔まをするならば、容よう赦しやはしない」


    　そう警告を残し、部屋の外へと歩き去った。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　夜を包むような霧きり雨さめが煙けむる工場団地を、俺たちは傘かさもささずバス停へと向かう。


    「──えっ、両手が使える……？」


    　雫との戦闘を伝えると、みんな目を丸くした。


    「負けは負けだけど、一矢報むくいることはできたかなって……。それより、どうしてここに来たんだ？」


    　鶴つる舞まいが苦笑する。


    「病院で怪け我が人を見たとき、キミをひとりで行かせてしまったことを後悔してね。それで二人に連絡したら、いっしょに乗り込むと言うから」


    「そうだったんだ？」


    　香か流なれが慌あわてて首をぶんぶん振る。


    「べ、べつに心配なんかしてませんよ。ただ、恋敵がひとりでいいカッコするのが、許せなかったのです」


    「ボクはアジトを覗のぞいて見たかっただけだ。どのような場所で禁断の儀ぎ式しきがおこなわれているのか興味があってね……」


    　グヘヘとゲス顔になるギルフィ。


    　理由はなんでもいいが、来てくれたのは単純にうれしかった。それより、問題は今後だ。


    「今回はジャム退治に協力してくれたけど、次は無理だろうな」


    「雫たちとは争いたくはないけど、私は折れるつもりはない。ジャムが出現するかぎり、倒し続けるわ」


    　鶴舞は固い意志を示すように口を結んだ。


    　香か流なれが拳こぶしを強く握る。


    「わたし、練習がんばります！　もう足引っ張って迷惑かけたくないです」


    　ギルフィが雨に濡ぬれた眼め鏡がねを外し、眉み間けんにしわを寄せる。


    「しかし、リンクスへの対応はどうしたらいいものか。利用されているのは否定できない」


    　俺は鶴つる舞まいに問う。


    「お父さんの研究、探れたりするのか？」


    　やや間をおき、鶴舞は神妙な顔つきで言う。


    「……いっそのこと、私がウェニアックだと両親に告白してみようかしら」


    「え……本気で？」


    「おそらく薄々は勘かんづいているだろうし、いつかは私の口から言わなければいけないことだから。それに、キミが算さん太た君に告白したことに比べたら、ハードルは低いわ」


    「ああ、それもそうか……」


    　鶴舞は物もの憂うげな微ほほ笑えみを浮かべて頷うなずいた。


    



    　それからしばらく、誰ひとり言葉を交わさず歩いた。


    　四人の靴くつ音おとだけが夜に響く。


    



    　運命や境遇を嘆なげいたところでどうにもならないのはわかってる。解決策なんて俺の頭じゃ思いつかない。


    　だから普通の高校生として自分を肯定しようと決めたんだが、自分を裏切らずに信じていけるだろうか。息苦しくて、もがいているだけで、前に進めていないようにも思えてしまう。


    　大きく息を吸い、ため息を吐つこうとしたそのとき、


    「──雨、あがりましたね」


    　香流がぽそっとつぶやいた。


    　俺はため息を飲み込み、手のひらを上に向けて確認した。


    「……あっ、ほんとだ」


    「もうバス停に着いちゃうけどね」


    　鶴舞が乗り場を指差す。まだバスは来ていない。


    「惜おしい。あと少し濡れたら、スケスケシャッターチャンスだったのになァ……」


    　ギルフィが鶴舞と香流の胸部を凝視し、イオで撮影するようなジェスチャーをした。


    「ド変態っ！」


    　顔を紅潮させた鶴舞のアッパーカットが卑ひ猥わい王の顎あごを直撃。


    「ぷほぉっ！」


    　卑猥王は一撃で崩くずれ、顔面から水たまりに沈んだ。


    　香か流なれが歓声をあげる。


    「出た～！　秘技『雨上がりの昇天竜巻ヘブンズフライト』！」


    「痛っ」


    　鶴つる舞まいが苦痛に顔を歪ゆがめた。


    「……拳こぶしを痛めたわ……」


    　本気すぎだろ。ギルフィは潰つぶれたカエルみたいに倒れたままピクピクしている。


    「先輩、大丈夫ですか!?」


    「ええ、湿しつ布ぷがあるから……」


    　鶴舞はポーチに手を突っ込み、


    「あっ……そういえば」


    　と、取り出したのはハチミツドロップだった。


    「これ、香流にあげるわ」


    　香流の目が星のように輝いた。


    「え！！！！！　ありがとうございます！！！！！」


    　そういや、俺も貰もらったけどまだ食ってなかった。


    　香流はハチミツドロップを受け取ると貴重な宝石のように丁てい寧ねいに扱い、俺に自慢気に見せてくる。


    「正妻レースは一歩リードですね」


    「わりい、俺、昼間に貰った」


    「っ!?」


    　硬直する香流を横目にポケットから取り出すと、ドロップは袋の中でどろどろに溶け、原形をとどめていない。


    「うわぁ……」


    　雫しずくとの戦いで、かなり体温上がってたからな。


    　鶴舞から「せっかくあげたのに……」的な冷たい視線を感じる。


    　とりあえず袋を破るが、へばりついて出てこない。どうしよ。責められるぞ。


    「キミはカナブンなんだから、ベロベロ舐なめたらいいんじゃない？」


    　ほらきた。


    　ヴヴッ──。


    「えっ!?」


    　見るとはぐれウサギジャムが植物工場の敷地でぴょんぴょん跳ちよう躍やくしていた。


    「あいつまだいたのかよっ!?」


    　鶴舞の表情が変わり、スマフォを構えて戦闘態勢に入る。


    「イオ／ミュージック／『ハチャトゥリアン／ガイーヌ／剣つるぎの舞まい』」


    「え、先輩、バス来ちゃいま……」


    　鶴つる舞まいはすでに駆け出していた。


    「まってくださ～い！」


    　香か流なれもばたばたと走りだす。


    「おーい……」


    　ったく。白びやつ虎こと比べてまとまりねえなぁ。


    　鶴舞を追いかけるか迷っていると、イオが着信した。


    【モニタートーク着信＠瓢ひよう箪たん山やま千ち草くさ】


    　勝敗を気にしてくれてたんだろうか。通話を許可する。


    《瓢箪山》「∇白虎はどうやった？」


    《神かみ之の馬うま》「∇じつは……」


    　二刀流が出来たことを伝えたが、千草さんは「ウソやん」とまったく信じてくれない。


    《神之馬》「∇ほんとですって！」


    《瓢箪山》「∇まあええわ。連絡した本題をサクッと伝えるで。晴はる日ひエミについて」


    《神之馬》「∇えっ!?」


    《瓢箪山》「∇朱す雀ざくの女子生徒が病院の特別棟に忍び込んだって、上から注意されたわ」


    　鶴舞のやつ、バレてんじゃん。


    《神之馬》「∇で、彼女は？　移送されたって……」


    《瓢箪山》「∇心配せんでええ。長なが野のの山奥にある電波の届かない施設で療養することになった。リンクスの監視下での検査入院やけどな。悪いようにはせんはずや」


    　ホッとした。悪意から離れて、早く落ち着いてくれるといいんだが。


    《神之馬》「見舞いとか無理ですかね？」


    　ダメもとで聞いてみたが「絶対無理」と即答された。


    　彼女さえよければ、いつか再会出来るといいんだけど。それにはまだ時間がかかりそうだ。


    《瓢箪山》「∇とにかく、無茶な行動は取らんといてな。ほな、まっすぐ家に帰るんやで」


    　通話を切ると、安心したからかドッと疲れが出た。息を吐くと、ぐったり脱力する。


    　すると倒れていたギルフィがむくりと起き上がり、


    「賢者タイムか？」


    「うっせえ。これでも食ってろ」


    　ハチミツドロップをギルフィの口に突っ込んだ。

  


  
    エピローグ／Epilogue


    



    　南区行きのバス内でみんなにエミちゃんの現況を話し、区境ターミナルの乗り換えでそれぞれの帰路に別れた。


    　バスを乗り継いだ俺は仕事帰りらしき大人たちに紛れてシートに腰掛け、ぼんやり車窓を眺める。流れる夜景に、最近起きた数々の出来事が浮かんでは消える。


    　俺たちの向かっている未来は、どんな世界だろうか。


    　雫しずくの言うように、ウェニアックが抹まつ殺さつされる社会になる可能性だってあり得る。このバスの乗客も、みんな敵になるかもしれない。エミちゃんは心配だが、リンクスの保護を信じるしかない。そのリンクスだって、何を考えているのかわからない。


    　深い霧きりのような不安の中、俺にできることは、より良い未来を信じて今を生きるだけだ。


    　普通の高校生として算さん太たより先に彼女を作ってやるぜと意気込み、いつの日かエミちゃんがもう一度笑えますようにって祈りながら、与えられた力でジャムと戦う。


    　それにしても、俺も二刀流ができるとは思わなかった。タロットの扱いが上達すれば雫と対等に渡り合えるかもな。ちょっと占ってみるか。タロットをフリックしてみる。


    《運命の輪＝逆位置／不運・事態の悪化・アクシデント》


    　……まあ占いとか迷信は信じないってことにしとくか。


    　バスがスピードを落とし、信号でもないのに停止した。前も詰まっているようだ。自動車運転区域で交通渋滞なんて珍しいなと思っていたら、イオが通知を鳴らした。


    【緊急速報：南区の皆様、少しのあいだ外出を控えてください】


    　ん？　なんだこれ。他の乗客にも届いているようで、車内がざわつく。


    　車窓を赤い光が横切った。パトランプだ。サイレンも聞こえる。近くで事故でもあったのか？


    【メッセージが届きました　＠ＦＲＯＭ　甚じ目もく耳じギルフィ】


    　異様な胸騒ぎを感じつつ、開く。


    【南区で通り魔殺人が発生したらしい。ネットで話題になっている。犯人は確保されたが、蜂人間に刺されたなどと意味のわからないことを口走っているとかで、動機や詳細は不明だ】


    　ゾッとした。通り魔なんて、イヤでもキラービー事件が想起させられる。それは世間も同じだと、続いて届いたギルフィのメッセージが物語る。


    【『キラービーの再来』だと、さっそくＳＮＳに書き込みが多数ある】


    「ジャムのせいで人がおかしくなる」なんてのは、あくまで可能性の話でしかない。


    　でも……。


    　夜空を飛び交い始めた電波光の群れが、不気味に世界を照らしていた。


    
      了

    

  


  
    



    　あとがき


    



    　突然ですが、『オカザえもん』をご存じですか。


    　愛あい知ち県岡おか崎ざき市のキモいゆるキャラです。「キモかわいい」ではなく「キモい」です。


    　で、つい先日『オカザえもん音頭』という曲のリミックスコンテストをやっているのを応募締め切り当日に知りまして、急きゆう遽きよ作成して応募しました（趣味で音楽作ってます）。それが無料配布ＣＤに収録されることになったので、気になる方は探してみてください。岡崎市内でのみの限定配布という超激レアアイテムです。


    　そしてゆるキャラといえば、本作の舞台・蜂はち原はら市にも『ハッチーちゃん』というキャラが存在します。ただし、通り魔事件の煽あおりを受けて、表舞台から消されてますが。（そういえば、なぜ「蜂原」なのか本文中で触れてなかったんですが、携帯のセルラー方式が「蜂の巣」、ドローンが「雄ミツバチ」の意味だったりと、無線通信と蜂は縁が深いからです）。


    　そこで今回は、全国に蜂のゆるキャラがどのくらいいるのか調べてみました。


    　まず八はち王おう子じに「はっちか君」というミツバチっぽいのがいました（八だけに）。あとＦＭ世田谷に「ＤＪせたハチ」（せたがや……？）。ほかにも養蜂場や企業のマスコットがいたんですが、意外と少ない。


    　その中でひときわ異彩を放っていたのが、大おお分いたの「ぶんぶん童子」。大分と旧地名の豊ぶん後ごで「分ぶん豊ぶん」みたいですが、顔がどこかで見たアレで。


    　もはや妖怪。刺されたら……。


    



    　次に謝辞を。


    　担当の星野さま。いつも的確なご助言ご指摘ありがとうございます。打ち合わせの話題に出た某サプリが気になり、ときどきサイトを覗のぞいてしまいます。買う勇気はありません。


    　ＰＡＮＤＡさま。今回黒くろ笹ざさ雫しずくのエピソードを大きく膨ふくらませられたのも、あの過激で攻撃的なキャラを危うい魅力をたたえた少女として描いていただいたお陰です。彼女になら従います。


    



    　そして本書を手にとってくださった皆さま。この暑い中、最後までお付き合いいただき本当にありがとうございました。楽しんでいただけましたら幸いです。


    　それではまた。


    



    
      二〇一五年七月　牧まき野の圭けい祐すけ
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